
Ⅰ．景気の現状に対する判断理由等

　１．北海道（地域別調査機関：（株）北海道二十一世紀総合研究所）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・７月の参議院選挙の影響で止まっていた需要が８月
に動き出している。インバウンド、アウトバウンドと
もに旅客数が伸びている。作付けが遅れていた農作物
も回復しているが、ここ数日の集中豪雨の影響が懸念
される。

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・夏物の展開を継続している店としていない店との間
で差があるが、残暑が厳しいため、８月の閑散期に
入っても夏のセール品を求める客がそれほど減ってい
ない。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・８月は夏の最大イベント月であり、全体的に天候に
も恵まれ、当地地方新聞では、ほぼ前年並みの来客数
があったとの記事も掲載された。しかしながら、地元
住民による場所取りが前年よりやや減少するなど、不
安材料も残った。一方で、レンタカーや他県ナンバー
の車両が中心市街地の駐車場でも散見された。飲食関
連の店舗では、行列のできる店舗も何件か発生し、売
上を伸ばした。

一般小売店［土
産］（経営者）

来客数の動き ・雨の被害で旅行ができなかった人が意外にいたり、
地元のイベントの際に当商店街への客足が遠のいたり
したが、売上は前年比で４％伸びている。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・来客数は前年比99％程度だが、売上は前年比100％
のペースで推移している。盆シーズンの食品売上が絶
好調であるほか、秋物の動きが良く、地方客の売上も
伸びている。客単価の伸びも感じられる。

百貨店（売場主
任）

単価の動き ・セールの開催時期を遅らせた影響もあり、婦人服、
服飾雑貨中心に好調に推移している。８月は休業日を
１日設定したが、何とか前年並みで終了できそうであ
る。

百貨店（販売促
進担当）

来客数の動き ・８月に入り北海道でも暑さの厳しい日が続き、夏物
衣料を中心に好調を維持している。特に来客数の伸び
が高くなっており、そのことが売上拡大に寄与してい
る。これは全国的な猛暑の影響から、避暑のために北
海道に旅行する人や、夏の間だけオフィスを北海道に
移す個人事業主などが増えているためとみられる。

百貨店（販売促
進担当）

お客様の様子 ・ずっと前年割れしていた来客数が回復傾向にあり、
買上率も前年から改善している。客単価も衣料品を中
心に前年を上回っており、全体的に動きが底堅くなっ
てきている。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・販売量はここ３か月下落傾向にあったが、８月は３
か月の平均より２％程度良かった。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・夏休みに入り、ギフト、行楽、盆といった季節商材
の購入を目的とする客が顕著に増加している。これに
より、客単価も上がっており、好調な売上を維持して
いる。

スーパー（役
員）

単価の動き ・８月の客単価はこの２～３か月と比べて前年比で
２％強上昇している。販売促進の影響もあるが、夏の
暑さや果物の糖度上昇などにより、グレードの高い商
品や量目の大きい商品の売上構成比が伸びている。

家電量販店（地
区統括部長）

販売量の動き ・気温が高い傾向にあるなか、エアコン、冷蔵庫、扇
風機といった夏物家電の需要が前月に引き続き好調に
推移している。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・今月は自己最高の販売台数となり、店全体としても
販売台数が最も良かったため、今までより上向き傾向
にある。

観光型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・近郊で開催されるスポーツ大会、イベント、学会が
好調に推移している。全体的にＷｅｂ及び旅行会社の
個人型商品の販売も好調である。

タクシー運転手 来客数の動き ・観光客も増えているようで、週末は札幌市内のホテ
ルも混んでいると聞いている。夜の人出も前年より多
くなってきている。

　景気の現状に対する判断の理由及びそれに対する追加説明等について、その主だったもの
及び特徴的と考えられるものを取りまとめると以下のとおりであった。

家計
動向
関連

(北海道)
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タクシー運転手 販売量の動き ・競馬開催や大型イベントなどがあり、今月は３か月
前と比較して27.8％の売上増であった。前年との比較
でも9.7％の増収であることから、やや良くなってい
る。

観光名所（従業
員）

来客数の動き ・例年８月が年間を通じて最も入込数の多い月になる
が、25日現在の当社の利用客数は前年比111.9％と
なっており、最繁忙期にあっても前年を上回る傾向が
継続している。

美容室（経営
者）

お客様の様子 ・新しいメニューや新商品に関して客が興味を持ち、
質問をしたり、買ったりといった傾向が出てきてい
る。

その他サービス
の動向を把握で
きる者［フェ
リー］（従業
員）

来客数の動き ・観光繁忙期による来客数が引き続きピークを迎えて
おり、輸送量が増加している。

変わらない 商店街（代表
者）

お客様の様子 ・好天に恵まれてヤングカジュアルの軽衣料がやや活
発化している。観光客に支えられている飲食店もやや
良かった。酒屋のビールの売上でもそのことが立証さ
れている。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・暑さと集中豪雨の影響で客の様子に変化が生じると
みられたが、それほど変化がなかった。

商店街（代表
者）

販売量の動き ・中心部の大型集客施設の７月の売上が芳しくない。
原因は色々と考えられるが、景気回復はまだ道半ばで
あるとみられる。その一方で、海外からの旅行者の増
加は著しい。日本のオンシーズン期は交通費、宿泊費
とも高額なため、例年ならば旅行者の少ない時期であ
るが、そうしたことをもろともしない高所得者と思わ
れる旅行者がたくさん来ている。消費金額も高額であ
り、旧正月の時期に匹敵するほどの消費動向である。

一般小売店
［酒］（経営
者）

販売量の動き ・中旬まで非常に気温の高い日が続いたり、あるいは
盆の需要があったりということで、堅調に推移してき
たが、後半になって、大雨が降るなど、天候が崩れた
ことで急速に売上が減少している。前半の貯金を食い
つぶす形で後半は苦戦が続いている。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・前年に比べて、夏物のセールの動きが良くなってい
る。特にパンツ、ブラウス、カットソー関連が前年比
で１割程度アップしている。また、下旬に入って秋の
気配が感じられることで、秋物の動きも前年比で２割
程度アップしている。

百貨店（役員） 来客数の動き ・今月の来客数は前年比で２けたのアップで推移した
が、買上客数は前年比103％、客単価は微増で推移し
た。ファッションは前半の暑さと後半の急激な寒さを
受け、前半は夏物、後半は秋物が動き前年を上回っ
た。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・前月から来客数が今一つ伸びてきていない。売上も
苦戦している。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・盆期間は前年並みの来客数で推移したが、20日以降
は来客数が１割程度減少している。好天であった前年
の反動もあるが、盆期間に一時的に増加したアイスク
リームや飲料水以外の商品群での売上の増加は少な
かった。

衣料品専門店
（店長）

単価の動き ・夏になって少しは良くなるとみていたが、さっぱり
良くならない。前年もそうだったが今年もやはり同じ
ようなものであった。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・高額商品の動きが悪くなっている。

衣料品専門店
（店員）

販売量の動き ・夏の各イベントがあったが、夏物衣料の動きが前年
に比べて鈍かった。消費税増税の問題やガソリン価格
の高騰、電力料金の値上げなどによる家計の圧迫感が
あったとみている。

家電量販店（店
員）

販売量の動き ・来客数は前年よりもやや少なく、売上は微増であっ
た。薄型テレビの販売量はまだ回復していない。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・車両販売台数はさほど変わらない。個人客の需要が
減少しているが、法人のがまん切れによる乗替え需要
で補っている。

乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・受注量に大きな変化がみられない。

自動車備品販売
店（店長）

来客数の動き ・原油高にともなう一部のカー用品の値上がりで客の
購買意欲が低下している。
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高級レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・観光シーズンは来客数が増えて、一見景気も良く
なったようにみえるが、観光客が少なくなると、今ま
でどおりの売上となってきている。客の様子をみて
も、客単価が上がる気配もない。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・残暑の厳しい日々が続いているが、ランチタイムは
家族連れや修学旅行生の団体客が入り、常に満席であ
る。ディナータイムは予約こそないものの、コースの
注文も多く、来客数、客単価とも前年を上回った。売
上は好調で前年から７％増加している。

高級レストラン
（スタッフ）

お客様の様子 ・真夏日が増えたせいか、西洋料理に対する客足が遠
のいており、給料日後の月末も伸びなかった。一方
で、今夏はビールが売れたようだ。食材は、輸入食品
を中心に値上げが続いている。

高級レストラン
（スタッフ）

お客様の様子 ・現政権の経済対策の効果が薄れてきている。

一般レストラン
（スタッフ）

単価の動き ・仕入食材の値上げにともない一部の商品を値上げし
たため、客単価はアップしたが、来客数が減ってお
り、売上は前年並みであった。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・人出がない。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・ここに来て、現政権の経済対策で少しは効果があっ
たように感じられるが、店舗の売上と来客数にはほと
んど変化がない。

タクシー運転手 来客数の動き ・８月の注文数が前年と同程度になるなど、今年の注
文数が前年並みになってきた。

通信会社（社
員）

お客様の様子 ・景気が上向きかと言われると何となく上向きと答え
たが、よく考えると消費が上向きなだけで景気はそれ
ほど良くなっていない。消費税増税前の需要で消費が
活発になっているが、それと景気の向上は別である。

通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・夏商戦向けの商品に対する客の反応は良いものの、
競合他社へ流れる客も想定より多い。

パチンコ店（役
員）

お客様の様子 ・観光業界はアジア圏内からの観光客が増えているた
め、多少は潤うが、その他の業種については明るい兆
しがみられない。

設計事務所（所
長）

単価の動き ・問い合わせのある物件、案件は増え始めているが、
単価は変わらず厳しいままである。

住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・客の様子が３か月前と比べても変わらない。まだら
模様になっている。

住宅販売会社
（従業員）

競争相手の様子 ・分譲マンションのモデルルームに来訪する客は依然
として購買意欲の高い客が多い。一方、デベロッパー
は供給戸数を極端に増やすことには慎重である。した
がって、売れ足は速いが、売り物の戸数に限りがある
ため、ここ数か月、状況は変わらない。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

単価の動き ・今月に入って来客数が減っている。特に単価の高い
商品の売上が止まっている。

観光型ホテル
（経営者）

それ以外 ・来客数は堅調だが、ツアーの客単価が低下傾向であ
る。また、それと同時に水道光熱費や輸入材の価格が
上昇しており、経営を圧迫している。売上の増加分以
上のコストアップとなっている。

旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・天候の影響で農作物にも影響が出ている。

タクシー運転手 販売量の動き ・前月はやや持ち直しの感があったが、今月は前月ほ
どの伸び率が出ておらず、受注量そのものも落ち込ん
でいる。

悪く
なっている

その他専門店
［医薬品］（経
営者）

来客数の動き ・天候不順のせいか、来客数が激減した。高齢者の来
店には好天が不可欠である。

良く
なっている

○ ○ ○

やや良く
なっている

食料品製造業
（経営者）

それ以外 ・参議院選挙の結果により、政治的な安定がもたらさ
れるとの期待が高まっている。

家具製造業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・住宅の活況、請負物件の活性化にともない、家具も
動き出してきた。

建設業（従業
員）

受注価格や販売
価格の動き

・建築現場労務者の恒常的な不足、電気料金や石油価
格の値上がりによる建築資材の価格見直しで、建築工
事費は春先よりも少なくとも10％以上上昇している。

輸送業（支店
長）

受注量や販売量
の動き

・受注や物流につながるような荷動きが活発になって
きた。

企業
動向
関連

(北海道)
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金融業（企画担
当）

それ以外 ・公共工事の増加で建設業が堅調である。その効果が
幅広く広がっており、運送業や小売業なども上向いて
いる。最盛期を迎えた観光は、ＬＣＣ就航や国際便拡
充で入込客が増加している。しかし、円安による資材
価格や燃料費の値上がりが、多くの業種の収益を圧迫
している。

変わらない 輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・本州向け医薬品の輸送は順調である。飲料品の出荷
は盆前の先送り商品が順調であったものの、盆明け以
降は、東日本の猛暑が収まってきていることもあり、
低迷している。製紙業では、飲料用等のカートン増産
により段ボールの生産が増加している。

通信業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・景況感はやや良くなっている。３か月前との比較で
は、受注量がほぼ同量で推移しており、やや良い状況
が続いているため、判断としては横ばいである。

司法書士 取引先の様子 ・不動産取引、建物建築等において、季節的に若干の
増加がみられるが、３か月前と比較して大きな変化は
みられない。

司法書士 取引先の様子 ・消費税増税前の駆け込み需要などと言われている
が、実感がない。

その他サービス
業［建設機械
リース］（支店
長）

取引先の様子 ・受注自体は上向きであるが、経費も上昇しているた
め、景気上向きの実感はない。

その他非製造業
［鋼材卸売］
（役員）

受注量や販売量
の動き

・公共事業費の増額により取引先の仕事が増えてい
る。それにともない消耗資材を中心に販売量が堅調に
推移している。

やや悪く
なっている

食料品製造業
（役員）

受注量や販売量
の動き

・例年、売上の落ち込む時期であるが、今年は例年以
上に落ち込んでいる。

司法書士 取引先の様子 ・不動産の売買、建物の新築が相変わらず低迷してい
る。

悪く
なっている

－ － －

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・建設業界、介護福祉業界を筆頭に、企業の募集意欲
は相変わらず高い｡また、それにけん引されるように
飲食業界などのサービス業界の募集意欲も高い｡介護
福祉業界、飲食業界ともに新規の開設もみられる。

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・依然として、求人を出す企業が増加傾向にあるが、
求職者の採用は思うように進んでいない。人手不足と
成り手不足が大きな要因である。新卒採用への影響を
調べてみると、各大学は前年よりも数％内定率が上向
いているようだが、まだ企業の新卒枠の増加まで景気
が波及していない。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は前年から25.2％増加し、42か月連続で
前年を上回った。月間有効求人数も前年から22.3％増
加し、42か月連続で前年を上回った。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人数に若干の減少がみられた一部の業種を除き、
ほぼすべての業種で求人数の増加がみられる。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人数の増加傾向が継続しているなかで、景気の上
向きを背景に、自己都合退職者が増加しており、無業
者による求職活動が活発化している。

学校［大学］
（就職担当）

求人数の動き ・数年間、大卒採用を控えていた企業が求人を出して
きたり、業務拡大による求人数の増加が目立ってきて
いる。

変わらない 人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・求人は常にあるが、なかなか充足せずに常に求人が
出ているものが多い。

求人情報誌製作
会社（編集者）

それ以外 ・求人件数が高止まりで横ばい状態になっているな
か、求人側と求職者の双方に求めるスキルにミスマッ
チが生じている。

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・募集広告の売上が前年比105％と好調さを維持して
いる。ただ、一番の大口である派遣業が前年から25％
ほど落ち込んだほか、飲食も同程度数字を落とした。
好調だったのは、医療、運輸、運送、土建不動産で、
それぞれ前年から４～６割の大きな伸びを示した。

雇用
関連

(北海道)
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職業安定所（職
員）

雇用形態の様子 ・７月の新規求人数は前年を26.8％上回った。新規求
職者数は前年を1.8％上回った。月間有効求人倍率は
0.79倍となり前年の0.67倍を0.12ポイント上回った。
しかし、新規求人数のうち、正社員求人の占める割合
は44.6％と高く、求人者と求職者の間における職種や
条件のミスマッチも少なくないことから、依然として
厳しい状況にある。

やや悪く
なっている

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・例年この時期は求人件数が減少するが、今年は例年
よりも減少幅が大きく、前年実績を下回る業種が多
い。前々年の実績を下回る業種もみられる。

悪く
なっている

－ － －

　２．東北（地域別調査機関：公益財団法人東北活性化研究センター）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）
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良く
なっている

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・新型車効果で来客数は増加し、販売も好調で、エコ
カー補助金のあった前年を上回っている。

タクシー運転手 お客様の様子 ・今月は大変暑かったので乗っていただいたというこ
ともあるが、乗客からも調子が悪いという話は聞かな
い。また、七夕まつりも開催され、人も多かった。人
が集まるということは、景気もある程度良くなってい
るのではないか。

テーマパーク
（職員）

単価の動き ・トップシーズンである夏休みになり、観光地で過ご
す人が多いなか、商品の動きや購買単価が格段に上
がっているのが実感できる。

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・例年８月の商店街は気候やお盆などの帰省客、行楽
客に大きく左右される。今年は前年よりも人が多い割
に消費は伸びていないが、人が増えてきたということ
を一応プラスにとらえておきたい。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・雨量も少なく、ゲリラ的な集中豪雨もなく、夜は飲
食を中心に来客数が多くなっている。ねぶた祭り等の
大きなイベントでも人出は若干増えている。

一般小売店［医
薬品］（経営
者）

単価の動き ・来客数は前年比100％だが、販売単価が前年よりも
100円ほど上昇しているので、その分売上が良くなっ
ている。

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・宝飾品、時計を中心に高額品が売れており、消費者
の購買意欲は引き続き堅調である。今月は天候が安定
していることに加え前月の天候不順の反動もあり、夏
物最終セールが好調で、婦人服を始めとしたアパレル
商品の売上が良い。一方で、中元商戦については震災
後３年目ということで需要の落ち着きもあり、前年を
やや下回っている。

百貨店（売場担
当）

販売量の動き ・夏物のクリアランスセールも一段落し、猛暑も落ち
着いてきたことから、８月前半は動きの鈍かった秋物
が動き出してきている。その結果、前年を上回る売上
がとれてきている。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・連日の猛暑で夏型商材の動きが好調であり、店舗業
績も３か月前に比べ、３％ほど増加している。

スーパー（物流
担当）

販売量の動き ・猛暑、お盆期間ということを除いても、商品の動き
が良くなってきている。ただし、相変わらず１点単価
は低いままで、特売チラシ等に左右される客の購買状
況は変わっていない。

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・８月初めの天候が悪く気温が低かったため、スター
トはかなり厳しかった。しかし、前月同様、購買意欲
が向上しているようで、徐々に回復し、前年比で客単
価が３％、買上点数が７％の上昇となっている。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・競合店出店の影響が落ち着き、少しずつではあるが
客が戻ってきている。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・お盆は好天に恵まれたこともあって来客数が前年を
超えている。競争環境が悪化した店舗があるなかでの
実績であり、人の動きが確実に活発になっていること
がうかがえる。

コンビニ（店
長）

来客数の動き ・気温に左右される商売なので、８月の上旬は低温が
続き芳しくなかったが、その後は気温が高い日が続
き、売上も前年を超している。

衣料品専門店
（店長）

お客様の様子 ・梅雨明け後、一気に季節商材へのニーズが高まり、
夏物商材の動きが活発になっている。

家計
動向
関連

(東北)
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家電量販店（店
長）

販売量の動き ・夏場の猛暑により、エアコン、冷蔵庫が好調であ
る。猛暑の影響もあるが、来年消費税が上がるという
ことで、新築した客が家電製品を買うという動きが出
ているようである。

乗用車販売店
（従業員）

お客様の様子 ・消費税率が上がるのではないかという憶測で、購入
を早めようとする人が増えてきている。

その他専門店
［靴］（従業
員）

販売量の動き ・８月に入り、やっと梅雨明けして夏物商材の動きが
活発になったが、前年に比べ来客数が減っている。客
単価は上がっているものの、全体的には盛り上がりが
みられない。

その他小売
［ショッピング
センター］（統
括）

単価の動き ・前年の売上金額は維持しており、特に夏物衣料品の
セールが好調に推移している。婦人用の高額品と、単
価の低いカジュアルウェア用品のまとめ買いにて売上
が伸張している。

高級レストラン
（支配人）

来客数の動き ・お盆休暇、夏祭り観光等の集客が思いのほか順調で
活気がみられる。この流れが秋口まで続くかは未知数
だが、期待感が持てる動きとなっている。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・このところ減っていた来客数がようやく改善されて
きている。

その他サービス
［自動車整備
業］（経営者）

お客様の様子 ・注文の成約率、受注数、受注単価は、引き続き好調
である。

その他住宅［リ
フォーム］（従
業員）

販売量の動き ・供給高が予算を達成し、前年と同程度までに回復し
ている。来客数も予算には及ばないものの、前年実績
が見えるところまできている。

変わらない 商店街（代表
者）

お客様の様子 ・今の来客の動向からみると、必要なものだけを必要
なときに消費しているようで、無駄な消費はない。

商店街（代表
者）

販売量の動き ・８月は諸行事が多く来街客も増えるため、潤う飲食
店が多いが、街が混むことにより常連客が減ったとい
う飲食店もある。来街客増もその程度によっては苦労
が多い。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・好転材料がなく活気がない。商店街からも、消費者
からも無力感が伝わってくる。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・８月上旬に梅雨明けしたものの、景気はあまりパッ
としない。生鮮野菜、食品関連の動きも悪い。婦人服
店ではセール時期も決めかねていた。年間のビッグイ
ベント、七夕夏祭りもやや盛り上がりに欠けている。

一般小売店［医
薬品］（経営
者）

来客数の動き ・８月は七夕まつりがあるので、中旬のお盆のころま
では客も非常に多かったが、20日を過ぎると途端に客
足が落ち込んでいる。月の前半が良くて、後半が悪い
という状況である。

一般小売店［医
薬品］（経営
者）

来客数の動き ・来客数、客単価共に横ばいである。初旬は極端に悪
かったが、中旬に入ってそのマイナス分をカバーする
ことができた。アベノミクス効果による景気押し上げ
の実感はまだないが、逆に悪くなってもいない。ただ
し、従来の上得意客の多くが経済的に余裕を失い、逆
に今まで節約志向だった客や新客に消費意欲の高まっ
ている様子がうかがえる。昨今の積極的な経済政策の
結果、生活防衛に向かう年金生活者がいる一方で、勤
労者層の消費意欲が高まっているようである。

一般小売店［カ
メラ］（店長）

販売量の動き ・高額商品の販売はやや上向きで推移しているもの
の、低価格商品は激減傾向が続いている。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・来客数、客単価が落ちている。買い方も慎重で、
じっくり選んで本当に必要なものだけ購入している。
初秋商材の動きもまだ鈍い。

百貨店（総務担
当）

販売量の動き ・来客数は前年を若干上回っているが、１人当たりの
購買点数はなかなか上がってこない。高額品の売行き
は引き続き上向きであるが、全体を押し上げるまでは
いっていない。客単価が伸び悩んでおり、販売高とし
ても上向きにはなっていない。

百貨店（企画担
当）

販売量の動き ・帰省、お祭りなど活発な人の動きはあったが、商品
販売動向はここ数か月変わっていない。衣料品はセー
ルの前倒しにより苦戦しているものの、高額商品の動
きは良い。高額商品のなかでも高級時計は、お盆期間
などは県外客の購入もみられた。
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百貨店（経営
者）

来客数の動き ・局地的な豪雨があるなど、天候不順となっている。
雨中は入店客もなく商売に大きな影響が出ている。晩
夏、初秋物は堅調だが、気温が低いせいか夏物衣料品
が厳しく、足を引っ張っている。生鮮を中心とした食
品も厳しい。一方で、時計、宝飾、美術品など高額品
は一部の富裕層により引き続き堅調となっている。

スーパー（経営
者）

来客数の動き ・夏らしい天候で安定していることや、お盆の休暇期
間が長かったことにより、トータルで来客数がプラス
になっている。買上点数も高い気温で飲料など涼味商
材が増加している。

スーパー（経営
者）

単価の動き ・８月の既存店は、１品単価も買上点数も推移はほぼ
前年並みである。来客数が若干減で、客単価がそれを
カバーする状況に変わりはない。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・７～８月にかけての来客数、客単価、１品単価はい
ずれも98％台で推移しており、前月と変わりはない。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・来客数、買上点数共に変わっていない。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・地域の経済にアベノミクスの効果は及んでおらず、
客の買物もどちらかというとシビアであり、安いとこ
ろにいく傾向がある。財布のひもも非常に固い。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・客単価は変わっていない。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・３か月前と依然変わらず、悪い状態をキープしてい
るというのが正直なところである。人口が減っている
こともあるが、やはり、工場閉鎖といったことも大き
い。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・来客数が前年を下回るトレンドは変わらない状況で
ある。毎月２～３％の減少が続いている。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・前年より天候に恵まれているが、来客数は回復して
いない。

衣料品専門店
（経営者）

単価の動き ・原材料の高騰により仕入価格が徐々に高くなり、小
売価格に反映してきている。一方で、来年の消費税率
アップの懸念から、前倒しで作業服等の受注も増加し
てきている。

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・消費税率が上がりそうなこともあり、雰囲気が良く
ない。

衣料品専門店
（店長）

販売量の動き ・スーツの売上は依然厳しいが、スーツの売上分を礼
服でカバーしている。

衣料品専門店
（総務担当）

販売量の動き ・買上点数、客単価共に大きな変化は無い。消費活動
も活発になっている様子はうかがえない。

家電量販店（店
長）

来客数の動き ・季節商材の販売が好調に推移したため、前年売上は
取れている。しかし、来客数は減少しているため、景
気が回復しているわけではないようである。

家電量販店（店
長）

販売量の動き ・猛暑への期待を込めた夏商戦であったが、扇風機や
エアコン等は思うように台数が伸びていない。

乗用車販売店
（従業員）

お客様の様子 ・土日の客の動きが３か月前と変わっていない。

乗用車販売店
（店長）

お客様の様子 ・新車検討の客が減少傾向にあるようである。しか
し、代わりに高額修理や車検の要望が増え、工場の収
益状況は悪くはない。

住関連専門店
（経営者）

販売量の動き ・新築の客が少しずつ見え始めているが、来客数が増
加していないため、売上は前年比で減少している。

住関連専門店
（経営者）

販売量の動き ・今月はお盆がからんだ月であったので、仏壇、仏具
の販売をしている当店では仏事用の小物の販売が好調
であった。しかし、単価の大きい商品は相変わらず低
迷している。

その他専門店
［酒］（経営
者）

来客数の動き ・来客数はお盆ということもありまずまずだが、売上
の柱になる商材に乏しく、地道に営業を重ねて何とか
前年に近い数字を出している。しかし、前年が大きく
落ち込んだ月でもあったため、実質的には少し悪い。

その他専門店
［酒］（経営
者）

販売量の動き ・お中元ギフトはほぼ例年並みの動きだったが、梅雨
明けが異常に遅かったことに加え、その後のゲリラ豪
雨の影響も大きく、生ビール等の動きが鈍い。この遅
れを取り戻すのは厳しい。

その他専門店
［白衣・ユニ
フォーム］（営
業担当）

販売量の動き ・売上は前年を下回り、全体的に見ても芳しくない。
ニュースでは景気回復の傾向というような話を聞く
が、身の回りでは全くといっていいほどそのような兆
しはない。現に夏物の販売においては苦戦続きで、秋
冬商戦でどこまでばん回できるかに掛かっている。
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その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（営業担
当）

単価の動き ・猛暑の影響で販売量は良かったが、度重なる仕入れ
価格の上昇で、収益が圧迫されている状況は改善され
ていない。長引く低収益のため、経営状況に悪影響が
出てきている。また、価格が高止まりしているため、
心理的に節約志向が強まってきている。燃料以外の商
品の荷動きが悪い状況が継続している。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・お盆休み前までは祭りなどの影響で比較的忙しかっ
たが、休み後は人出もなく、普段とそれほど変わらな
いような状況である。

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・イベント的に通常の価格よりも安く提供しているメ
ニューには、人気が集中してオーダーが入る。かと
いって、他のメニューが売れないということは今のと
ころないので、景気は良くも悪くも無い。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・今月は夏休み、七夕まつり、お盆とイベントがあっ
たが、団体客は全くなく、個人客で補っている。入込
はかろうじて前年並みだが、売上は５％減少してい
る。猛暑のなか、温泉地としては健闘の部類ではない
だろうか。

観光型ホテル
（スタッフ）

単価の動き ・天候不順や他の行楽地の利用により、単価を下げて
営業しないと集客できず、前年までにはいかない状況
が続いている。

観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・お盆を挟んでの10日間ほどは客の動きも活発だった
が、後半は逆に全く動きが止まっている。夏休みなの
に子供連れの家族客は激減している。原発事故の影響
がいまだに大きいとみられる。

観光型旅館（ス
タッフ）

単価の動き ・８月の宿泊人数は前年を超えて順調であったが、安
い商品が主力で、人数の伸びに売上がついてきていな
い。

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・レストラン関係及びデパート地下のデリカ各店につ
いては、利用人員、単価共に比較的順調に推移してい
る。

都市型ホテル
（スタッフ）

単価の動き ・宿泊部門は、前半は天候不順が続き例年期待できる
海水浴客は前年を下回るが、後半に高校生のコンクー
ルのブロック大会が開催され、動員数は何とか確保す
る。しかし、低単価のため、売上、予算共に前年に届
かない。

都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・宿泊部門のみ変わらずに予算を達成できている。宴
会料飲関係の落ち込みはあるが、大きな落ち込みでは
ない。

旅行代理店（経
営者）

販売量の動き ・販売量や周りの観光施設関係、宿泊先などの話を聞
いても、旅行業界では巷でいわれているような景気の
上向きはみられない。

旅行代理店（店
長）

お客様の様子 ・客に景気の良さがうかがえ、ゆとりが感じられる。

タクシー運転手 お客様の様子 ・客はより安い車を選んで乗っている。
タクシー運転手 来客数の動き ・相変わらず夜間の客が極端に少ない。
通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・派遣やパート雇用の賃金の上昇もなく、相変わらず
家計を圧迫している。ガソリン代の値上げもあり、遠
出の外出を控えている傾向もみられる。よって先月よ
り悪い傾向があるが変わっていない。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・アベノミクス効果で一時景気が上向きとなったが、
その後の客の様子を見ても、平行線で推移している。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・客の設備投資意欲に関しては、それほど積極的な傾
向は感じ取れない。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・依然として、客との商談からは好況感や設備投資意
欲はうかがえない。復興関連業種は継続的に好調な雰
囲気があるが、その他の業種からは好況感はうかがえ
ない。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・顧客からのヒアリング状況からも、特段の変化はう
かがえない。

観光名所（職
員）

販売量の動き ・来客数は前年比100％を維持している。客単価も変
わらない。ただ、お土産品を扱っているのだが、でき
るだけ多くの人に持って帰ろうとして、単価を下げ、
安い物を大量に買うという方向に向いているようであ
る。

住宅販売会社
（経営者）

販売量の動き ・消費税増税前の駆け込み受注が止まらない。
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やや悪く
なっている

一般小売店［書
籍］（経営者）

販売量の動き ・全体的には地方の人口減少、高齢化に伴うマーケッ
トの縮小がある。また、震災に伴う消費マインドの維
持、高揚がいまだに追い付かない状況である。雇用の
関係も良くなっているとはいえ、全般的には厳しさが
ある。

百貨店（経営
者）

来客数の動き ・ガソリン価格の高止まりや、後半の高温等の影響も
あり、来客数が減少している。また、夏物最終処分の
不振や秋物立ち上がりの不振等により、前年割れをし
ており、３か月前の水準よりやや下がっている。

スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・お盆明け後、客の買上点数が下がり、買い控え、更
にはディスカウント商品に移行する傾向が見られる。

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・お盆期間中は帰省客の買物で売上が増大するが、今
年に限っては来客数の減少が顕著であり、この期間の
売上の落ち込みが８月の売上低迷の大きな原因となっ
ている。

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・夏物が最終の価格になっても、なかなか売上に結び
付かない。景気が良くなってきた様子は見られない。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・例年この時期はスーツはそれほど売れないので、サ
マーフォーマルなどフォーマルの需要を見込んでい
る。しかし、今年は８月上旬まで梅雨が続き、暑くな
るのが少々遅かったので、この時期に売れる商品が出
遅れ、衣料品には頭が回らず、夏物の購入が控えられ
たとみられる。来客数が厳しい状況が続いている。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・前年はエコカー補助金終了前の駆け込み需要があっ
たため、今年はその反動で３割強の落ち込みとなって
いる。ただ、新型車の受注並びに法人需要の受注等に
ついてはほぼ想定どおりに推移しているが、個人需要
についてはガソリン価格の上昇で一部に代替延長など
を考えている様子が見られる。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・ねぶた祭りやお盆等で客足が少なかったが、後半に
入り、少しずつではあるが、動き出してきている。

自動車備品販売
店（経営者）

販売量の動き ・８月に入ってから商品の動きが特に悪い。前年同期
と比べても悪い。９日の経験したことのない大雨災害
の復旧作業などで、お盆の外出は例年に比べ大分減っ
たようである。

その他専門店
［パソコン］
（経営者）

販売量の動き ・例年と比べ、お盆前の受注が減少傾向にあった。

高級レストラン
（支配人）

来客数の動き ・今夏は猛暑及び諸々の値上げにより、来客数が減少
している。

一般レストラン
（経営者）

それ以外 ・円安の影響だとみられるが、材料費が3,000円台の
ものが4,000円くらいと、３割程度上がっている。そ
の影響もあってか、集客も日によってかなりのむらが
ある。

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・上旬の竿燈まつりは過去最高の人出を記録するな
ど、多少雨に降られた日もあったが、そこまでは非常
に順調であった。しかし、９日の豪雨により新幹線が
12日まで止まってしまったため、人の行き来ができな
い状態でお盆を迎えてしまった。盛り上がりを欠いた
まま、消費の動向に移ることができず、非常に大きな
影響が出ている。

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・震災被災地特需はほぼ終了し、来客数、問い合わせ
数共にこの２年間に比べると減り始め、来月の予約状
況も前年割れとなっている。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・８月上旬からようやく夏日が続き、客の購買意欲が
上向くかと期待したが、それほど消費活動に影響せ
ず、来客数も少ないままである。

遊園地（経営
者）

来客数の動き ・お盆に土日が繋がりカレンダー的には良い条件で
あったが、高温が続いたことや、前年ほどの消費の力
強さがないこともあり、来客数は７％ほど下回ってい
る。

美容室（経営
者）

お客様の様子 ・シャンプー剤やパーマ液の値上げにより、施術料金
を200～300円値上げしたところ、客から「今までグ
レードの高いパーマをかけていたけど普通のでよい」
といったことや、カットの際に「シャンプーを省いて
その分料金を安くしほしい」といったことを言われる
ようになった。値上げの分を節約する客はまだまだい
るようである。

設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・今までこなしきれないくらいあった住宅関連の仕事
も、今月は少しずつ少なくなってきている。
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悪く
なっている

百貨店（買付担
当）

お客様の様子 ・７月以降、東北は長雨の影響で最高気温が低くなる
傾向が続いており、来客数及び夏物商戦の数字に影響
が出ている。

住関連専門店
（経営者）

販売量の動き ・耐久消費財を扱っており、特に２、８月は悪いのだ
が、それにつけても、暑かったり大雨だったりと天候
も不順で、来客数が思うように伸びず前年を下回って
いる。

高級レストラン
（経営者）

来客数の動き ・前月の半ばごろから突然動きが止まっており、前月
は当社が始まって以来といっていいほど悪かった。今
月も選挙と長雨の影響があったためか非常に良くない
ので、前月と同様の状態になるかもしれない。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・７月まではやや回復基調かとみられた客の状況に、
８月はかなりブレーキが掛かっている。客の財布のひ
もはなかなか固いようで、オーダーは安く、しかも来
客数は少ないという非常に厳しい状況である。

通信会社（営業
担当）

単価の動き ・ほとんどの客はスマートフォンに変わっていて、販
売量の動きとしては、お盆を挟んで３割ほど落ち込ん
でいる。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

建設業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・本年度前半に発注された大型公共工事の受注が確定
してきている。

建設業（企画担
当）

受注量や販売量
の動き

・消費税増税前の駆け込み出件が医療関連で多く見ら
れ、出件数は増加となっている。

広告業協会（役
員）

それ以外 ・マスコミ業界は引き合いが活発化しており、この先
も好調が見込まれる。あるテレビ局の長時間番組はイ
ベント会場でのプロモーションもあり、飲料やノベル
ティ商品が品切れになる状況であった。

その他企業［工
場施設管理］
（従業員）

取引先の様子 ・新品種を立ち上げているところであるが、物流は若
干の増加傾向にある。

変わらない 農林水産業（従
業者）

受注価格や販売
価格の動き

・贈答用のももの注文数及び販売単価が、前年とほと
んど変わらなかった。品質的にも前年とほとんど同じ
である。

農林水産業（従
業者）

それ以外 ・さくらんぼの出荷精算が終わったが、やや不作気味
にもかかわらず、価格は例年より低くなっている。

食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・アメリカ産牛肉の輸入が30か月齢以下のものまで拡
大されれば、牛タンももっと入ってきて、総合的には
相場も下がるとみてきていたが、２月に解禁になって
も量的には緩和されず、ずっとシビアな状態にある。
景気は若干良いまま推移しているが、大きくは変わっ
ていない。

食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・七夕まつりは３日間とも平日ということもあり、売
上は厳しかった。お盆の帰省需要で少しはばん回でき
たが、前年には届かない。

食料品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・販売量をみても、依然として景気上昇の気配はみら
れない。

食料品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・相変わらず販売量は、横ばいないしは微減で推移し
ている。業界全体でも前月は前年割れとの報道がなさ
れていた。

木材木製品製造
業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・住宅部材の需給に変化がみられない。

土石製品製造販
売（従業員）

受注量や販売量
の動き

・前月の大雨による土砂災害により、震災の復興事業
工事もまだまだの状態で公共事業工事や補修工事が多
く出てきている。

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・自動車部品は輸出環境が好転しているが、スモール
カーが中心のため付加価値が減少している。

電気機械器具製
造業（営業担
当）

取引先の様子 ・中小企業の特に製造業では、受注量が増えているわ
けでもなく、悪い状況が続いている。中小企業から
は、景気が上向きという政府の判断はどこを見て言っ
ているのかわからないという声が聞こえてくる。

電気機械器具製
造業（企画担
当）

受注量や販売量
の動き

・身の回りに影響のある携帯電子機器分野が受注量、
販売量共に好調だが、その好調ぶりは大きく変わって
いない。

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・景気は部分的だが良くなっている。また、同業者で
もバラつきがあるが、消費税増税ムードが出てきてい
る。

輸送業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・物量が低調に推移している。また、環境的にも明る
さが見られない。

企業
動向
関連

(東北)
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通信業（営業担
当）

取引先の様子 ・顧客の継続契約案件において入札が定例化してきて
いるなか、過去の逸注案件で復活するものも現れ始
め、やや上向きの傾向が見られる。

通信業（営業担
当）

それ以外 ・消費税増税への不透明な状況及び円高を警戒してい
る。

通信業（営業担
当）

取引先の様子 ・コスト減の話が主であり、戦略的投資など拡大路線
の企業は皆無である。

金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・メガソーラー関連は引き続き好調である。一方、株
価、為替が一進一退の状況で、投資家も慎重になって
いる。

金融業（広報担
当）

取引先の様子 ・原材料の価格高による仕入れ価格の上昇が続いてい
る。

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・衣料品小売店ではバーゲンを行っても目標通りの売
上が達成できない。

公認会計士 取引先の様子 ・クライアントの月次、決算状況から判断すると、建
設関係は全体的に小康状態であり、人不足、資材高騰
で利益はさほど好転していない。小売関係は売上が前
年比で縮小している。

その他非製造業
［飲食料品卸売
業］（経営者）

受注価格や販売
価格の動き

・当社のデリバリーの範囲は塩釜及び海岸通りである
女川から相馬までだが、震災からの復興がなかなか進
んでいないようである。また、会社そのものは中小企
業や小規模企業が多く、ボーナスは出ない、給料は下
がったという状況で、なかなか販売に結び付いていな
いのが実情である。

その他非製造業
［飲食料品卸売
業］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・県内、県外向け出荷共に安定して好調が続いてい
る。一部の高額商品のほか、定番商品も順調なことか
ら、飲食需要の好調がうかがえる。

その他企業［企
画業］（経営
者）

取引先の様子 ・得意先の公益エネルギー企業の収支状況が低迷を続
けており、その影響が当社の受注減に大きく響いてい
る。

やや悪く
なっている

出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・役所関係の仕事が大幅に減っている。復興関係以外
の予算は削られているようである。

出版・印刷・同
関連産業（経理
担当）

受注量や販売量
の動き

・前月までの売上は前年比プラスであったが、今月は
前年比10％マイナスとなっている。

広告代理店（経
営者）

受注価格や販売
価格の動き

・自治体における印刷物の入札で、価格競争が更に激
化している。

悪く
なっている

コピーサービス
業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・例年夏場は業績が下がる時期ではあるが、例年の状
況も大きく下回っている。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は前年比10％の増加となっている。ま
た、３か月前と比べても12％の増加とやや良くなって
いる。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・在職中の求職者数は増加傾向にあるものの、総数で
は減少が続いている。

変わらない 人材派遣会社
（社員）

それ以外 ・派遣需要以外の有料職業紹介事業の増加や業務委託
の新規増加等で単月売上が前年比プラスを計上できた
ことが現状維持を下支えしている。

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・求人サイトでの中途採用の件数は増え、１社当たり
の応募数は少なくなっている状況は３か月前と変わら
ない。言い換えると、募集している企業が引き続き多
いということである。

人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・求人と求職者のミスマッチ状態に変わりなく、特に
求職者数に伸びがない。

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・悪天候と円安の影響で売上が低迷した販売やフード
系のアルバイト、パートの募集件数が伸び悩んでい
る。

新聞社［求人広
告］（担当者）

雇用形態の様子 ・新規求人はやや高めに推移しているが、正社員採用
は極めて少ない。

新聞社［求人広
告］（担当者）

周辺企業の様子 ・相変らず広告出稿の動きは鈍い。しかし、放送は前
年をクリアしているようなので、これは地方新聞に
限ったことのようである。

職業安定所（職
員）

それ以外 ・新規求人数は引き続き前年同月比で増加を続けてい
るものの、これまで前年同月比で減少が続いていた新
規求職者数が、わずかではあるが増加に転じているの
が気に掛かる。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・今年度に入ってから、新たな離職者数の増加は減少
しているが、求人数が増加しない。

雇用
関連

(東北)
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職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は、若干の増減はあるものの引き続き高
水準を維持している。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数全体では前年比増加が続いているが、業
種別に温度差があり、新規開設による増員は一部で、
多くは更新によるものである。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・基幹産業である製造業の求人が増加しており、求人
倍率も３か月前より0.15ポイント増えているが、まだ
景気が上向いている状況とはいえない。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人は業種ごとで多少の増減はあるものの、高止ま
りの状況が継続している。

民間職業紹介機
関（職員）

周辺企業の様子 ・求人企業は相変わらず、復興や介護福祉、物流と
いった業種に偏っている。

やや悪く
なっている

アウトソーシン
グ企業（社員）

それ以外 ・ここ数年続いていた震災関連の仕事は、津波の被害
が大きかったところ以外ほぼなくなってきたので、仕
事が減っている。

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・求人数はここ数か月横ばい状態である。特に期待し
ていた地元企業からの雇用が思ったほど増えていない
のが現状である。

悪く
なっている

－ － －

　３．北関東（地域別調査機関：（株）日本経済研究所）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）
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良く
なっている

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・前年同月比で来客数が106％、売上が109％と販売量
や買上点数が伸びている。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・戸建住宅の消費税増税前の駆け込み需要が本格化し
ており、通常月の1.5倍近い動きがみられる。あわせ
て、店舗、一般建築、太陽光発電等も以前より活発に
動いている。

やや良く
なっている

一般小売店［家
電］（経営者）

販売量の動き ・太陽光発電のリフォーム関連は順調である。一般商
材もエアコン等は伸びたので今月は割合良い。

スーパー（商品
部担当）

お客様の様子 ・イベント時も含め買上個数などに変化が出てきてい
る。また、観光地など好調なように思える。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・気温が高いためにドリンク等の購入客数が増え、売
上が伸びている。

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・２～３か月前と比べると良くはなっているが、前年
比でみると７％も落ち込んでいる。

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・例年夏場、特に８月はコンビニの売上は伸びる状況
にあるが、今年は連日35度を超えるような猛暑の中
で、アイスクリーム、飲料水、ビールといったものが
割と伸びており、良くなっている。

乗用車販売店
（統括）

競争相手の様子 ・来月発表される新型車の予約がそれなりに入ってい
る。

自動車備品販売
店（経営者）

販売量の動き ・前月悪かった分の反動か、８月終わりの来客数並び
に販売量がやや多く、例年になく８月が良かった。

住関連専門店
（経営者）

販売量の動き ・季節変動を除いても、客１人当たりの買上点数、客
単価の上昇が見て取れるようになってきた。生活必需
品だけでなく、付加価値商品や趣味品への購買意欲が
高まっている。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・売上だけみた場合は近年になく良い。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・厳しい状況なのは変わりないが、客数がいくらか回
復しているように思う。原価率が上がっているので多
少の回復では合わないが、上向いてきているのなら、
もう少し頑張ってみようという気になる。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・８月は年間で最も来客数が多い月となる。今年はお
盆の日並びも良く、来客数が伸びた。

観光型ホテル
（営業担当）

来客数の動き ・今夏は少雨で猛暑続きであった影響で、避暑に訪れ
る客が増えた。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・猛暑の中、髪をカットする客が増えているが、単価
は上がっていない。

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・別荘訪問者数がやや増加している。

住宅販売会社
（経営者）

来客数の動き ・来年４月からの消費税増税の影響で、需要の先食い
が目立つ。建物の消費税は金額が大きいので検討する
顧客が多くなってきている。住宅ローンの金利上昇も
影響していると思われる。

家計
動向
関連

(北関東)
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変わらない 商店街（代表
者）

お客様の様子 ・夏休みが終わり、いよいよ２学期が始まって、これ
から各学校で体育祭や運動会があるので、店頭販売も
前年同様にいくらか忙しくなる。

一般小売店［精
肉］（経営者）

お客様の様子 ・地域の花火大会は盛況であった。また、各町内ごと
の納涼祭もなんとか行われている。ただし、ガソリン
の値上がりで出掛けるのを控え目にする人が多くなっ
てきた。その分消費が増えればよいと思うが、こちら
も控え目である。

一般小売店［家
電］（経営者）

お客様の様子 ・猛暑の影響でエアコン等の売上は良かったが、これ
も必要に迫られての購入であり、消費者の購入意欲が
出てきたわけではない。相変わらず消費には慎重さが
みられる。

百貨店（販売促
進担当）

販売量の動き ・一部初秋商材の動きがみられるものの、客の目線は
依然お買得品に向いている。正価品の落ち込みをセー
ル品でカバーしている状況であり、価格に対しシビア
な状況は以前と変わらない。

百貨店（販売促
進担当）

単価の動き ・下旬まで気温の高い日が続き、大きく来客数が落ち
た。各商品群とも低調だが、客単価はあまり変わって
いないため、３か月前と比べても変わらない。

百貨店（店長） お客様の様子 ・一部高額品は売れているが、全体的にみるとあまり
変わらない。衣料のバーゲン品は50％オフを超えるま
で買い控えがある。気温の変動により秋物の動きが厳
しい。

百貨店（店長） 販売量の動き ・前年に比べれば良くなっているが、ここ数か月はあ
まり変わらない。都内のように高額品が特別売れてい
るわけではない。

百貨店（店長） お客様の様子 ・セールの商品であっても、必要以上に無駄な買物を
しないという姿勢が客の動きに顕著にみえるというこ
とからの判断である。

スーパー（店
長）

単価の動き ・数か月間、客単価の変化がない。

スーパー（店
長）

単価の動き ・来客数は好調であるが、１点当たりの単価が上がら
ないため、前年をクリアするのが厳しい状況である。
仕入価格が上がっているが、売価への転嫁もできない
でいるため、利益面も厳しい。

スーパー（総務
担当）

販売量の動き ・前年度の売上数値と比較しても、ほとんど変わらな
い状況である。

スーパー（経営
企画担当）

単価の動き ・お盆商戦は前年並みの売上を確保できたが、その後
は悪天候の影響もあり、来客数が落ち込み前年の売上
に届かなかった。ただ、１品単価は前年を上回るよう
になってきている。

スーパー（統
括）

単価の動き ・猛暑が続き、アイスクリーム、カキ氷は前年比
112％で、特に、プレミアムアイスは121％と大きく伸
びている。ビール、発泡酒も109％で、プレミアム
ビールが115％の伸びを示し、「ちょっといいもの」
の動きが良い。

コンビニ（店
長）

販売量の動き ・随分暑かったこともあり、水物やアイスクリームな
どは大分伸びたが、一般的な物がなかなか出なかった
ので相殺したような形で、トータルでは大きな変化が
ないような状態である。

衣料品専門店
（経営者）

それ以外 ・商品を買いたいと思っている人が少なくなってきて
いる。

家電量販店（店
長）

単価の動き ・前年と比べ、主要な商品の単価が上がっている。テ
レビに関しては、ようやく金額で100％をクリアして
いる。猛暑のおかげでエアコンや扇風機などの夏物商
材が健闘し、８月は良くなっている。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・当社では新車の販売台数が落ち始めた。しかし車検
台数は増えているので、売上高は減少しているもの
の、粗利益としては横ばいという感じである。ただ
し、ディーラー以外の同業他社からはあまり良い話は
聞かない。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・売上台数は増え、前年比104.7％である。売上は増
えているものの、依然コンパクトカーの販売で収益は
低く、非常に厳しい状況は変わりない。

乗用車販売店
（管理担当）

販売量の動き ・アベノミクスによる円安は安定しているが、輸入品
の値上がりにより購買意欲は低下している。また、消
費税増税の報道により、住宅メーカーは受注が順調に
伸びてきている、これも一時的な傾向といえる。

乗用車販売店
（店長）

来客数の動き ・いまだに客足が鈍い。
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住関連専門店
（店長）

来客数の動き ・販売量は前年を上回っているが、来客数は前年を下
回っている状況である。

住関連専門店
（仕入担当）

単価の動き ・販売数、単価とも悪い方向に向かっている。生活用
品については前月の販売不振から各社による販促が活
発化し、低価格販売が増えている。

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・この３か月間、来客数も客単価もほぼ変わらず、売
上も大体横ばいの状態が続いている。売上が増加する
ような兆候はない。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・上向き業種、下向き業種の差が出てきているようだ
が、消費税増税の影響は多方面にわたり出てくると思
われ、大手ではない一般サービス業や飲食業にはかな
り悪影響が及ぶように思われる。

スナック（経営
者）

競争相手の様子 ・アベノミクスの効果がどこまで届いているのか、こ
の末端では見えない状況である。競争相手もますます
増えている。

都市型ホテル
（支配人）

来客数の動き ・先の予約状況が悪いまま変わらない。

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・来客数の動きとしては前年とほとんど変わりない状
況であるが、やはりお盆になると宿泊客、宴会関係共
にやや落ち込んで、頭が痛いところである。

都市型ホテル
（営業担当）

販売量の動き ・ビジネス系のホテルであるが、客室の稼働について
は、お盆や夏休みの連休の関係で多少下がったもの
の、おおむね３か月前と変わらない状況である。

旅行代理店（所
長）

来客数の動き ・円安基調のため、外国人の来訪者が目立つが、逆に
日本人が減少傾向にある。猛暑のため海へ行ったか、
あるいは世界遺産関連で東海エリアにシフトしたのか
と思っている。

旅行代理店（副
支店長）

お客様の様子 ・昨年よりも夏休みのグループ旅行や家族旅行の相
談、受注が少ない。来客数はあまり変わらない。客に
迷いがあるのか、相談や受注のタイミングが遅く、相
談を受けた時点で既に手配が不可能な商品も見受けら
れる。

旅行代理店（営
業担当）

販売量の動き ・夏の旅行シーズンを迎えたが、猛暑の影響なのか、
期待したほど売上が伸びていない。

タクシー（経営
者）

お客様の様子 ・人の動きが鈍く、タクシーを利用する人も少なく、
前年同月比で８％の減少である。

通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・解約、休止は減少しつつあるが、新規加入にはまだ
まだである。

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・夏季休暇の影響も落ち着き、景気回復への期待感は
続くものの、消費税増税の不安から現状維持が続く。

通信会社（局
長）

お客様の様子 ・季節要因により販売数量は減少しているが、これを
除外しても、客の様子を見る限り、３か月前と比較し
て消費行動がやや鈍化している。夏季休暇で他に出費
がかさみ、その反動なのかもしれない。

ゴルフ場（支配
人）

来客数の動き ・イベントの参加者や飲食店のコンペが増加してき
た。ただ、今年は猛暑と少雨のため、散水作業が多
く、電気使用量も増加したことから経費が非常に増え
ている。

競輪場（職員） お客様の様子 ・入場者数、購買単価共にほとんど変化がみられな
い。

その他レジャー
施設［アミュー
ズメント］（職
員）

来客数の動き ・特に変化があるようには感じられない。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・暑い日は来客数が極端に少なくなる。その分、他の
日に来店するかというとそうではないので、売上は伸
びない。

その他サービス
［イベント企
画］（職員）

お客様の様子 ・燃料費の高騰等で出控えているためか、人の流れは
変わらない。

設計事務所（所
長）

来客数の動き ・相変わらず先月と同じ状況で、９月内契約がもはや
困難ということからか、新規情報はほとんどない。

住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・今月は特にこれといった進展はない。周りの空気も
なんとなく沈滞している感じである。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・前月から続く猛暑が街中への人出を止めてしまって
いる。バーゲンになっても、どうしても必要という物
でない限り、売上は伸びない。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・今年の８月は驚くほど悪い。来客もなく、品物も売
れない、売上も最低である。
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商店街（代表
者）

来客数の動き ・来客数は前年同月比で減少しているが、客単価が微
増ではあるが７％ほどの微増となっている。

一般小売店［青
果］（店長）

販売量の動き ・例年、お盆は少しずつ売れなくなっているが、今年
のお盆ほど果物が売れなかったことは初めてである。
暑さで水物に動いているのかもしれないが、市場で聞
いても今年は果物が本当に売れなかったようだ。

家電量販店（営
業担当）

販売量の動き ・季節商材は好調に推移したが、映像商品の動きが依
然回復していない。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・新型車の受注が始まっているが、発売が９月のた
め、今月の商売にはつながっていない。

乗用車販売店
（販売担当）

販売量の動き ・６、７月は天気が良く、客が海や山に行ってしま
い、販売量が落ち込んでいた。ただし、修理関係はか
なり増えているので、全体としてはさほど大きな落ち
込みもなく、売上としても落ち込んでいない。その２
～３か月前と比べると、販売量がやや減っており、少
し悪くなっている感じがしている。

高級レストラン
（店長）

販売量の動き ・月の前半からお盆までは前年を多少上回るペース
だったが、お盆が終わってから集客、売上共に激減
し、結局前年同月比で20％近く落ち込んでいる。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・毎年夏場は客が減少する。今年は特に宴会関係が激
減している。

通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・今年は猛暑の影響でガスの使用量が減っている。

テーマパーク
（職員）

来客数の動き ・東日本大震災後、学生団体の減少が止まらない。

遊園地（職員） 来客数の動き ・猛暑や週末の雨天の影響で、３か月前と比べ来客数
の動きは鈍くなっている。

ゴルフ場（業務
担当）

販売量の動き ・天候の影響で今月は入場者が大分少なくなってい
る。ただ、天候要因なので景気との関係がどうかとい
うのは不明なところもある。

その他サービス
［立体駐車場］
（従業員）

来客数の動き ・天候不順の場合、通常は来客数が増えるところだ
が、今月は逆に減っている。そのため販売量、売上も
減少しており、悪くなっている。

設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・何物件か重なっていた物件も落ち着いてきて、余裕
が出てきている。

悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・この夏は猛暑で駅前商店街の人通りは閑散とし、大
型店に向かう車で道路は渋滞している。トップシーズ
ンにもかかわらず、最悪の状況である。

スーパー（経営
者）

競争相手の様子 ・完全なオーバーストア状態が続いている。食品スー
パーに限って、大手スーパーの低価格戦略が更なるデ
フレ要因になってくると感じている。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・月後半に暑い日が多く、来客数が極端に減少した。
また、初秋物、夏物処分、どちらの動きも悪い。

衣料品専門店
（販売担当）

来客数の動き ・８月は季節の変わり目で、夏物が終わって秋物が立
ち上がる切替え時期のため、例年かなり売上が落ちる
のだが、今年の８月は本当に悪い。猛暑もそうだが、
何より家計を直撃するような身近な物での値上がりが
多すぎるからか、来店客が極端に少なくなっている。
通常であれば来店客と話をしてその様子からうかがえ
るものがあるが、それ以前の問題になってきている。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・６、７月と比べると売上の伸びが落ちている。ま
た、来客数も減少している。

タクシー運転手 お客様の様子 ・例年２月と８月は、仕事の少ない月だが、特に今年
は、異常なぐらいタクシーを利用する客が少ない。町
の中も人通りがなく、お盆の後の日曜日などは、朝か
ら仕事しても売上が５千円にならない同業者が多数い
た。駅から降りてきても、自家用車の迎えが多く、タ
クシーに乗らない。会社存続の危機である。

通信会社（経営
者）

販売量の動き ・一般企業、商店、団体など、当社の得意先から例年
ある受注は、東日本大震災以来、ほとんどが差し止め
になっている。

良く
なっている

その他製造業
［環境機器］
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・太陽光発電関連で、バブル期に似た動きがあり、高
額な見積書が飛び交っている。現在、太陽光発電関連
においては景気はかなり良いと思える。

やや良く
なっている

食料品製造業
（営業統括）

受注量や販売量
の動き

・８月に入り、猛暑日が16日も続いた影響で、ワイン
より他の酒類への移行がみられ、伸び悩んだ。

建設業（総務担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・国土交通省による労務単価引き上げの影響か、同じ
工事でも利益率が良くなっているように感じる。

金融業（調査担
当）

取引先の様子 ・建設業の受注増加や非製造業で業況感の改善がみら
れるためである。

企業
動向
関連

(北関東)
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金融業（経営企
画担当）

取引先の様子 ・営業エリア内に富士山の世界遺産の構成要素が多く
あるためか、前年と比べ客足が伸びている。

金融業（役員） 受注量や販売量
の動き

・建設業の公共工事や住宅関連、自動車関連の下請等
の受注は増加しているものの、それ以外の業種は依然
低迷している。

司法書士 受注量や販売量
の動き

・例年少し落ち込む８月だが、今年はやや例外的に落
ち込みもないため、やや良くなっている。

変わらない 化学工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・仕入原材料の値上がり分を製品価格に転嫁しようと
努力しているが、販売先との交渉が難航している。

窯業・土石製品
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・夏体験型イベント参加で一時的に集客はあったもの
の、状況は相変わらずの低迷している。

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・まだまだ全体的な動きが鈍く、前年同月比で１～２
割の減少が続いている。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・当社の50年目の決算は11年ぶりの赤字決算となって
しまった。非常に厳しい状況である。しかしながら、
ここにきて仕事の話がぽつぽつ出てきているので、も
しかしたら２～３か月後には回復するかという気がし
ている。

輸送用機械器具
製造業（経営
者）

取引先の様子 ・７～９月と試作品の特需があり、この２～３か月は
やや良くなっている。

輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・暑さが続き、エアコンや扇風機など、家電の物量は
前年を上回っている状況であるが、円安や産出国エジ
プト等の政情不安により、原油高による燃料コストの
負担が大きくなり、利益が薄くなっている。

新聞販売店［広
告］（総務担
当）

取引先の様子 ・雨などによる災害もなく、暑い夏で、夏物の売行き
は好調だと聞いている。また、７月に新規開店した家
電量販店に対抗した同業者及び周辺店が活気づいてお
り、チラシ出稿量は103.1％となっている。

経営コンサルタ
ント

それ以外 ・街中の人出や人の流れ、一般主要道や生活道路の車
の通行状況、沿道の商店や施設を訪れる人の流れ、主
だった観光スポットなどの人出などに例年並みの動き
が見え始めているが、まだ全体的な傾向とは思えな
い。

社会保険労務士 取引先の様子 ・外出する人は増えているが、遠出するのだけで手一
杯で、あれこれ現地でお金を使う余力はまだ無いよう
で、売上が伸びる状況ではない。

その他サービス
業［情報サービ
ス］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・上半期末に向けて受注量が増え、収益の改善が進ん
でいるが、一時的な現象と思われる。

やや悪く
なっている

食料品製造業
（製造担当）

それ以外 ・販売数量はほぼ横ばいだが、原材料価格を含め、経
費が上がっているので内容は厳しくなっている。

出版・印刷・同
関連産業（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・受注件数が１割くらい減っている。

窯業・土石製品
製造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・低調に推移している。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・受注も少なく、厳しさは変わらない。特に、光学関
係の企業が厳しい状況だと聞いている。

輸送用機械器具
製造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・受注量はそこそこ確保されているが、燃料価格の高
騰など、もろもろのコストが上昇傾向にあるため、収
益は非常に厳しくなってきている。例年８月はメー
カーが生産調整するので、９月以降に期待している。

建設業（開発担
当）

受注量や販売量
の動き

・公共工事は現政権のもと、必要な社会資本維持管
理・更新が重要視されてきているが、地方まで実施さ
れるには時間がかかる。民間工事については、新規物
件がなく修繕工事だけである。受注高は前年比８％減
で、営業に力を注いでいるが即効性がないのも現状で
ある。

不動産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・受注額が下がったままで、上げることができない状
態が続いている。

不動産業（管理
担当）

受注量や販売量
の動き

・今月に取引先数か所で業務の発注見直しがあり、今
まで受けていた管理、保守作業がなくなってしまっ
た。その分だけ年間の売上が減少してしまっている。

広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・夏の販促は例年通り減少した。ゴールデンウィーク
後からの減少が著しい。
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悪く
なっている

その他製造業
［宝石・貴金
属］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・８月に２回の新作発表展示会を行ったが、どちらも
来客数が大幅に減少しており、景気回復への道筋は見
えない。売上は前年比マイナス傾向が続いている。ま
た、円安のため、輸入材料の価格が高止まりしている
ことが商品開発を難しくしている。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・夏休み期間中ということもあり、夏物衣料、レ
ジャー施設等の利用はかなり増えたようである。製造
業等では住宅は横ばいと思われるが、増改築や施設の
改善等での設備投資が若干出ている。携帯ではスマー
トフォン等の部品製造も、求人募集の内容からして多
いようである。

人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・お盆明け以降、何社からも募集がきており、当社の
仕事としては良くなっている。

人材派遣会社
（管理担当）

採用者数の動き ・携帯電話関連の派遣社員採用人数が増えている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人数は増加しているが、製造業は減少傾向にあ
る。鉄鋼などの副資材や主材料、電気、油関係の価格
がじわじわと上がってきているが、製品に転嫁でき
ず、収益を圧迫している。運送業は仕事が増えてきて
いるが、燃料費の値上げで収益は厳しい。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・業種により違いはあるが、全体的には求人数は増加
し、求職者は減少傾向にあり、求人倍率も上昇してい
ることから、景気は上向き傾向にある。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・建設業での求人増、製造業での人材確保の動きがあ
る。景気回復に対する期待感は高い。

変わらない 求人情報誌製作
会社（経営者）

周辺企業の様子 ・アベノミクス効果も周辺企業には現在反映されてい
ない。最近も建設関係で２社が倒産しており、まだま
だ景気は良くなっていない。求人についても、８月は
季節的にサービス業等の短期パート、アルバイトの募
集が２～３か月前よりは多少あったものの、正社員募
集は少ない状況である。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・５～７月の新規求人数は前年同月比で0.9％減少に
とどまっている。一方、新規求職者は同6.6％増であ
る。前月も報告したが、官内主要企業及びその関連企
業で12月から３月にかけて早期退職を実施、その後、
４～６月にかけさらに追加で実施した影響で、求職者
が増加している。新規求職者数は前年同月比で４月が
7.5％、５月が6.4％、６月が2.6％増加しており、７
月も10.9％増と依然厳しい状況である。

学校［専門学
校］（副校長）

求人数の動き ・求人の増えた職種と、ここ数年求人数が変わらない
職種にばらつきが出てきている。求人数の状況を見る
限り、景気が上向きであるとは思えない。

やや悪く
なっている

○ ○ ○

悪く
なっている

－ － －

　４．南関東（地域別調査機関：（株）日本経済研究所）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）
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良く
なっている

その他小売
［ショッピング
センター］（統
括）

販売量の動き ・８月は暑い日が続き、夏物衣料が引き続き売れてい
る。また、映画も好調である。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・契約数が前年同月比で150％となっている。

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

それ以外 ・夏の終わりや猛暑の時は、屋外型の商店街である当
地域の景気は良くないのが常だが、今年はアジアの観
光客が多く、来街者は全般的に多めである。また、ク
レジットカードの取扱も相変わらず堅調である。

一般小売店［家
電］（経理担
当）

販売量の動き ・景気が良いとは思えないが、暑さのせいでエアコ
ン、冷蔵庫などが動いている。また、古くなった設備
の交換などの仕事も多い。購入した業者が辞めてしま
い、当社に依頼がくることも増えている。難しく手が
かかるが、金額としては大きなものが多い。

雇用
関連

(北関東)

家計
動向
関連

(南関東)
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一般小売店［祭
用品］（経営
者）

販売量の動き ・夏のイベントで消費が増えてきている。

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・セールが好調で、気温も高いことから前年同月比で
販売量は約10％増加、化粧品の販売量も６％増と大き
く伸びている。

百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・宝飾品、高級時計を中心とした高額品、海外のラグ
ジュアリーブランドが大幅プラスを維持し、商況全体
を底上げしている。

百貨店（販売管
理担当）

お客様の様子 ・価格に敏感な客が多いことに大きな変わりはない
が、気に入った商品があれば、セール品に限らず、プ
ロパー品を購入する客が増えている。

スーパー（仕入
担当）

来客数の動き ・来客数自体は前年同月比で３ポイントほど上回って
いるが、買上点数の減少により客単価は前年同月割
れ、売上は前年同月並みで推移している。

スーパー（ネッ
ト宅配担当）

販売量の動き ・美味しい高品質商品の動きが良い。酷暑で来店客が
減っているが客単価が良い。

家電量販店（営
業統括）

販売量の動き ・デジタルカメラ、腕時計、タブレットパソコンなど
を中心に新製品が続々と発売され、購入する客が増加
している。また、外国人観光客も引き続き多数来店し
ており、デジタルカメラ、腕時計、化粧品の売上が伸
びていることも大きなプラス要因となっている。

乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・８月は稼働日数も少なく、例年同様に低迷するはず
だったが、今年は来店客も多く、景気が良くなってい
ると感じている。

乗用車販売店
（販売担当）

競争相手の様子 ・我々中古車屋は、今の状況は景気が良かったり悪
かったり、需要が増えたり減ったりということで何と
なく安定していない状況である。ただし、全体的な雰
囲気は良くなっているし、競争相手もダンプカー、ミ
キサー車、クレーン車については大きく在庫を抱えて
活用しようという動きが出ている。東北の復興需要で
景気は持ち直して良くなるのだろうが、現状は足踏み
状態である。

乗用車販売店
（渉外担当）

お客様の様子 ・各メーカーの新型車が続々と発表され、特にハイブ
リッドカー、軽自動車、輸入車等を検討するユーザー
が多い。免税車、減税車も増え、グリーン化税制も継
続中なので、今後もやや良い状況が継続する。

高級レストラン
（支配人）

来客数の動き ・個人に比べ、企業の動きがやや活発になってきた。
アベノミクス効果も少しずつではあるが、我々飲食
業、サービス業にも浸透しつつあるのではないだろう
か。

旅行代理店（経
営者）

単価の動き ・客の様子や販売量の動きなどはさほど変わりはない
のだが、単価に関しては多少だが上がってきているの
で、やや良くなっている。

旅行代理店（営
業担当）

販売量の動き ・富士山関連の商品の申込が順調である。

タクシー運転手 お客様の様子 ・いつもは自転車を利用しているが、この暑さではと
ても耐えられないため、タクシーを利用していると
いった客の話も多く、時として集中的な大雨もあり、
昼間の利用数は今までの倍近くに増えている。景気の
上向きと異常気象により、売上が伸びている。

通信会社（社
員）

お客様の様子 ・加入が予定通りの推移となっている。また、解約は
減少傾向にある。新規サービスへの加入は出足はつま
づいたが、ここにきて安定して伸びてきている。この
先２、３か月は好調を維持できる見込みである。

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・低迷していた販売量が持ち直してきている。

通信会社（局
長）

販売量の動き ・夏季休暇中の様子から、余暇に消費する意欲が感じ
取れる。いえなか族としての過ごし方はほとんどな
く、外出して消費する姿勢は出てきているようであ
る。

パチンコ店（経
営者）

来客数の動き ・猛暑のおかげかもしれないが、店内は冷房がよく効
いているので、昼から夕方にかけて涼みに来ながら遊
技をするという人が少し増えたようである。また、夜
も若干だが増えているので、やや良くなっている。

設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・今後の業務の依頼が増えてきている。

設計事務所（所
長）

お客様の様子 ・消費税率５％の経過措置が適用される９月までの契
約締結を目の前にして、急ぎの依頼があり、多少契約
に結び付いている。
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住宅販売会社
（経営者）

それ以外 ・住宅を主に扱う不動産開発業と総合建設業だが、当
社においては直接景気が良くなっているとは感じられ
ないが、世間のムードが明るさを持ってきているよう
に思う。公共工事は現政権に変わり、たくさん出てい
るが、ほとんど赤字の状態で、ムードだけではなく本
当に個人消費が増えて景気が良くなることを期待して
いる。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・住宅の先高感により、販売量が増えている。

住宅販売会社
（従業員）

それ以外 ・戸建ての販売は若干良い動きになっており、在庫が
少なくなってきて販売するものがなくなっている状況
である。仕入も徐々に上がってきたが、数字になるの
はまだ先である。

その他住宅［住
宅資材］（営
業）

販売量の動き ・消費税増税前の駆け込み需要が期待できるところか
らは受注が伸びている。

変わらない 商店街（代表
者）

来客数の動き ・今まで景気が持ち直しつつあると感じたことがあっ
たが、お盆を過ぎてから少し低調になってきた。客の
来店が非常に鈍い動きになっており、前年の売上に届
くことが非常に難しくなってきている。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・最近の天候は非常に不順で、客の出足が悪くなって
いる。この状態が長く続いているので、売上がかなり
落ちている。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・８月には子どもを連れて祭りや海などに行く人が多
く、店に客が来ない。また、良い時間帯には豪雨が降
るというような状況が続いており、非常に困ってい
る。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・商店街、街の中小小売店では、販売量の低下や後継
者不足のなか、夜７時には早くもシャッターを閉めた
り、その場限りのたな子の出店を許すことで、より一
層顧客離れが進行している。大型店やコンビニ等の出
店規制がなされない限り、とう汰されるのを待つばか
りのように感じられる。

一般小売店［印
章］（経営者）

来客数の動き ・いつも悪いと回答しているが、今回はやや悪いと回
答した。わずかだが客が増えている。持続して欲し
い。

一般小売店［米
穀］（経営者）

お客様の様子 ・上向きになるような具体的な状況は見られないが、
今後は良くなるような気がする。９月７日にオリン
ピックが決定すれば非常に明るい方向になると思う
が、今はこれといった材料が特にない。

一般小売店
［靴・履物］
（店長）

単価の動き ・この夏の酷暑で売上自体は前年同月に比べて悪い
が、３か月前と比べると、悪い状態で変わらない。

一般小売店［文
具］（販売企画
担当）

販売量の動き ・今月に関しては、ＢtoＢは大変良かったという感じ
がある。しかし、ＢtoＣの方は暑かったせいなのか、
客足が鈍り、伸び悩んだ感がある。総合的に判断する
と、やや良かったが、これがどれだけ続くのかは、少
し疑問な点もある。あまりその先の物件がみえてきて
いないということも現状である。

一般小売店
［茶］（営業担
当）

単価の動き ・来客数は増えているが、ギフト需要が少なく、売上
額は下がっている。

百貨店（総務担
当）

販売量の動き ・今年度に入ってから、前年同月比102～104％という
売上の動きは変わっていない。来客数が少し良くなっ
てきつつあるが、まだ一進一退で、良くなってるとは
なかなか言えない。

百貨店（総務担
当）

来客数の動き ・昨今気温が高いことなどの要因はあるが、客数は依
然低迷している。ただし、買上率は向上していること
から、いかに来店してもらうかがキーポイントにな
る。

百貨店（広報担
当）

お客様の様子 ・当初予定していた売上までは達していないが、春先
から現在に至るまで継続して売上が伸びている。現在
行われている高級時計の販売会も前年比1.3倍以上で
推移し、継続して高額品が堅調な伸びを示している。
特に、来客数に関しては地下鉄の相互乗り入れ延伸が
実施されたとはいえ、昨年までだらだらと低下の一途
であったものが増加に転じたのは特筆される。

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・猛暑など天候の影響も大きいが、夏物の販売数量が
上がっていない。まだ秋物の需要はなく、厳しい状況
は続いている。
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百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・宝飾品等の高額品の動きは落ち着く一方で、服飾雑
貨関連の動きが持ち直している。食料品は３か月前に
比べ、前年比７ポイント改善している。一部商品の値
上げの影響も一因と考えられる。来客数は猛暑の影響
もあり、３か月前と比較して10ポイントほど下がって
いるが、購買単価上昇の影響で相殺されている。

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・天候不順等もあり、夏物クリアランスが思ったほど
伸びていない。一方で秋物も展開はしているが衝動買
いも少なく、客は吟味して購買している。

百貨店（販売促
進担当）

お客様の様子 ・消費に関して慎重な動きは継続している。衣料品等
のセール品に関しても売りつくし等、最終価格になる
まで購入を待つ傾向がみられる。婦人衣料に関して
は、秋物の動きが鈍い。

百貨店（店長） 販売量の動き ・夏物消費が思ったより良くなかった。株価の低迷も
要因ではないかと思う。

百貨店（営業企
画担当）

お客様の様子 ・宝飾品は引き続き好調だが、円安による値上げが
あった海外特選ブランドは販売数量が減少している。
猛暑の影響で紳士服、子ども服などは動きが良いが、
シーズンを先取りする婦人ファッションは伸び悩むな
ど、商品により販売動向にばらつきが出ている。

百貨店（計画管
理担当）

販売量の動き ・今月は日配品の催事があり、告知、準備数量を増や
したこともあったが、とてもにぎわい、売上も前年を
大きく上回った。お得感のある商品であれば、購買意
欲は盛んであることが感じられる。

スーパー（経営
者）

単価の動き ・１点単価が少し高くなっているので、それで景気が
少し上向くかもしれない。ただし、来客数が相変わら
ず良くないので、合わせると数字としては他の月と同
じぐらいになってしまう。

スーパー（店
長）

単価の動き ・来客数、買上点数は前年並みを維持しているもの
の、依然として単価の上昇がみられない。特売の構成
比が以前より上昇しているのもあるが、より安い物へ
のし好はまだぬぐい切れていない様子である。

スーパー（総務
担当）

お客様の様子 ・来客数は前年比マイナス４％ぐらいだが、買上点
数、平均単価を含めた客単価自体が前年並みで動いて
いないため、売上も４％ほど落ちている状況となって
いる。８月は、猛暑、酷暑の割に夏物の売行きがあま
り良くなく、また、頻度性の高い物の売行きもあまり
良くない状況である。

スーパー（営業
担当）

単価の動き ・７月下旬は天候不順により若干厳しい状況であった
が、８月に入って猛暑が続き、夏物商材の動きの活発
化が顕著になってきている。

スーパー（仕入
担当）

販売量の動き ・猛暑の影響により、アイス、飲料等の盛夏商材が前
年比２けた増で伸びているが、価格訴求の弊害もあ
り、数量と売上の伸びが比例していない。

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・プレミアム商品の売上は伸びているが、ビールや飲
料水の売上が減少している。要因は、大手スーパーで
安売り時にまとめ買いをすることと、急速に広まった
ネットスーパーの利用により、水物の持ち帰りが減
り、コンビニ利用に急激な変化が出てきたものと思わ
れる。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・お盆休みを長期間取れる日程だったからか、今年の
８月は例年に比べ来客数が特別増えていない。当店は
駅に近い立地なので、近隣、あるいは朝、夜、通勤、
通学客がいた方が売上も上がり、来客数も増えるよう
な感じである。そのため、例年より若干来客数が減っ
ている。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・円安による燃料価格の上昇、また、給料も上がらな
いというような話がある。この夏のボーナスもあまり
良くなかったということもあり、総体的にこの先もあ
まり良くない。

コンビニ（経営
者）

単価の動き ・相変わらず客単価の前年割れが続いている。今後の
変化にも期待できない状況である。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・高額品が少しずつ売れ出しているのはプラス要素だ
が、たばこを購入する客数が想定より減少しており、
結果として横ばいとなっている。

コンビニ（店
長）

販売量の動き ・時間帯サービス、あるいは曜日別のセールの日とい
うように、スーパーやコンビニなどの使い分けが依然
として続いている。

コンビニ（商品
開発担当）

販売量の動き ・前半は気温の上昇に伴い販売量も伸びていたが、お
盆以降はゲリラ豪雨等の影響により伸び悩んでいる。
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コンビニ（商品
開発担当）

来客数の動き ・来客数は減少傾向にあり、下げ止まりが見えてこな
い。

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・夏物衣料の晩期でも安いからと飛びつかず、必要な
ものしか買わない。

家電量販店（店
員）

販売量の動き ・家電量販店における低価格競争は落ち着いてきた
が、販売量としては買換え需要を含め、前年同月比で
減ってきている。

家電量販店（統
括）

来客数の動き ・来客のうちレジを通過する客数が10％という傾向が
続く。単価の上昇で売上は前年同月比100％を超える
状況であるが、夏物の終息とともに、来客数の落ち込
みは今後に大きく影響する。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・自動車の整備と販売をしているが、整備の方は順調
に入っているものの、販売があまり芳しくなく、前年
度２割減となっている。

乗用車販売店
（経営者）

お客様の様子 ・８月はメーカーも当社も夏期休暇がある影響で稼働
日数も少ないが、例年以上に暑い日が続いたために来
店客も少し減少してしまっている。

一般レストラン
（経営者）

競争相手の様子 ・このところ高齢化で同業者の廃業が多く、後継者の
事業継承には工夫が必要であり、後継ぎ不足も深刻で
ある。

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・３か月前と比べて、前年よりは多少はプラスになっ
ている。客の様子をみても、領収書を切って帰る客も
それほどいないし、給料が上がってたくさん使ってい
く客もいない。雰囲気的なもので多少はプラスになっ
ているので、このまま給料が上がれば、もう少し良く
なる。

一般レストラン
（スタッフ）

お客様の様子 ・当店は焼き鳥屋なので、他の商売とあまり比べられ
ないが、街の中をみても、アベノミクスといっても雇
用と給料が上がってないため良くなっていない。富裕
層は株などを動かしているだけで、雇用も生まず、何
もないため、良くない。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・前年同期比で販売量が若干下振れだが、ほとんど同
じ状況である。

旅行代理店（支
店長）

販売量の動き ・今年の８月は前年と比べると大きな差があった。学
校関係は順調だったが、昨年オープンしたスカイツ
リーに対する団体客などが減少し、その分厳しい数字
になっている。ただし、全体的には３か月前と変わら
ず、スカイツリー以外の動きは比較的順調である。

タクシー運転手 お客様の様子 ・今月は曜日の関係もあるが、お盆が前倒しというこ
とで、仕事としてはあまり良くない状況である。今後
もあまり変わらないのではないか。不動産業界はいく
らかは良いという話もあるが、当業界はやや悪いよう
である。

タクシー運転手 来客数の動き ・タクシーを使う客数は以前と変わっていない。
通信会社（経営
者）

販売量の動き ・テレビ、インターネット、固定電話、携帯電話共に
計画どおりの加入を獲得している。

通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・相変わらず景気回復を市民が感じられるレベルには
なっておらず、料金に対する考え方はシビアである。

通信会社（管理
担当）

販売量の動き ・前月までのトレンドに変化はない。10月ごろまでは
例年変化はあまりみられないことから、このまま変わ
らない。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・顧客の契約するサービスプランは低価格のものが多
く、中小小売店は閉店しているところも多い。集合住
宅も空室が多く、見込客が減少している。

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・ここ数か月、契約数がほぼ横ばいの状況が続いてい
る。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・新規加入状況や、コース、プラン変更については、
ランニングコスト削減の意識は相変わらず強く、上位
コースから下位コースへの変更が多い。

通信会社（総務
担当）

単価の動き ・日常の食料品購入時の価格が一部上昇しているが、
異常気象や夏休み関連特需と考えられる。相対的には
変化はない。

通信会社（経営
企画担当）

お客様の様子 ・客からの受注、売上も上向きな変化はみられず、客
によっては減っている状況もみられる。

ゴルフ場（従業
員）

来客数の動き ・７、８月は猛暑で、来客数は前年を下回っている。
景気が上向きなら、人はもっと元気になり、暑さにも
負けまいと頑張るのではないか。

その他サービス
［保険代理店］
（経営者）

来客数の動き ・顧客の増加がない。
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設計事務所（経
営者）

それ以外 ・当社は、建築設計ということで動いている。行政の
仕事は、２～４月に仕事を取り過ぎてしまったという
経緯があり、今は現場で夏休み工事をしている。その
ため、新しい仕事も取れない状況である。選挙が終
わってから大変な伸びがあったが、今はあまり変わら
ず、この夏どのように変わっていくのか様子見の状況
である。

設計事務所（所
長）

お客様の様子 ・今月初めに民間の動きが具体化する予定であった
が、景気の先がよく見えないことから、相手の都合に
より延期となった。

設計事務所（職
員）

それ以外 ・具体的な変化は感じられない。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・消費税増税に伴い、税率５％の経過措置が適用され
るのは９月末までの工事請負契約締結とされている
が、客の態度から契約を急ぐ様子や焦りは見られず、
受注量にも変化はない。

やや悪く
なっている

一般小売店［和
菓子］（経営
者）

来客数の動き ・猛暑による影響で来客数の減少が目立っている。

一般小売店［家
電］（経理担
当）

来客数の動き ・今年は例年にない猛暑だったが、８月になってエア
コンの売上が伸びていない。数としては、それほど売
れていない。

一般小売店［家
具］（経営者）

来客数の動き ・３か月前ぐらいから多少上向いてきており、来客数
も多くなってきたような感じがしたが、最近になって
また以前のように戻っている。

一般小売店
［茶］（営業担
当）

販売量の動き ・当業界の天敵は今月に入ってからの猛暑であり、売
上が減少している。今年は35度以上の日が今までにな
く多く続いている。煎茶の販売においては、熱いお茶
はほとんどの人は飲まず、冷たいジュースか、冷たい
麦茶に人気が移る。例年以上にお茶の販売量が少ない
のが、はっきりと浮き彫りになってきている。

百貨店（総務担
当）

来客数の動き ・個人消費は好調とは言えない。

百貨店（副店
長）

販売量の動き ・ゲリラ豪雨など天候の影響があり、売上が極端に悪
い日が多い。夏休みのイベントを開催しても売上に結
び付かない。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・当店は駅前に近いが、本来ならば小売業にとって書
き入れ時のお盆に需要がほとんど見込めず、店の周り
が一部ゴーストタウン化してしまったような状況で、
客が非常に少なかった。また、客は飲料やアイス等の
物を買物かごを使わずにそのまま手に持ってレジへ行
くというような状況なので、非常に厳しい状態が続い
ている。

スーパー（店
長）

それ以外 ・今月に入り、来客数、客単価が毎週下がっており、
７月が暑さにより好調だった反動もあり、夏物が非常
に厳しく、食品も含めて全体的に売上が下がってい
る。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・たばこの売上が激減し始め、前月より15％下がって
いる。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・近隣に競合店ができて、大した影響はないが、若干
の落ち込みがあると思う。今後もその傾向は続くのか
と危惧している。

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・今月はこの数年で最低の売上となる。日々猛暑で客
の動きが悪く、秋物衣料も大きく展開できない状況
で、近隣店舗も暇である。

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・昨年同様８月は猛暑日が多く、熱中症注意報の
ニュースも連日流されていたので、外出を控える客が
結構多かった。買物も必要な物だけで余分な物は買わ
ず、出費を控えている様子がうかがえる。

衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・販売量の動きを選択したが、これから単価の動きも
関係ある。

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・今月も猛暑の日が多く、日中、商店街では高齢者の
買物姿がほとんどみられず、その上、衣類への購買意
欲も感じられず、売上は前年同月比85％となってい
る。

衣料品専門店
（営業担当）

販売量の動き ・８月のスタートは好調だったが、７日過ぎからの猛
暑到来で人出が少なくなった。連日30度を越え、厳し
い営業を強いられたが、売れ筋を確保することで何と
か前年をクリアすることができた。しかし、前年が
前々年比90％であったため、手放しでは喜べない。
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乗用車販売店
（販売担当）

お客様の様子 ・客も購入意欲はあるようだが、現実はお金がないよ
うに感じる。今後、景気が改善されたら購入したいと
言う客が多く、現状は厳しい。

住関連専門店
（統括）

販売量の動き ・来客数はある程度あるのだが、それに伴った販売
量、売上高がなかなか伸びずに推移している。

その他専門店
［ドラッグスト
ア］（経営者）

単価の動き ・今年は暑いため殺虫製品関連が好調であるが、価格
競争により利益が取れていない。

その他小売
［ゲーム］（開
発戦略担当）

販売量の動き ・国内の夏季商戦は前年同月比で６割程度と激減して
いる。

高級レストラン
（店長）

来客数の動き ・春先は期待感からか、景気の上向き感があったが、
ここ最近は厳しい状況である。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・８月は３か月前と比べ、かなり落ち込んできてい
る。暑さのために来客数も減っている。パーティー、
ケータリングも夏は食品が傷みやすいのであまり仕事
がなく、かなり落ち込んでいる。

一般レストラン
（経営者）

販売量の動き ・前年同月比でみて、３か月前の５月は１～24日まで
の売上が102.2％、来客数101.9％という結果であった
が、今月は、全面改装の店舗が先月下旬にオープン
し、１～27日まででその店舗は売上105％、来客数
98％であるが、全体では売上98.1％、来客数94.6％と
いう結果になっている。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・お盆もあり、消費が他に向けられているようであ
る。毎年のことだが、今年はお盆休み明けの来客数が
極端に減っている。無駄な消費はしないというような
感じがする。

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・特にレストランの客数が伸びない。今月は前年比８
割強の来客数でかなり厳しい状況である。単価は前年
と変わらず内容も前年並みで提供しているつもりだ
が、客から評価を受けていないようである。宿泊は近
隣施設で大型イベントが続いたこともあり、客数は前
年比プラスである。宴会は前年に実施した企画が今年
は実施できず、これも前年比で客数が減少している。
会社全体としてはレストランの減少の影響がが大き
く、減少している。

都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・夏休みに入り、宿泊及び一部レストランは家族での
利用が増え例年並みに推移したが、婚礼、宴会につい
ては減少傾向であり、３か月前と比べて改善が全くみ
られない。全体的な景気回復の実感はなく、逆にやや
悪くなっている。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・国内団体旅行の受注件数が少なくなってきている。

タクシー運転手 競争相手の様子 ・連休中はタクシーの休車が多かったので、稼働した
車両は多少稼げたが、連休が明けたらどっと空車の列
ができたため、売上が半減した。また、長引く猛暑と
アベノミクス効果が出てこないため、景気があまり良
くない。

タクシー（団体
役員）

来客数の動き ・８月はお盆、夏季休暇等で都市部の顧客が地方、海
外等に移動するので、都市部の当業界は営業収益が減
少する。

通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・客からの単価削減交渉及び業務削減が10月以降、多
くなってきている。

観光名所（職
員）

来客数の動き ・観光地のため、３か月前はゴールデンウィークの
トップシーズンであった。また、８月に関しては猛暑
の影響及びゲリラ豪雨等でかなり客足が鈍っている。

ゴルフ場（支配
人）

来客数の動き ・７、８月と猛暑の影響により、来場者が例年同時期
より若干少ない。

ゴルフ場（支配
人）

単価の動き ・依然として客単価は下落傾向に歯止めがかかってい
ない。業界全体として来客の低下が顕著なため、プレ
イ料金を下げての集客が多い。

その他レジャー
施設［アミュー
ズメント］（店
長）

来客数の動き ・単純に来客数が減少している。競合施設ができたこ
とで施設全体の来客数が落ちていることに一因がある
ものの、徐々に減少傾向となっている。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・猛暑が早く終わらないと、客はなかなか来てくれな
いようである。
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その他サービス
［福祉輸送］
（経営者）

販売量の動き ・民間では景気上昇に対する感覚が若干無くなってき
ているように思う。今後の経済政策、消費税増税を控
えてということで、財布の口が厳しくなってきている
と感じている。

設計事務所（所
長）

お客様の様子 ・仕事量が非常に少ない。新築物件が少なく、耐震補
強や改修工事が圧倒的であるので、仕事が増えるとい
うことはなかなか難しい。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・８月は年間を通じて通常月よりも落ちる時期である
が、今月の受注状況はユーザーが消費税の動向をみて
いるのか足踏み状態である。売上も前年と変わらず横
ばい状態で、あまり良くない。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・今月の販売量は目標数字の約70％となり、３か月前
と比べてもやや悪くなっている。今年の夏休みは長期
の休暇となる客が多かったことと、例年より猛暑で
あったため、住宅展示場への来場や打ち合わせに来る
ことも少なかったようである。

悪く
なっている

一般小売店［文
房具］（経営
者）

来客数の動き ・今回の景気の悪さというものは、天候の悪さに尽き
る。豪雨や、強烈な暑さのせいではないかと考えてい
る。

一般小売店［食
料雑貨］（経営
者）

来客数の動き ・世の中の景気以前に、オープンした競合店へ人が流
れている。

その他小売［生
鮮魚介卸売］
（営業）

販売量の動き ・猛暑、黒潮の蛇行、ゲリラ豪雨、円安による値上げ
と、様々なことが重なり過ぎて売上は過去最低であ
る。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・職人が不足している。

建設業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・政権が変わり、徐々に公共工事などの案件が増え始
めている。

建設業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・当社にとって、やや大きな工事案件の引き合いが続
いている。この先も何件か相談がきている。久しぶり
に現場管理者のやり繰りが大変になっている状態であ
る。

不動産業（総務
担当）

取引先の様子 ・賃貸ビルの空室率の改善が進んでいるのは良い傾向
であるが、手放しで喜べないのは、成約条件が厳し
く、賃貸条件改善は遅々として進まないからである。

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・夏物セールなどで前年より動きが良い店舗がある。

税理士 取引先の様子 ・夏の旅行や衣料品、家電の売上は上々である。
経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・商店街の食料品店の話では、この長く厳しい暑さ
で、通常では夏物を脱する時期であるが根強く売れ、
売上が上がってきている。手持ち在庫の処分を考えな
ければならない時期であるが、追加注文を出してい
る。このペースでいけば、秋物への切り替えはスムー
ズに行くのではないか。

その他サービス
業［警備］（経
営者）

それ以外 ・９月より来年３月まで隊員25名での警備業務が始ま
る。

変わらない 食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・帰省、お盆期間のギフトは、来客数は前年同月並み
であったが、客単価が下がり、売上は前年同月比95％
ぐらいである。

繊維工業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・ニット業界の景況は、依然として現状維持の状況で
上向いていない。秋口にかけては売上が減少する傾向
にあり、現在のままでいけば、業況は更に落ち込む。

出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・例年の夏期とさほど変わらない。

出版・印刷・同
関連産業（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・受注件数、売上額共に前年同月の目標を３か月間達
成できている。

金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・当社の受注が増えているのは、建設機械排出ガス規
制特需と消費増税前の駆け込み特需である。現在は忙
しいが、４か月先以降の見通しが減っているため、本
当の景気は上向きではないと感じている。

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・新規立ち上がりが全然ない。

企業
動向
関連

(南関東)
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電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・当社は輸出がほとんどないせいか、円安による為替
差益の恩恵がない。もうかっている企業のほとんどは
輸出を多くしている企業のようなので、急いで輸出に
力を入れないといけないと考えている。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・引き合いが最近増えているが、なかなか成約には至
らない状況で、決して良い方向に向かっている感じは
ない。

精密機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・客先はやや持ち直している感があるが、在庫などは
まだ大きな改善がないのが現状である。様子見をして
いるようなので、あと半年はこのような状態が続く。

輸送用機械器具
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・テレビや新聞では消費税増税などと騒いでいるが、
身の回りの景気は停滞したままで、まだ上向きとは全
く感じられない。町工場の仲間同士でのやりとりで
は、「消費税込みでお願いします」ということが横行
してしまう。メーカーと仕事をするのは良いが、あま
り仲間内でこういうことをしてしまうと、お互いに同
じことを言うわけなので、プラスマイナスゼロになっ
てしまう。

その他製造業
［鞄］（経営
者）

取引先の様子 ・得意先、あるいは材料屋、それ以外においても、景
気が悪いという言葉が耳には入ってきていないという
ことに気が付いた。景気が悪い時は、悪い悪いと言う
が、それが出なくなったという印象である。

建設業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・商品がなかなか売れない。

建設業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・案件は出始めているが、材料単価が上昇しているた
め、利益が出なくなっている。

輸送業（経営
者）

取引先の様子 ・景気が良くなったとは我々には思えないが、特に今
月は大手企業が長期の夏休みになり、その日、その日
の稼ぎ高によっての景気判断となるため、最も悪い月
になりそうである。

輸送業（経営
者）

それ以外 ・３か月前の景気と大きな変化は感じられないが、先
月、今月と地区内での同業者の廃業が相次いでおり、
当社の経営環境と併せて考えると、輸送業が一段と厳
しい状況におかれている感じを強く受ける。

通信業（広報担
当）

受注量や販売量
の動き

・前月の改善は、一過性のものであった。

金融業（支店
長）

取引先の様子 ・株価、為替とも一進一退であり、相場の先行きがみ
えない状況である。投資家も慎重になっている。

金融業（支店
長）

取引先の様子 ・取引先の様子だが、業種によって良いところと悪い
ところがあり、不動産関連は来年の消費税増税を見込
んでの駆け込み需要が出始めているため、かなり好調
ということと、自動車関連も少し仕事が出てきてい
る。しかし、製造業、小売業がまだまだ売上も上がっ
ていないため、先の見通しがつかないということで、
総体的には変わらない。

金融業（役員） 取引先の様子 ・実感として景気が良くなっていると思えないので、
積極的な行動に出られないでいる。大きな買物や設備
投資に対して、ちゅうちょする傾向がある。秋以降の
国内外の動向をうかがっているようである。

不動産業（経営
者）

競争相手の様子 ・駅から徒歩３分の１ＬＤＫの６戸は２月完成だった
が、６か月かけてやっと満室になった。昨年12月完成
の１ＬＤＫはまだ２戸決まらず苦戦中である。また、
駅から徒歩５分の１ＬＤＫ重量鉄骨造りオートロッ
ク、浴室乾燥機、追い炊き機能付き、３口コンロ、
ウォシュレット、カウンターキッチン、エアコン２機
等、設備満点の６戸は７月から入居できるが、契約は
２戸である。一昨年からこういう状態が続いている。

広告代理店（営
業担当）

取引先の様子 ・仕事量は多いが、案件の相談単価が低いと聞く。当
社も同様の状況である。

税理士 それ以外 ・駅近くの商店街の飲食店などを見ても、随分と空い
ていて客が入っていない感じである。リーマンショッ
ク前はそれなりに入っていた。

社会保険労務士 取引先の様子 ・給与の遅配や、資金繰りの苦しい会社がみられる。
経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・輸入材料の値上がりなど中小製造業の環境では値上
がりがあるもしれないが、売上には反映されず、賞与
の支給も厳しい状況である。実体経済が良くなるのは
まだ遠い様子である。

その他サービス
業［廃棄物処
理］（経営者）

受注価格や販売
価格の動き

・受注件数は良くなっているように感じられる面もあ
るが、単価の低下が続いており、数字が上がらない。

80 



分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

その他サービス
業［映像制作］
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・例年きている仕事はあるが、新規の受注はない状態
である。

その他サービス
業［情報サービ
ス］（従業員）

受注量や販売量
の動き

・インターネット環境の整備に関する受注件数が少し
ずつ右肩下がりになってきており、普及率が伸び悩ん
でいる。

やや悪く
なっている

出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・今月は長期間の夏休みを取る客が多かったため、受
注量が少なく、工場の稼動が非常に悪くなっている。

出版・印刷・同
関連産業（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・印鑑や印刷の仕事をしている。通常15万円ぐらいの
問屋への支払があるが、今月は７万５千円ぐらいしか
なかった。８月ということもあるのだが、それを抜い
ても例年になく少ない。問屋から余計に仕入れること
はなく、注文が発生してからなので、問屋の支払は受
注量と連動している。変わらないというよりも、やや
悪くなっているというのが実感である。

プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・毎年８月はお盆休みの影響で２～３割ほど売上が落
ち込む。今年はアベノミクスに期待していたが、例年
と全く変化はなかった。むしろ原材料やその他経費の
値上げがあってバランスシートは悪化している。

金属製品製造業
（経営者）

取引先の様子 ・取引先は物価の値上がり分を製品価格へ転嫁するこ
とを認めないどころか、値下げを要求してきている。

輸送業（総務担
当）

取引先の様子 ・国内出荷は増減の波が激しく、不安定な状態であ
る。増加しても低運賃により地方の帰り車が集まらな
い。自社便では、長距離を走れば走るほど赤字が増え
るばかりである。荷主は国内出荷より輸出を増してい
る。

金融業（統括） 取引先の様子 ・受注の減少による売上減で、顧客の景気も悪くなっ
ている。受注が減少していることが大きい。倒産も出
てきた。

その他サービス
業［ソフト開
発］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・最近の受注量が減少気味である。

悪く
なっている

出版・印刷・同
関連産業（所
長）

受注量や販売量
の動き

・お盆休みの影響が大きく、受注量が大幅に落ち込ん
でいる。

広告代理店（経
営者）

取引先の様子 ・とにかく引き合いがない。主要顧客のうち２社の売
上が激減しており、期首に決めていた予算を下方修正
していることが影響している。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

人材派遣会社
（営業担当）

求職者数の動き ・求職者が仕事を選び始めている。選べるほどの求人
数が出てきているということかもしれない。

人材派遣会社
（支店長）

求人数の動き ・ＮＩＳＡ関連の求人が急増している。また、前月と
比べても求人数が増加している。

求人情報誌製作
会社（営業担
当）

求人数の動き ・求人数の動きが若干増えてきているようである。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数が前年同月比で今年度最も増加率が高く
なっている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・先月までの求人数増加の内訳は、フルタイム求人が
微減し、パートタイム求人が増加だったが、今月はフ
ルタイム求人も増加に転じている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は、前年同月比で増加の傾向が続いてい
る。また、一時的にパート求人の割合が50％を超えた
が、最近は40％台に落ち着いている。

民間職業紹介機
関（経営者）

採用者数の動き ・全般的には比較的中長期的な立場で人材をみている
が、一部職種においては短期的な要求もある。採用に
おいては、はっきりした改善はみられない。

民間職業紹介機
関（職員）

求人数の動き ・求人メディアの前年比実績は引き続き好調である。
あっ旋についても求人数が前年比30％以上アップして
いる。

変わらない 人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・例年８月は求人が増えない時期だが、今年も変化が
みられない。景気が良くなっているのではないかとい
う新聞発表等もあるが、依然として求人数は増えてい
ない。

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・３か月前と同様に、求人依頼は堅調に推移してい
る。

人材派遣会社
（社員）

周辺企業の様子 ・顧客の人材ニーズは引き続き堅調である。

雇用
関連

(南関東)
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人材派遣会社
（営業担当）

求職者数の動き ・求人数は若干増加している。今まで派遣を活用した
ことがなかった企業が、正社員採用に苦慮し、一時的
に派遣を利用するケースが増えてきている。

求人情報誌製作
会社（編集者）

採用者数の動き ・2014年の新卒採用において、９月以降のイベント参
加企業は前年より増加しているが、予算を増やしてい
るわけではなく、効率的な配分で執行されているだけ
である。変化はない。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・パート求人が多いためである。

職業安定所（職
員）

雇用形態の様子 ・正社員求人の増加はほとんどみられず、中小企業を
中心に景気の先行きに自信が持てていない状況にある
ようである。採用時の賃金水準も上昇がみられない。

民間職業紹介機
関（職員）

求人数の動き ・求人総数から、採用意欲は引き続き堅調である。

学校［専修学
校］（就職担
当）

求人数の動き ・求人獲得数は前年同月比で若干プラスに推移してい
るが、大きな上昇幅ではない。

やや悪く
なっている

人材派遣会社
（支店長）

それ以外 ・派遣依頼は前年比よりも増えて堅調だが、依頼に
マッチした人材登録が少ないため、成約が伸びてこな
い。

求人情報誌製作
会社（広報担
当）

周辺企業の様子 ・当社を含め周辺企業では、賞与が減ったり、給与形
態が変わって年収が減るというような話をよく耳にす
る。アベノミクスの恩恵はあまり感じられない。

悪く
なっている

○ ○ ○

　５．東海（地域別調査機関：三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング（株））
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）
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良く
なっている

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・客の買上点数が増えている。

一般小売店［土
産］（経営者）

来客数の動き ・式年遷宮が本番を迎え、にぎわっている。

一般小売店［土
産］（経営者）

来客数の動き ・当地は式年遷宮の関連行事が続いており、全国から
前年に比べ約20％多い客が来訪してにぎわっている。

やや良く
なっている

百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・お盆休みで家族連れが観光地に出掛けるため、例年
８月は来客数が少ないが、今年は当地へ観光に来る人
が多いのか、来客数が多く忙しい毎日である。

百貨店（経営企
画担当）

お客様の様子 ・７月は衣料品が苦戦したが、８月は猛暑により夏物
衣料が好調に推移している。また、高額商品がここ数
か月では顕著な伸びを示している。

百貨店（販売担
当）

単価の動き ・例年のボーナス時期よりも購買意欲の高まりと客単
価の上昇を感じている。円安に伴う大手自動車メー
カー系企業の好業績が、大いに関係している。

スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・サラリーマン世帯で、長い夏休みを取って家族と国
内外へ旅行する人が増えている。８月の景気は、レ
ジャー関係の伸びなど全体的には良くなってきている
が、電気、ガソリンなどのエネルギーや野菜、果物の
値上がりで消費は思ったほど伸びていない。夏の暑さ
で高齢者は外出を控え、店や病院へ行く人が減ってい
る。金の使い道のない高齢者で、余った分を孫達の教
育や生活の支援に回す人がいる。

スーパー（総務
担当）

販売量の動き ・お盆セール期間の１週間は、売上が対前年比で
108％と好調であった。

コンビニ（店
長）

販売量の動き ・暑さが続いているために、来客数、売上点数とも
に、やや良くなっている。暑さが一段落した時にどう
なるかが心配である。

衣料品専門店
（販売企画担
当）

販売量の動き ・一部の高額商品の動きが良くなっている。

家電量販店（店
員）

来客数の動き ・暑さのため夏物関係の商品が売れている。

家電量販店（店
員）

単価の動き ・リフォームや太陽光発電への関心が高くなってきて
いる。前年に比べ単価が良くなる一方で来客数が減少
している状況には、依然として変わりがない。

乗用車販売店
（営業担当）

お客様の様子 ・自動車１台あたりの単価の動きが、３か月前より良
くなっている。

家計
動向
関連

(東海)
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乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・ここ最近の購買需要は活発である。今月はお盆休み
があったが、その前後の来客数も多く例年よりも販売
量が増えている。

乗用車販売店
（経営者）

お客様の様子 ・ユーザーはガソリン価格の高騰にも慣れたようで、
必要な整備は実施してもらえるようになってきてい
る。

乗用車販売店
（従業員）

お客様の様子 ・業務用車両の需要が少し動きだしている。趣味性の
高い自動車も動いているが、業務用車両が売れるよう
になったということは良い傾向である。

住関連専門店
（営業担当）

販売量の動き ・消費税増税に伴う駆け込み需要で、持ち家住宅や分
譲マンションが堅調である。また、個人のリフォーム
工事も増えている。民間工事、公共工事ともにしばら
く落ち着いていたので動きが出始めている。

その他専門店
［雑貨］（店
員）

お客様の様子 ・下見の客からも具体的な質問が増えており、購入意
欲が感じられる。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・宿泊者数は、前年比で５～６％伸びてきている。

都市型ホテル
（支配人）

来客数の動き ・宿泊施設の稼働率が上昇し、宿泊単価を引き上げる
動きもみられる。

旅行代理店（経
営者）

お客様の様子 ・仕事が忙しいという客が増えてきている。

旅行代理店（経
営者）

お客様の様子 ・３か月前に比べて、客の様子が明るくなっている。

タクシー運転手 単価の動き ・３か月前と比べると、単価が少し良くなった程度で
ある。繁華街で仕事をしているが、人出は少ない。

美容室（経営
者）

お客様の様子 ・客にお盆休みの過ごし方を聞くと、旅行に行った人
が多い。

住宅販売会社
（従業員）

それ以外 ・下請業者（特に大工）の仕事量が増えてきており、
新規の仕事にかかれない程になっている。

変わらない 商店街（代表
者）

販売量の動き ・例年お盆の時期には、売上が一気に伸びる日がある
が、今年はそういった波がない。客の購買意欲はある
が、実際の販売数に結び付いていない。

商店街（代表
者）

販売量の動き ・個人客だけでなく仕事関係の客を全く見かけなく
なったのが寂しい。

一般小売店［高
級精肉］（企画
担当）

販売量の動き ・アベノミクスの効果もやや沈静化し、景気が良いの
かどうかわからなくなってきている。

一般小売店［薬
局］（経営者）

来客数の動き ・全国１、２位の暑さを争う当地では、全般的に景気
が落ち込むなかでさらに熱波も影響している。午前中
には来客はあるが午後にパタッと止まってしまい売上
が上がらない。どこの店も同じ状況で本当に悪いとい
う嘆きの声がほとんどである。

一般小売店［時
計］（経営者）

来客数の動き ・客単価が低い。

一般小売店［贈
答品］（経営
者）

お客様の様子 ・一部の客からは大きな売上があっても多くの客はマ
イナスで、平均としては同じような感じであるが、見
方を変えれば客が二極化している。客の様子をみる
と、景気の良い会社の贈答需要は増えている一方で、
まだまだ不景気な状況の会社では減少しており、二極
化がますます進んでいる。

一般小売店［自
然食品］（経営
者）

販売量の動き ・必要最小限の買物で済ます傾向は変わらず、前年と
変わらない。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・暑さのため秋物の動きが悪い。夏物もセール品で安
いからといってまとめ買いはせず、慎重に購入してい
る様子がうかがえる。

百貨店（経理担
当）

販売量の動き ・美術品、宝飾品等の高額商品は、好調に推移してい
るが、ヤング衣料は不調である。

百貨店（経理担
当）

競争相手の様子 ・３か月前に比べて一層の上向き基調とは言い難い
が、業界全体の売上を対前年比でみると、依然、景気
は“良い状態”にある。ただし、業界内においては
「勝ち組」「負け組」が表れつつあり、一様に良い状
態にあるとはいえない。

百貨店（販売担
当）

お客様の様子 ・一般消費者からは購買意欲が感じられるが購入には
慎重である。高額品ブランドの需要は変わらず好調で
ある。
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百貨店（営業企
画担当）

販売量の動き ・数か月前から同様で、高額品の動きが良い一方で、
全体の販売数は伸び悩んでいる状態である。一部での
景気の良さは変わらないと感じるものの、底上げが進
んでいる感覚はない。

スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・悪い状態で現状も変わっていないが、小売店のなか
には前年比を上回るところも出てきている。

スーパー（店
長）

単価の動き ・１品単価は相変わらずまだ下げ止まっていない。客
単価は、１品単価の下落をある程度点数でカバーし
て、下げ止まっている。今後どうなるかは非常に不透
明である。

スーパー（店
長）

単価の動き ・来客数は前年を若干下回っているが、１品単価の上
昇によって売上高は前年を上回っている。

スーパー（店
長）

単価の動き ・客単価は前年比98％前後での推移と回復傾向はみら
れない。第３のビールは特売時に売れ、普段は買い控
えられる。米や食品等も、良く売れる価格帯は決まっ
ており、仕入れ値が上がっているにもかかわらず、売
価に転嫁できない苦しい状況が続いている。

スーパー（営業
担当）

単価の動き ・１品単価、買上単価は変わらず、まだ景気は上向き
とはいえない状況である。

スーパー（営業
企画）

お客様の様子 ・お盆期間の客単価、客数、買上点数は前年を上回っ
たものの、お盆明け後は停滞してきており、月間を通
しては、３か月前とあまり変わらない。

スーパー（商品
開発担当）

販売量の動き ・猛暑が続き売上の伸びやすい気候に恵まれたが、食
品以外では前年割れが目立っている。ハレの日の動き
は良いが、平常の苦戦が目立つ。

コンビニ（企画
担当）

来客数の動き ・天候の割には、動きは緩慢である。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・暑かった割には、来客数が回復してこない。

コンビニ（エリ
ア担当）

それ以外 ・猛暑ではあるものの、全体的に客数、客単価は横ば
いから減少気味である。

コンビニ（エリ
ア担当）

競争相手の様子 ・競合各社の施策等が類似しており、売上確保に懸命
さが感じられる。また、いかに有力なエンターテイン
メントを確保するかに躍起になっているようにみえ
る。今後については、本来の客に満足を与えられる商
品・接客の提供が最大のポイントと感じる。

コンビニ（店
長）

来客数の動き ・１週間の動きでは、週末辺りには多少客が増えるが
後は変わっていない。３か月前とほぼ似たような状況
である。

家電量販店（店
員）

販売量の動き ・猛暑日が続きエアコンや扇風機の売上が伸びてい
る。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・ここ１～２か月は、良くも悪くもなく、上にも下に
も行かない状況が続いている。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・前年は補助金もあり販売台数は好調であったが、今
年度は前期比80％で推移しており、かなり厳しい状況
である。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・８月発表のハイブリッド車の受注が好調に推移し、
来客数も増加している。車種に偏りなく販売されると
良いが、客のハイブリッド車に対する関心は非常に大
きなものを感じる。

乗用車販売店
（従業員）

お客様の様子 ・異常な暑さとゲリラ豪雨など国民は色々な意味で不
安を抱えている。それらも含めて景気が停滞してい
る。

乗用車販売店
（販売担当）

販売量の動き ・一部の営業所と本社は予算に対して100％を達成し
たが、他の営業所は予算比60％で推移している。

その他専門店
［雑貨］（店
員）

お客様の様子 ・客が店の様子をよくみている。

その他専門店
［貴金属］（営
業担当）

販売量の動き ・販売数並びに単価はほぼ変化がない。

その他小売
［ショッピング
センター］（営
業担当）

単価の動き ・客は値下げをしないと買わない印象である。

一般レストラン
（従業員）

お客様の様子 ・暑い方が客が来て忙しいはずであるが、客の話で
は、今年は暑すぎて外に出掛ける気力がなくなるそう
である。
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スナック（経営
者）

来客数の動き ・客からは、お盆休みが長いので家庭での出費が多く
交際費まで回すのは厳しいと聞いており、期待ができ
ない。

その他飲食［仕
出し］（経営
者）

販売量の動き ・猛暑で食品の購買意欲は減退している感じである。

観光型ホテル
（販売担当）

来客数の動き ・月初めに立てた宿泊者数の予想をかなり下回る結果
となりそうである。インバウンドも同様であるが国内
団体客も当初予約の人数からかなり変わってくる。３
か月前とは客層が違っても、催行間際の対応が難しい
ことには変わりない。

旅行代理店（経
営者）

それ以外 ・タクシー運転手の話では、輸出が増えても物価が上
がり、利用客が増える感じではない。閑散期と繁忙期
の差がなくなっていて、総じて経済の縮小が実感され
る。

旅行代理店（経
営者）

お客様の様子 ・秋冬の新規旅行予約が苦戦している。一般層では、
検討している様子はあっても費用を安く抑えたい価格
重視の傾向がある。ハネムーン層やビジネス層しか動
いていない。

旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・お盆前後から海外からの客が増えてきている。しか
し、それまでの落ち込みをカバーするまでには至って
いない。

タクシー運転手 お客様の様子 ・今月は暑く、お盆頃までは旅行やスポーツ関係の
色々な動きがあり客は順調に多かったが、お盆で出費
がかさんだためか、お盆過ぎから夜の客が少ない。週
末も雨の予想で皆早く帰り、街に人が少なくなってい
る。

通信会社（サー
ビス担当）

販売量の動き ・新しく期間限定割引サービスが始まったことによ
り、光回線の新規申込が増えている。

テーマパーク
（経営企画担
当）

来客数の動き ・猛暑にもかかわらず前年と同様に推移している。

観光名所（案内
係）

お客様の様子 ・今まで千円使っていた人は800円、800円使っていた
人は500円というように、とにかく金を使わなくなっ
ている。

ゴルフ場（企画
担当）

来客数の動き ・８月の入場者数は、予算よりは少し良く、前年比で
は少し悪いという状況である。一方で、売上は、予算
を下回っているが、前年よりは少し良くなっている。
現時点の実績では、良くもなく悪くもなしというとこ
ろである。

美顔美容室（経
営者）

販売量の動き ・ホームケアセットのキャンペーンが始まり、セット
商品を購入する客が多い。

設計事務所（職
員）

お客様の様子 ・客や現場からは、景気の良い話は聞かない。

その他住宅［不
動産賃貸及び売
買］（経営者）

お客様の様子 ・一時的な駆け込み要素の強い客が多かったが、既に
それもあまり感じられない。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

単価の動き ・連日の酷暑で、景気には関係なく和菓子業界は全体
的にダウンである。８月帰省時に迎える繁忙期におい
て主力商品の売れ方をみると、前年同月比で小口（６
個入）の商品の売上は増加しているが、数量の多い
（10個入）商品は大幅な減少である。

商店街（代表
者）

販売量の動き ・従来から暑い時期は動きが悪いので、別段の驚きは
ないが、それでも例年と比較すればやや低迷してい
る。

一般小売店［生
花］（経営者）

来客数の動き ・毎年お盆明けは客が少なくなるが、猛暑の影響も
あってか今年はそれが顕著である。この暑さでは花を
買う気にはならないのかもしれない。

一般小売店［食
品］（経営者）

来客数の動き ・連日の猛暑で来客数は前年に比べて大きく下回って
いる。売上も前年同月比で５％減の見通しである。８
月に限っては、この猛暑の影響で景気が悪いといえ
る。

一般小売店［酒
類］（経営者）

来客数の動き ・お盆を過ぎてから、飲食店への来店が急速に鈍く
なっている。

一般小売店［書
店］（経営者）

販売量の動き ・中古品のリサイクル業が飽きられてきたのか、以前
のような力強さがなくなってきている。ずっと期待感
は持っているが、売上が伸びず厳しい状態が続いてい
る。

85 



分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

百貨店（経理担
当）

来客数の動き ・８月に入ってから来客数の落ち込みが激しい。暑さ
のせいもあると思うが、消費税増税等の報道が多く
なっているため、先行きの不透明感から様子見という
状態に感じる。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・売上の前年比100％を達成するため、先月より特売
価格の強化など販促活動を行っているが、現時点で
99％となかなか達成できない。猛暑だった影響でパン
や菓子等の売上の落ち込みも大きい。

スーパー（店
員）

単価の動き ・猛暑の影響で昼から夕方にかけての来客数がかなり
減少している。お盆の帰省時の贈答果物も、予想した
売上よりも動きが鈍く、悪いと感じている。

スーパー（店
員）

来客数の動き ・近くに競合店ができたこともあり、売上は若干減っ
ている。

スーパー（販売
促進担当）

来客数の動き ・近傍に競合店が出店して客足が落ちている。客単価
は前年比102％と上がっているが、売上、来客数は前
年比で各95％、93％と今月も苦戦している。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・来客数の落ち込みが目立つ。競争店ができて落ち込
むならばわかるが、環境は変わらず天気も良かったに
もかかわらず、落ち込んでいる。

コンビニ（店
長）

販売量の動き ・暑すぎて昼間の客足が鈍くなったためか、飲料水の
売上が良くない。

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・猛暑で客がほとんどなく、開店休業状態である。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・来客数は前年並みで推移しているが、成約率は逆に
悪くなっている。車検を受けてもらえる場合も、値段
の安い店で見積をとってから相談にくるので、その金
額に合わさなければならず、全体的な収益としては厳
しい。

高級レストラン
（役員）

来客数の動き ・前年と比較してお盆休みの客足が低調である。来客
数の減少とともに客単価も前年を下回っている。酷暑
の影響か、出控えの様子がうかがわれる。

一般レストラン
（経営者）

それ以外 ・洋酒を取り扱っているが、ここ最近すべての商品で
価格が上がっている。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・ガソリンや輸入品の物価は上がっているが、賃金に
は反映されていない。大型連休の企業も多く、レ
ジャー代等に流れており、繁華街は人通りも少なく閑
散とし、売上は前年より１割ほど下がっている。

都市型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・繁忙と閑散の差が大きくなっている。

旅行代理店（経
営者）

販売量の動き ・８月以降の新規受注件数が減ってきている。アベノ
ミクスの効果が薄れているように思われる。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・円安の進展で海外旅行は代金が上がり、お買得感が
なくなったため、旅行需要は減ってきている。申込件
数、旅行相談件数ともに減少傾向である。中国ツアー
は皆無に近い状況、韓国も前年比50％程度である。国
内旅行は、国内有数のテーマパークや東京の新名所、
式年遷宮を迎える観光地は好調であるが、その他の地
域は、横ばいか減少気味である。

通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・他社との競争の激化もあるが、当社が提供する毎月
費用のかかるサービスに対しては、節約ムードがある
ように感じる。

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・廃止又は切替による需要が多く、純増につながって
いない。

テーマパーク
（職員）

来客数の動き ・天候には恵まれたものの集客数は伸びず、余暇への
支出が抑え気味と感じる。

テーマパーク
（職員）

お客様の様子 ・外国人は増えているが、日本人や団体客は少ない。

パチンコ店（経
営者）

販売量の動き ・来客数の動きがあまり良くない。

理美容室（経営
者）

来客数の動き ・今月はお盆があって繁忙期のはずであるが、あまり
客は来ていない。

その他サービス
［語学学校］
（経営者）

来客数の動き ・例年にない猛暑のため、出席者数が減少している。

住宅販売会社
（従業員）

来客数の動き ・消費税を気にして動いていた人の需要は、消費税の
区切り目である９月を前にして、既に終了した感があ
る。

その他住宅［住
宅管理］（経営
者）

販売量の動き ・消費マインドは上がっているものの、まだまだ慎重
で様子見が続いており、契約件数は伸びていない。経
済の活性化に期待する。
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悪く
なっている

美容室（経営
者）

お客様の様子 ・８月は酷暑で、午前中は客が来るが昼からは暑さで
出てきてもらえず、客の入りが悪い。

理容室（経営
者）

お客様の様子 ・相変わらず安い店に流れていく。

住宅販売会社
（経営者）

競争相手の様子 ・売行きが悪い。広告を出しても反応が少ない。同業
者も同じ様子である。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

食料品製造業
（経営企画担
当）

それ以外 ・地元は20年に一度の大イベントが開催され、県内外
から多くの人が来ている。観光、サービス業関係の盛
り上がりは大きく、狭いエリアではあるが、多大な経
済効果がある。

電気機械器具製
造業（企画担
当）

受注量や販売量
の動き

・年末商戦に向けた輸出が好調に推移しており、前期
比でみても今年度は成長が見込まれる。

輸送用機械器具
製造業（品質管
理担当）

取引先の様子 ・客先の設備投資が増えているように感じる。

輸送用機械器具
製造業（総務経
理担当）

受注量や販売量
の動き

完成車メーカーが自動車の生産を海外を中心に増産し
ており、それに伴って部品の発注数量が４月から７月
にかけて20％ほど伸びている。

輸送業（エリア
担当）

受注量や販売量
の動き

・輸出貨物は増加している。

輸送業（エリア
担当）

受注価格や販売
価格の動き

・売上を前年比較でみると、前年はマイナス5.0％で
あったが、今年は1.3％のプラスと6.3ポイント良く
なっている。

輸送業（エリア
担当）

受注量や販売量
の動き

・発送便、到着便ともに、順調に伸びている。

金融業（法人営
業担当）

取引先の様子 ・取引先自動車部品メーカーの稼働率が総じて上がっ
ている。

企業広告制作業
（経営者）

それ以外 ・やや停滞ムードといった印象だが、この時期では仕
方がない。しかしムード全体は好転しており、秋に新
製品が出れば飛びつく人は多いはずである。

公認会計士 それ以外 ・会計事務所の顧客である中小企業のなかには、業績
が向上している企業がある。

会計事務所（社
会保険労務士）

取引先の様子 ・黒字決算の会社が多くなってきている。

変わらない 化学工業（総務
秘書）

それ以外 ・しばらく景気が上向きという感触を取引先や各種小
売店・飲食店等で感じてきたが、ここ３か月はそれが
一層上向いたという感触はない。しかし、後退もして
いない。

化学工業（人事
担当）

それ以外 ・地元では自動車産業に従事する人が多く、給与が上
がって景気は少し良くなっているが、他の業種をみれ
ば、まだまだ景気は横ばい状態である。

鉄鋼業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・景気指標等は上がっているものの、受注量・販売量
とも前月から上がっていない。仕入れ単価だけは円安
や原料高で５％以上上昇しているので、粗利だけが大
幅に下がっていく。

金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・販売量がほぼ横ばいである。

金属製品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・先行きのプロジェクトは動いているが、足元の物件
の動きがわからない。見積件数の増加がある一方、実
際の発注はさほど増えている感じがしない。

一般機械器具製
造業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・急激な円安に伴う特需状態が落ち着き始めている。
大手ＥＭＳ（電子機器受託製造サービス）ユーザーの
設備更新も一段落したため、北米・南米・アジアどの
地域でも受注金額が伸び悩んでいる。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・今月はパチンコホール関係の取引先の設備投資が少
なかったため、受注量が少ない。

電気機械器具製
造業（営業担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・若干円高傾向となって注文も若干控え気味となって
いる。

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・住宅の販売はおおむね好調である。ただ、建築費が
高騰（ケースバイケースで場合によっては20％位上
昇）していて、今後の事業計画推進において大きな阻
害要因となっている。

建設業（営業担
当）

取引先の様子 ・ここ最近、大型店舗における下水道への切替えの話
が出てきている。

企業
動向
関連

(東海)
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輸送業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・国内日用品の単価は下落が止まり、物量も安定的に
推移している。新興国への設備投資関連輸出も報道で
いわれるほどの落ち込みは感じない。

輸送業（エリア
担当）

それ以外 ・販売業者７～８社で軽油の価格競争を行っている
が、ここ半年くらいは各石油販売店が、軽油を含めて
油が売れないという話をしている。産業界は軽油・重
油を使わない、ハイブリット車が台頭して一般消費者
がガソリンを消費しない、などといった要因を差し引
いても、油が売れない。

通信会社（法人
営業担当）

取引先の様子 ・円安、株価高は一時休止といった感じである。来春
には消費税増税を控え、今一つ景気に回復感がない。

金融業（従業
員）

取引先の様子 ・決算月を迎える会社では、以前よりも利益が出てい
るという話を聞く。自動車産業は大体良い動きである
が、中小企業では、悪くはないが良いというほどでは
ない。

不動産業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・アベノミクス効果は現場にはいまだみられず、為替
レートの効果も一時的なもので、実体経済には波及し
ていない。

不動産業（開発
担当）

受注量や販売量
の動き

・マンション販売センターへの問い合わせ数、来場数
が増加している。優良物件については動きが良い。

不動産業（管理
担当）

受注量や販売量
の動き

・ここ数か月は、事務所の引き合いが変わらない。

広告代理店（制
作担当）

取引先の様子 ・少ない予算の提案物件でも競合が多く、受注が決
まっても薄利のものが多いため、トータルではあまり
変わっていない。

新聞販売店［広
告］（店主）

受注量や販売量
の動き

・折込広告は、サービス業では前年を上回ったが流通
は10％以上減少し、全体では４％の減少となってい
る。

行政書士 受注量や販売量
の動き

・貨物の動きが変わらない。

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・消費税の増税目前で、住宅取得の動きがまだ続いて
いるようだが、所得水準は上がっていないため、効果
は一時的である。

その他サービス
業［ソフト開
発］（社員）

受注量や販売量
の動き

・受注のためのコンペで連敗している。原因は金額面
のみで、取引先では技術評価より金額基準のみで判断
しているようである。

その他サービス
業［広告印刷］
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・期待感はあったが、景気回復の動きはあまりない。

その他非製造業
［ソフト開発］
（経営者）

取引先の様子 ・相変わらず繁忙が続き、納期の遅延が起こってい
る。このような状態は久しぶりで、各社とも前向きに
取り組んでいる。この状態があと半年続けば、給与も
上げることができる。

やや悪く
なっている

紙加工品［段
ボール］製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・段ボール箱など梱包資材の受注量は前年比マイナス
である。同じ圏域の同業者の状況も同じくマイナス傾
向であることから、業界の景気も下向きである。

パルプ・紙・紙
加工品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・受注量、販売量が３か月前に比べて５～８％減少し
ているのに加え、原材料の値上げがあっても製品への
転嫁が難しく、採算が取れない。

出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・飲食店の広告掲載効果が上がらない。

窯業・土石製品
製造業（社員）

受注量や販売量
の動き

・前年度、１品種で当社の売上の25％を占めていた製
品がアメリカ製にほとんど切り替わってしまい、売上
が回復しない。対抗して試作品を出しているが、受注
に結び付いていない。

電気機械器具製
造業

受注価格や販売
価格の動き

・通信業界では、新たな設備投資が増えていることは
事実であるが、獲得競争の激化がみられ、発注側も厳
しい条件を提示するので、受注増、売上高増となって
も、利益拡大には繋がらない。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・ここ３か月くらいは徐々に回復傾向にあったが、８
月は１割程度減少している。

金融業（企画担
当）

取引先の様子 ・前年来の株高、円安により個人保有の資産価値が上
昇し、消費にも繋がっていたが、ここへ来てそれも停
滞し、個人の消費の動きが鈍くなってきている。

会計事務所（職
員）

取引先の様子 ・暦の関係でお盆休みが長期化したこと、猛暑が続い
たことなどにより、製造、建設需要が減少傾向にあ
る。株価は横ばい、ガソリン等は高値安定で、景気回
復への原動力に欠けている。成長戦略も案件だけで実
行性が乏しい。
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悪く
なっている

○ ○ ○

良く
なっている

人材派遣会社
（経営企画）

採用者数の動き ・エンジニア市場は依然として需要が強く、供給面
（人材獲得競争）では厳しい状況が続いている。

やや良く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・求職の登録者数が少し減少傾向にある。

人材派遣会社
（社員）

それ以外 ・派遣法改正の動き、「今後の労働者派遣制度の在り
方に関する研究会」の動向が影響する。

人材派遣会社
（支店長）

求人数の動き ・８月の求人数が、前年比で20％、３か月前比で40％
の増加となるなど顕著な回復が見られる。特に、テレ
マーケティング関連の求人が伸びている。

アウトソーシン
グ企業（エリア
担当）

求人数の動き ・国内の新車販売台数は前年比で減少であるが、為替
が円安傾向に進み、輸出台数の増加による生産増加に
伴い、求人数は上向き傾向である。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・ほとんどの業種で、前年同月と比べ新規求人の増加
がみられる。一方で新規求職は減少を続けている状態
である。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は増加しているが、製造業関連は横ばい
である。新規求職者については横ばいから若干の減少
で、有効求人倍率が改善してきている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数が増加しており、有効求人倍率も上昇し
ている。ただし、製造業においてはまだ求人が少ない
ので、本格的に良くなってきているとは言い難い。

民間職業紹介機
関（営業担当）

周辺企業の様子 ・取引関係にある企業、外郭団体、官公庁とのやり取
りでは、景気が上向きで、事業拡大や増員等という声
が、以前に比べて増加している。

変わらない 人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・求人をしても人がほとんど集まらない。集まったと
しても年齢が高く人材派遣には向かない、という状態
が続いている。

人材派遣会社
（営業担当）

周辺企業の様子 ・客からの引き合い数は伸びていないが、落ち込んで
もいないため、横ばいと感じる。

人材派遣会社
（営業担当）

それ以外 ・株価は13,000円台で伸び悩んでおり、生活者レベル
ではアベノミクスの効果を感じられない。

新聞社［求人広
告］（営業担
当）

周辺企業の様子 ・企業の設備投資の動きはみられず、求人需要も低調
である。

新聞社［求人広
告］（営業担
当）

雇用形態の様子 ・有効求人倍率は、非正規労働者の求人増加で上がっ
ている。好況感は一部の大手企業に留まっているた
め、波及効果はみられず、特に中小企業からは全く感
じられない。

民間職業紹介機
関（営業担当）

求職者数の動き ・前月に引き続き求人件数は徐々に上向いているもの
の、求職者の動きは前年とさほど変わらない。転職に
際しては、依然として慎重な姿勢がみられる。

やや悪く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・先月と同様、２～３か月前より悪く、例年に比べて
も良くない。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人数、求人倍率は、障害者の雇用率改定、消費税
増税に伴う駆け込み需要などの特殊要因で実態以上に
跳ね上がってしまっている。その傍らで小規模事業所
の廃業、倒産が増加している。

その他雇用［広
告代理店］（求
人広告担当）

雇用形態の様子 ・以前と変わらず、社員の募集でも、短期の契約社員
等の募集が多かったり、正社員であっても募集人員数
はわずかな場合がある。

悪く
なっている

－ － －

　６．北陸（地域別調査機関：一般財団法人北陸経済研究所）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）
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良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

一般小売店［精
肉］（店長）

来客数の動き ・今月は来客数が伸びており、それに伴いどの店舗も
売上が伸びているような感じである。

百貨店（売場主
任）

単価の動き ・高額商品の動向については、固定客及びフリー顧客
ともに好調に推移している。

スーパー（店
長）

競争相手の様子 ・前年同月に競合店が１店舗でき、前年同月比でみた
来客数の減少をこの１年間ずっと引っ張ってきたが、
１年が経過したことにより当該状況が改善され、今月
の来客数はやや良くなっている。

雇用
関連

(東海)

家計
動向
関連

(北陸)
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コンビニ（店
長）

お客様の様子 ・今月は気温が高く、例年よりも飲料及びアイスなど
の売上が極めて好調であった。飲料やアイス類は利益
率も高く、また、普段の購入品に併せて購入するケー
スが多いため、購入単価も上がり、売上全体が向上し
た。ただし、前年同月比で多少多かったのみであり、
天気が悪かったり気温が低かった場合には前年同月を
大きく下回っていた恐れも否定できない。

高級レストラン
（スタッフ）

販売量の動き ・お盆期間の暦が良く、後半も息切れすることなく推
移した。個人、法人及び旅行客の全ての来客数が微増
となった。

一般レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・８月の来客数については、前年同月と同様の販促活
動を実施せずに、前年並みの水準を達成した。

旅行代理店（従
業員）

単価の動き ・商品価値のあるものは高額でも購入している。

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 消費税率引上げにより、９月末までの工事請負契約に
ついては現行の５％が適用されるため、同月末まで駆
け込み需要があると想定している。

変わらない 商店街（代表
者）

販売量の動き ・秋物に変わったが動きが良くはなく、例年より悪い
状況にある。

一般小売店［事
務用品］（店
員）

販売量の動き ・売上見込みも少なく受注量が上がらないことに加え
て、ガソリン価格及び電気料金の値上げにより社内経
費を圧迫しているが、３か月前の状況とほとんど変わ
らない。

一般小売店［鮮
魚］（従業員）

販売量の動き ・良くも悪くもなく、３か月前と状況は変わらない。
売上は前年同月と同様であるが、これは質の良い新規
取引先を開拓できたことによると判断しており、当該
要因が無ければ前年同月を下回っていたと想定してい
る。

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・今月はフロアごとに数字のばらつきがあるが、お盆
期間中は、食品のフロア以外は前年同月に対して多少
不足している状況であった。なお、アパレル関係につ
いてはお盆期間中も厳しい状況にあり、予算に対して
多少不足しているが、前年同月は確保している状態に
ある。

スーパー（店
長）

単価の動き ・例年も同様のパターンであるが、お盆を境に客の買
上単価が上がっておらず、今年は前年同月より残暑が
短く秋の季節が早いことなどにより例年よりも伸びて
いない状況にあるが、客単価についてはほとんど変わ
らない状況にある。

スーパー（総務
担当）

来客数の動き ・今年の旧盆の帰省の動きは８/10から８/17ごろまで
と長期化したため、この期間の売上高は前年同月を上
回ったが、月間ではほぼ前年同月並みになっている。

スーパー（総務
担当）

お客様の様子 ・来客数及び１人当たり買上点数は前年同月並みであ
り、また、お盆期間中のオードブルやギフトの受注に
ついては前年を多少上回る状況であった。なお、目
立った状況は盛夏商品が好調であったぐらいであり、
トレンドは変化していないと考えている。

スーパー（統
括）

お客様の様子 ・今月は当地ではお盆時期により、帰省して家族で集
まる客を対象に商売を行った。なお、これまでは「必
要最低限」や「買い控え」といった様子が客にみられ
たが、今年のお盆については多少高価な物や良いもの
を、また、量についても前年より多少多く買うように
なってきており、良い状況が続いている。

コンビニ（店舗
管理）

販売量の動き ・例年、猛暑の場合は売上が増加する傾向にあった
が、本年はビールを中心とした酒類やチルド飲料の売
上が前年同月を大きく下回るなど、低迷状態が続いて
いる。

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・暑い夏が続いているが、なかなか買上率も単価も上
がらず、客の慎重な姿勢は変わらない。

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・今年の８月の売上は、前年同月と比べると10％程度
悪い状況に終わると想定している。客の動向について
は、価格の高い物や多数の商品を購入することは無
く、特段変わった様子はみられないが、様々な商品の
購入の動きがみられてきている。ただし、状況として
は３か月前とほとんど変わらない。

家電量販店（店
長）

販売量の動き ・猛暑の影響によりエアコンの販売数量は前年同月よ
り1.5倍の伸びがみられたが、全体としては前年同月
と変わらない状況にある。

家電量販店（管
理本部）

来客数の動き ・ここ数か月、前年同月と比較した来客数の低下傾向
が続いている。
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乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・発表前から新型車の予約の受注は増えてきている
が、全体の販売量は変わらない。

乗用車販売店
（役員）

販売量の動き ・業界全体では前年同月のエコカー補助金効果を補う
ことができず、前年同月比10％前後の減少を余儀なく
されている。ただし、新車の受注及び販売ともに計画
をクリアしており、新型車効果の影響と感じており、
３か月前とほとんど変わらない状況にある。

自動車備品販売
店（従業員）

単価の動き ・前月に引き続き、来客数も単価も前年同月から比べ
て減少している。なお、車両メンテナンス履歴も伸び
メンテナンス費用は変動していないが、他の商品では
出費を抑える傾向にある。全体としては３か月前の状
況とほとんど変わらない。

住関連専門店
（店長）

販売量の動き ・必要なものは購買するが、それ以外のものはなかな
か購買に結び付かない。特に30代～40代の客はなかな
か動かない。一方、60代の客は購買意欲がまだあると
感じられる。

その他専門店
［酒］（経営
者）

来客数の動き ・今年の８月の旧盆などはどちらかといえば飛び入り
客が結構あったのだが、それも下旬にはかなり減って
しまい、本当に景気の底をさまよい歩いているという
状態である。

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（経営
者）

単価の動き ・仕入れが上がった時点で一度価格は値上げをする
が、多少時間が経過した後、他店の安い価格に合わせ
て値下げしており、３か月前の状況とほとんど変わら
ない。

その他専門店
［医薬品］（総
務担当）

来客数の動き ・猛暑の影響により来客数については午後の時間帯が
少なく頻度も減少傾向にあるが、全体としては３か月
前の状況とほとんど変わらない。カテゴリー別におい
ては、医薬品及び化粧品の売上は前年同月割れ、防虫
関係及び飲料は好調に推移しているが、省エネグッズ
は前年同月ほどの勢いは無い。

その他小売
［ショッピング
センター］（統
括）

販売量の動き ・初夏の頃は堅調さがあった冷房家電や夏物衣料の販
売量が、例年同月と比較して同程度にまで落ち着いて
しまった状況にある。なお、消費税率引上げ前の駆け
込み需要は大きくみられない。

観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・夏休み期間中、家族連れを中心に例年並みの来客数
があった。

観光型旅館（ス
タッフ）

来客数の動き ・今月の総売上は前年同月比93％、宿泊人数は同
98％、宿泊単価は同103％となった。なお、今月の宿
泊人数は、前年同月に比べ団体客が大幅に減少し、個
人客は115％となったが、団体客の減少分をカバーで
きなかった。また、個人客のウエイトが増えたため、
宿泊単価が上昇した。

都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・前年同月のような大型のコンベンションや大会が無
く、宿泊及びレストランは苦戦、宴会が好調に推移
し、全体としては微増している。

都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・７月から８月まで、宿泊については日本人が減少し
ている一方外国人が増加しており、総じて前年同月並
みである。なお、宴会やレストランについては、人数
や件数の減少が続いている。また、消費税率引上げの
駆け込み需要もみられず、３か月前とほとんど変わら
ない状況にある。

タクシー運転手 来客数の動き ・今月は特に猛暑により外出を避けたため、タクシー
利用客は少なかった。花火大会や歩行者天国の時は人
出があり当該利用客もあったが、そのほかは人出が少
なく、結果的には３か月前の状況と変わらない。

タクシー運転手 販売量の動き ・配車を断るのが大変であった時期は大雨時のみであ
り、３か月前とほとんど変わらない状況にある。

通信会社（職
員）

お客様の様子 ・最近のガソリン代の値上がりが影響していることな
どにより、客に積極的な動きがみられない。

通信会社（役
員）

販売量の動き ・大手通信事業者によるインターネット契約に対する
新たな割引制度が登場し、競合がさらに激しくなって
いることにより新規獲得件数に影響を及ばしている
が、３か月前とほとんど変わらない状況にある。

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・夏モデルの販売も落ち着き、全体的な販売数も落ち
込んできているが、３か月前の状況とほとんど変わら
ない。

通信会社（役
員）

お客様の様子 ・新規加入や既存加入者の増設及び解約の状況が３か
月前とほとんど変わらない。
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テーマパーク
（職員）

来客数の動き ・前年同月比でみてもほぼ横ばいの状況にあり、ま
た、３～４か月前の状況からみても、ほぼ同水準の動
きである。

その他レジャー
施設（職員）

お客様の様子 ・最大の山場の夏の販促が終わったが、予定の会員数
の増加につながらず、３か月前の状況とほとんど変わ
らない。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・来客数が相変わらず前年同月比でマイナスとなって
おり、同業者も同じ傾向にある。状況としては、３か
月前とほとんど変わらない。

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・来場者数は徐々に減り始め回復の兆しがみられず、
商談件数も併せて下降気味になってきている。状況と
しては、３か月前とほとんど変わらない。

住宅販売会社
（従業員）

来客数の動き ・動いている客の大部分が消費税率引上げ前の駆け込
みに起因している。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・郊外のショッピングセンターでは売上は前年同月実
績を維持しているようだが、高額品を取り扱う街中で
は、来店を促しても暑さで外に出られないなどの反応
が多く、例年より売上及び来客数ともに、お盆の盛り
上がりが今一つ無かった。

一般小売店［書
籍］（従業員）

お客様の様子 ・一部を除き、市場としては景気が良くなっていると
は感じられず、節約を意識している客が多いように見
受けられる。

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・８月は猛暑により涼感的な寝具関係は非常に売れた
が、その反面、火を使う調理は敬遠しがちであり、鍋
やフライパンなどのキッチン用品は非常に低迷した。
全体としては、客は価格ではなく必要かつ付加価値の
高い物といったかなり絞り込んだ購買行動をしてお
り、３か月前よりやや悪くなっている。

百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・優待会を開催しても猛暑や水害の影響もあるため
か、電話やメールの呼び掛けを行っても来客数が伸び
悩んだ。

百貨店（一般顧
客訪問担当）

販売量の動き ・一部でアベノミクス効果がみられるものの、一般庶
民については先行き不透明の動きがみられ、購買意欲
も低下している。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・競合店の影響はまだ続いており、来客数は大きく落
ち込んでいる。

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・近くに競合店が出店したことにより、売上について
は前年同月比94％位に落ち込んでいる。なお、８月中
旬を過ぎてからのゲリラ豪雨や低温傾向の影響もあ
り、飲料の伸びがみられず、粗利率も前年同月を下
回っている。

衣料品専門店
（総括）

お客様の様子 ・例年この時期は夏物がメインだが、先物買いの客が
秋物を購入する頻度が増えていく傾向にあるが、今年
の場合は気温などの影響もあり、夏物ばかりが売れて
おり、３か月前よりやや悪くなっている状況にある。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・新車及び中古車の販売台数はほぼ当初の計画台数を
クリアしているが、車検及び修理などの売上は計画を
かなり下回っており、３か月前よりやや悪くなってい
る。

乗用車販売店
（経理担当）

販売量の動き ・８月の車の販売量は前年同月比66％であったが、今
年５月の車の販売量は同91％であり、３か月前と比較
するとやや悪くなっている。

旅行代理店（従
業員）

それ以外 ・夏休みの繁忙期にもかかわらず、猛暑により出足が
止まり、売上が増加しなかった。また、天候不順によ
る運輸機関の不通や運休により、払い戻しや旅行中止
に至り、売上の減少に至った。

競輪場（職員） 販売量の動き ・年に一度の地元記念レースがあったため、３か月前
と比べ１日当たりの売上平均額、入場者数ともに増加
しているものの、前年同月の地元記念レースと比較す
ると売上額は12％減であった。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・消費税率引上げの駆け込み需要がまだあると思って
いたが、当該引上げがどのようになるか分からない状
況になったため、客の動きも悪く販売量も前年を下
回った。

悪く
なっている

スナック（経営
者）

来客数の動き ・当店は客層の年齢が高いため、天候不順の影響もあ
り出入りも少ない。また、個人経営者からは決して良
くない話も聞かれ、実態は悪い気配を感じる。

良く
なっている

－ － －企業
動向
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やや良く
なっている

繊維工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・用途を問わず全体的に、受注状況がやや良くなって
いる。

プラスチック製
品製造業（企画
担当）

受注量や販売量
の動き

・主軸である住宅市場においては、消費税率引上げの
影響により駆け込み需要が少し出てきていることによ
り、当社においては受注量が増えてきている。

一般機械器具製
造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・３Ｄプリンターが話題になっており、当社の機械が
注目を集め、受注が出てきている。

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・８月の受注工事はある程度あったが、厳しい競争に
より採算性が悪い工事があり、また、現在施工中の工
事においては交通誘導員を確保できないため、工事を
中断せざるを得ない現場が存在することにより、実際
は大喜びできる状況ではないが、気分的には景気が上
向いていることにより、３か月前と比べてやや良く
なっていると感じる。

建設業（総務担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・低価格による受注業者が多少あるものの、消費税率
引上げ前の発注工事も加わり、全体では各業者とも施
工能力が手一杯の状況にあり、受注価格は改善傾向で
推移している。

輸送業（配車担
当）

取引先の様子 ・来年からの消費税率の引上げの流れにより、住宅関
連の物量に顕著な動きがみられ、それに伴い物量が増
大している。

金融業（融資担
当）

取引先の様子 ・繊維機械業の工場がフル稼働するなど、輸出企業の
業績が改善している。

司法書士 取引先の様子 ・マンションの売買や住宅新築の好調が続いている。
変わらない 食料品製造業

（役員）
受注量や販売量
の動き

・全体的に販売量及び販売価格ともに、ここ数か月は
横並びの状況が続いており、変化が無いと思われる。

繊維工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・受注についてはまだ厳しい状況が続いており、回復
感を持つに至っていない。

化学工業（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・現在の受注量が、直近３か月間高水準で推移してい
る。

精密機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・産地全体としては材料のサプライヤーや外注加工先
からは依然として非常に厳しい状況が伺える。ただ
し、当社は３か月前と比べ、生産量は多少少なくなっ
たもののそれなりの受注を確保しており、全体として
は３か月前とほとんど変わらない状況にある。

輸送業（配車担
当）

受注量や販売量
の動き

・荷動きは改善されつつあるが、軽油価格などの輸送
コストも増加しており、良くはなっていない。

やや悪く
なっている

金融業（融資担
当）

取引先の様子 ・前年同月より状況は良いが、最近停滞状態にあるこ
とから多少悪くなってきているという客の発言や、月
次の損益の状況により、３か月前よりやや悪くなって
いるとの認識である。

不動産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・同業者に聞くと、良くなっていると悪くなっている
との意見が半々であったが、当社については３か月前
よりやや悪くなっていると認識している。なお、今後
は特に個人客がかなり少なくなっていくという意見が
多かった。

税理士（所長） 受注量や販売量
の動き

・８月はお盆休みを長く取得しやすい曜日配列の影響
もあり、お盆前から下請け企業においては元請けから
の仕事が多少減少している。なお、消費関係につなが
るものについては個人の給料があまり上がっていない
ことも反映して伸びておらず、輸出関係についても同
様の状況にある。また、公共工事については受注はあ
るが価格が厳しいことと人手不足によりなかなか工事
が進まないことにより、全体的に閉塞感が感じられ
る。

悪く
なっている

－ － －

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・前年同月に比べて、求人の件数が増えている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人が増加しており、有効求人もそれに伴い増
加している。懸念していた製造業の求人も増加傾向と
なってきたため、景気は回復傾向と思われる。なお、
派遣求人の増加幅が最も大きくなっており、かつてた
どった道を再びたどる可能性がある。

関連

(北陸)

雇用
関連

(北陸)
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職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は製造業においては前年同月比42.9％、
建設業は同24.4％、医療福祉は同10.6％増加し、一
方、卸売業及び小売業では同4.3％減少し、全体では
同15.5％の増加となった。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・一部の産業で求人数が減少しているが、全体的には
求人数が増加している。

変わらない 人材派遣会社
（役員）

求人数の動き ・最近の有効求人倍率は２～３年前の前年同月比を上
回っているものの、専門職の成約数は少なく、派遣の
成約についても同様の状況となっている。

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・求人数を前月と比較すると、数十名単位の大量募集
がある業種も発生しているが、応募者数が少なくミス
マッチの割合も多く、３か月前の状況とほとんど変わ
らない。

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・１回当たりの掲載件数がほとんど変わらない状況に
ある。

民間職業紹介機
関（経営者）

求人数の動き ・人材紹介及び派遣とも受注数に大きな変化は無く低
迷している。景気が良くなっている実感が無い。

学校［大学］
（就職担当）

求人数の動き ・企業の採用担当者の声からも、求人数の増加は無
く、今後も変わらないと思われる。

やや悪く
なっている

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・８月の求人広告の売上は、前年同月に比べ８割であ
る。

悪く
なっている

－ － －

　７．近畿（地域別調査機関：りそな総合研究所（株））
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・夏らしい天候に恵まれ、海水浴に来る客が増えてい
る。

やや良く
なっている

百貨店（マネー
ジャー）

販売量の動き ・中所得層の客を対象に高額品（時計、宝飾）が売れ
出している。

百貨店（商品担
当）

お客様の様子 ・セール品の動きが良い。特に、お中元の解体セール
などの、元の価格が分かっていてお得な商品の売行き
が大変良い。

コンビニ（経営
者）

単価の動き ・相変わらずプレミアム商品とファストフードの売上
が好調で、客単価が上昇傾向にある。

家電量販店（経
営者）

販売量の動き ・猛暑によりエアコンや冷蔵庫の売上が良く、消費税
の増税を控え、リフォームや太陽光発電関連の引き合
いも多い。

家電量販店（管
理担当）

来客数の動き ・消費税増税前の駆け込み需要と思われる動きがあ
る。

乗用車販売店
（販売担当）

お客様の様子 ・消費税は増税となる可能性が高く、客からも増税前
に購入したいという声をよく耳にする。

住関連専門店
（店長）

お客様の様子 ・高額商品やオーダーメイド商品への客からの問い合
わせがあるほか、熱心に商品説明を聞いてくれる客が
増えている。

観光型ホテル
（経営者）

お客様の様子 ・夏休みということもあり、家族連れの宿泊客が多
く、人出が多いように感じる。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・夏休み中の客単価に上昇はみられないが、申込数、
稼働率、来客数は例年を大きく上回っている。これは
当館だけではなく、地域全体でも同じような傾向であ
る。

観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・エステといった、高額商品、高付加価値のぜいたく
品、サービスが動き出している。

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・今月の宿泊は、国内観光客を中心に活発化し、前年
を大きく上回っている。１室単価も上がり、稼動・収
入共に伸びている。ただし、朝食や夕食の利用率は大
きく下がっており、旅行費用としての総額は抑え気味
の様子である。一方、宴会はオフシーズンであるが、
企業関連が伸びてきている。

都市型ホテル
（総務担当）

単価の動き ・宿泊の客室稼働率は、依然として高水準を保ってい
る。以前からのビジネス客に加え、観光客の需要も増
加したことにより、販売単価も高水準で推移してい
る。

旅行代理店（店
長）

お客様の様子 ・国内の客が増えており、単価よりも件数が上向いて
いる。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・欧州方面の受注が好調である。

タクシー運転手 競争相手の様子 ・８月は酷暑でタクシーを利用する客が増えている。

家計
動向
関連

(近畿)
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タクシー運転手 お客様の様子 ・流しの営業では、平日と土日の差はあるものの、猛
暑の影響で客の乗車機会が増えており、営業収入も増
えている。また、大手企業によるハイヤー予約も増加
している。

通信会社（社
員）

販売量の動き ・例年の夏に比べて、販売の落ち込みは少ない。

その他レジャー
施設［イベント
ホール］（職
員）

来客数の動き ・場内のレストランや売店も売上を伸ばしている。

その他サービス
［保険代理店］
（経営者）

お客様の様子 ・購買意欲が高まっているのは経済的に余裕のある層
であるが、少しずつ一般の人の間でも先行きへの期待
が高まり、資産購入などが検討され始めている。オリ
ンピックの東京開催が決定すれば、景気が良くなるこ
とは間違いなく、期待している企業、個人は多い。

住宅販売会社
（経営者）

単価の動き ・土地の売出価格が、強含みの値段設定になってきて
いるように感じる。

住宅販売会社
（従業員）

競争相手の様子 ・新築分譲マンションの販売が各社好調に推移してい
るため、新規事業用地の取得意欲が非常に高く、土地
の取得競争が激しくなっている。

住宅販売会社
（総務担当）

販売量の動き ・消費税増税を見込み、契約量が前年同月比で10％ほ
ど増えており、やや好調である。ただし、増税後の予
想が立たない。

その他住宅［展
示場］（従業
員）

来客数の動き ・８月の住宅展示場への来場数は、前年比で２割増と
なっている。

変わらない 商店街（代表
者）

お客様の様子 ・天候不順により大型施設へ客が流れている。地元企
業ではボーナスの出なかったところが多く、財布のひ
もが固い。

商店街（代表
者）

販売量の動き ・日々の売上が前年を超えることは少ない。明らかに
オーバーストア状態である。

一般小売店［事
務用品］（経営
者）

販売量の動き ・アベノミクス効果で販売も上向くかと期待された
が、まだまだ実感を持って上向きといえる材料がな
い。

一般小売店［精
肉］（管理担
当）

販売量の動き ・一般小売では、日常の買い回り品の動きは一貫して
活発化していないと感じる。外国人客がレストランで
増えているケースはあるが、お盆の帰省に伴う消費は
減少傾向にある。自宅でごちそうを食べるよりも、外
食で済ませるパターンが増えているのかもしれない。

一般小売店［衣
服］（経営者）

販売量の動き ・夏物の売行きが悪い。バーゲンも終わり、秋冬物に
移行し始めるこの期間がしのぎにくい。

一般小売店［野
菜］（店長）

お客様の様子 ・相変わらず消費者の動きは良くなっていない。

一般小売店
［花］（店長）

販売量の動き ・暑さのせいで、販売量や客単価が悪化している。

一般小売店
［酒］（社員）

販売量の動き ・客単価、来客数が上向いている。セールに関して
も、大幅な値引きがなくても引き合いが増えている。
輸入商社のため、円安による価格上昇もあるが、特に
影響は感じていない。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・今月の売上は前年を上回っているが、目標は未達の
見通しである。夏物商品の一部で品切れが生じるな
ど、好調なアイテムもあるが、バーゲン以外の商品に
ついては動きが鈍い。また、高額品についても目標を
達成できていない。一部のブランドを除き、客の不要
不急の商品に対する購買は、積極的とは言い難い状況
である。

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・３～７月までの累計売上は、前年比で2.4％ほど増
えたが、今月は前年を下回っている。酷暑の影響も考
えられるが、やはり婦人衣料を中心に身の回り品の売
行きが悪い。

百貨店（企画担
当）

販売量の動き ・来客数が大きく伸びているのに対し、売上の伸び率
が低い。

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・猛暑の影響で来客数が減り、店頭売上は低迷してい
る。一方、来月の始めに値上げされる高級ブランド品
の駆け込み需要などで、高額品の売上は好調である。

百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・食料品は堅調であるが、衣料品の動きが鈍い。
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百貨店（サービ
ス担当）

お客様の様子 ・先月と同様に来客数の増加傾向に変化はなく、順調
に推移している。特に、お盆期間のレストラン街への
来客が増加し、家族連れで外食する動きが増えてい
る。また、宝飾、時計の高額商品は好調に売れてい
る。

百貨店（商品担
当）

販売量の動き ・新規オープンした施設への客の流れは変わらず、売
上も増加している。既存店舗の売上は多少の増減はあ
るものの、以前と大きくは変化していない。

百貨店（販促担
当）

来客数の動き ・今月も来客数が低迷している。猛暑や豪雨といった
天候要因のほか、競合状況の影響も大きい。購買動向
については、引き続き必要な物だけを厳選し、低価格
でも余分に買う動きは少ない。

百貨店（売場マ
ネージャー）

お客様の様子 ・株価が下がり、消費税増税の実施の可能性が連日報
道されるなかで、価値のある商品は売れているが、本
当に必要になってからの購入が目立つ。ただし、食品
は高価格帯でも売行きは堅調である。

百貨店（外商担
当）

販売量の動き ・海外ブランド品や高級宝飾品、時計は依然として好
調に動いているが、婦人、紳士衣料品が低調であり、
本格的な消費の回復には至っていない。

スーパー（店
長）

単価の動き ・まだすべての人にアベノミクスの効果が及んでおら
ず、来客数が回復しても単価は低めであるなど、景気
の回復は感じられない。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・お盆商戦は堅調であったものの、季節品の最終販売
については例年よりも弱い。また、高い気温が続いた
ことで秋物の動き出しも鈍いのが現状である。

スーパー（経理
担当）

販売量の動き ・猛暑が続いているが、夏物商品の売行きは息切れ気
味である。ゲリラ豪雨の影響も多少あり、売上は小康
状態となっている。

スーパー（広報
担当）

単価の動き ・日常生活における必需品の需要には、大きな変化は
みられない。１人当たりの客単価もほぼ横ばいであ
る。

スーパー（企
画）

単価の動き ・アベノミクスによる株高などで、高額品の購入が増
えているようだが、食品や家庭用品などの消耗品につ
いては、単価の上昇がみられない。むしろ財布のひも
が固くなっている気配もある。

スーパー（社
員）

来客数の動き ・今夏は天候に恵まれているうえ、気温の高い日が多
く、夏物商材（飲料、めん類、肌着、総菜全般）の動
きは例年以上に良い状況が続いている。ただし、気温
の高い昼間の時間帯は、来客数の伸び悩みが続いてい
る。

スーパー（販売
担当）

お客様の様子 ・客の様子をみていると、広告初日の目玉商品や、低
価格を強調した商品を買い回っており、そのほかの通
常商品はかごに入れず、安い商品だけを購入する。

コンビニ（店
長）

お客様の様子 ・気温が高いので、アイスクリームやソフトドリン
ク、アイスコーヒーをはじめ、冷たいめんなどの購入
頻度が増えているが、全体としては例年とあまり変わ
らず、特に客の様子に目立った変化はみられない。

コンビニ（店
員）

販売量の動き ・厳しい暑さのなか、夏物商品の売行きは好調であっ
たが、全体的な販売量は前年と変わらない。

コンビニ（広告
担当）

来客数の動き ・猛暑の影響もあるかもしれないが、来客数の大きな
動きがみられない。

衣料品専門店
（販売担当）

お客様の様子 ・紳士服の買い控えが増加している。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・不安定な世の中になっている。

乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・お盆休みがあるので売上目標もそれほど高くなく、
90％は達成している。

乗用車販売店
（営業企画）

単価の動き ・単価の動きは良くなっているが、来客数が伸び悩ん
でいる。

乗用車販売店
（販売担当）

販売量の動き ・３か月前と比べても販売量に変化がなく、イベント
での受注も通常の15％減で推移している。

その他専門店
［宝石］（経営
者）

お客様の様子 ・株価が弱含みで、ＴＰＰや消費税の問題もあり、先
行きが不透明である。

その他専門店
［医薬品］（経
営者）

お客様の様子 ・８月15日が中間決算日であるため、販促の強化を
図った。前期比で来客数が３％、買上点数が２％増
え、特によく動いた商品はカウンセリング化粧品と
なっている。
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その他専門店
［食品］（経営
者）

販売量の動き ・販売量は前年と変わらない。

その他専門店
［宝飾品］（販
売担当）

お客様の様子 ・来客数が少なく、特に購買意欲を感じる客の来店が
少ない。

その他専門店
［スポーツ用
品］（経理担
当）

販売量の動き ・株価の上昇も一段落し、沈滞ムードとなっている。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・お盆前後の猛暑期はやや静かであったが、それ以外
は盛況となっている。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・急激な気温の上昇や集中豪雨が、客足を遠のかせて
いる原因とはいいたくないが、いわざるを得ないほど
の異常気象である。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・暑過ぎて人通りが一段と少なく、近くの商店街では
高齢者はほとんど見かけなかった。暑過ぎてか、昼間
からビールを注文する客が多く、アルコールの売上が
伸びている。

一般レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・関西地区も２年前比では堅調であるが、他地域に比
べると低調な状況である。特に、大阪市内は100％を
下回っており、他の大都市に比べると良くない。

一般レストラン
（店員）

来客数の動き ・この１か月は毎日ほとんど変わりなく、平均的な動
きをみせている。

その他飲食
［コーヒー
ショップ］（店
長）

来客数の動き ・直近は来客数の増減がほとんどなく、景気が良いと
は感じられない。

都市型ホテル
（支配人）

来客数の動き ・参議院選挙が終わり、景気の見通しが少しははっき
りすると予想していたが、先行きは不透明である。８
月の異常気象や、電気料金の引上げ、円安による輸入
品の高騰による収益の圧迫など、明るい見通しはな
い。消費税増税の結論が出る９月ごろまでは、現状の
ままで推移する。

都市型ホテル
（マネー
ジャー）

来客数の動き ・宿泊部門は好調な海外からのインバウンド客に支え
られて前年を上回り、レストラン部門も来客数の増加
により堅調に推移している。ただし、宴会部門は特に
法人の利用が伸びずに苦戦しており、全体では前年を
若干超えた程度である。

都市型ホテル
（客室担当）

来客数の動き ・客室部門は売上が前年同月比で12％増と好調に推移
しているが、レストラン部門は新規オープンした商業
施設の影響を受け、前年よりも大きく落ち込んでい
る。

旅行代理店（広
報担当）

お客様の様子 ・消費税率の引上げ議論が目立つようになり、客の目
が耐久消費財の買換えに向かいつつある。夏休みの海
外旅行の間際申込は今一つ盛り上がらず、お金をため
ておくという客も多い。

タクシー運転手 お客様の様子 ・夏休みの影響もあり、子どもたちと遊びに行く際に
利用されている。また、連日の猛暑で、昼間は短距離
の利用もみられるほか、突然の雨でも使われるが、夜
の街については動きが鈍い。

タクシー運転手 お客様の様子 ・公共交通機関を利用する人が多い。
通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・世間では景気が上向いているとの話を聞くが、販売
量や価格に対する効果がまだ感じられない。

遊園地（経営
者）

来客数の動き ・営業努力の問題でもあるが、来園者数の動向はほぼ
前年並みで、目立ったプラスは見受けられない。

競輪場（職員） 単価の動き ・今月の客単価は9,402円と、３か月前の9,433円と大
きく変わらないが、先月、先々月と比較すると悪く
なっている。

競艇場（職員） 単価の動き ・単価の動きに大きな変化はない。
その他レジャー
施設［飲食・物
販系滞在型施
設］（企画担
当）

来客数の動き ・海外からの観光客は好調であるが、猛暑による出控
えもあるようで、天候の割には来客数が伸びない。

美容室（店員） 販売量の動き ・カットの客が多く、パーマやカラーは周期が長く
なっている。
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その他サービス
［ビデオ・ＣＤ
レンタル］（エ
リア担当）

販売量の動き ・夏休みがある８月は、通常月よりもレンタル需要が
伸びる時期であるが、前年の水準を上回っている。ま
た、それ以上に書籍売上も好調であるが、これは前年
が悪過ぎた反動もある。

住宅販売会社
（従業員）

それ以外 ・効果的な経済政策が打ち出されておらず、今のとこ
ろは景気が上向く兆しはない。

その他住宅投資
の動向を把握で
きる者［不動産
仲介］（経営
者）

それ以外 ・一般消費者の所得の増加がみられない。

その他住宅［情
報誌］（編集
者）

お客様の様子 ・今年前半の上向き傾向と比較すると、停滞感が出て
きている。新築マンションの販売状況は好調に推移し
ているものの、モデルルームへの来場数については、
消費税増税前の駆け込み感はそれほど大きくない。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・当商店街では高齢者の客が多いが、今年の夏は猛暑
のため来客数が激減している。

一般小売店［鮮
魚］（営業担
当）

来客数の動き ・酷暑の影響もあるが、客の出足が非常に鈍い。

一般小売店［菓
子］（経営企画
担当）

販売量の動き ・８月と５月の売上前年比を、各地区別に上位５店舗
の平均でみると、関西は８月が84.5％で、５月が
90.2％、関東は８月が92.7％で、５月が102.0％、中
部は８月が95.9％で、５月が89.4％、中国は８月が
90.6％で、５月が99.9％となり、各地区合計の平均は
８月が88.5％で、５月が93.2％となっている。８月に
入ってからは非常に悪い。猛暑での一時的な現象と考
えられるが、依然として厳しい状態には変わりなく、
回復傾向に転じることはもちろん、前年並みに回復す
ることさえ難しい。

一般小売店［衣
服］（経営者）

来客数の動き ・天候が悪かった影響もあり、来客数が少なく、前年
よりも売上が悪い。

一般小売店［雑
貨］（店長）

それ以外 ・販売量が減っているため、３台設置されていた自動
販売機が１台撤去され、２台になっている。

一般小売店［菓
子］（営業担
当）

販売量の動き ・夏物商品の贈答品の販売量が芳しくなく、今月も売
上が低迷している。

百貨店（企画担
当）

競争相手の様子 ・円安に伴う外国人客を対象とした売上増加や、外商
顧客を中心とする高額品売上の増加は継続しているも
のの、昨年からの梅田地区での百貨店リニューアルや
商業施設の開業、阿倍野地区での商業施設の先行開業
など、競合環境の厳しさがボリュームゾーンの売上に
影響を与えており、前月に続いて今月も減収の見通し
となっている。

百貨店（売場マ
ネージャー）

来客数の動き ・うだるような暑さや、連続真夏日の記録、突発的な
豪雨などで、消費者の購買意欲が薄れてきている様子
がうかがえる。時計などの高額品の動きはまだ落ちて
いない様子であるが、中所得層以下の世帯の消費マイ
ンドは厳しい。

百貨店（店長） 単価の動き ・今月に入って、来客数や購買単価が急激に落ち込ん
できている。

スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・今月は月初めから中頃の20日過ぎまで、毎日非常に
暑かった。客は食料品を買うのもうんざりしており、
できるだけ早く調理できて、すぐに食べられる食材し
か売れない。

スーパー（店
長）

単価の動き ・猛暑に加え、電気料金の引上げ、猛暑や豪雨による
野菜の高騰、円安による輸入関連食材やガソリンの値
上げなどが、賃金の上昇前に起こり、増えかけていた
高付加価値商品の動きが抑制されている。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・来客数の減少が続いている。猛暑に耐え切れなく
なった客の動きで、エアコンなどは好調であるが、そ
れ以外は余分に買物する気配がない。

スーパー（企画
担当）

単価の動き ・前年比でみると来客数よりも売上の落ち込みが大き
く、客の買い回り傾向が強まっている。

コンビニ（経営
者）

単価の動き ・盆休みが長かったので販売単価が下がり、盆休み明
けの売上も前年比で約５％減少している。

衣料品専門店
（経営者）

単価の動き ・客単価が昨年よりも下がっている。
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家電量販店（企
画担当）

来客数の動き ・猛暑日が続き、夏商戦のエアコンは販売に結びつい
た一方、11～16時は熱中症防止で外出を控える人が多
くなっている。

乗用車販売店
（経営者）

お客様の様子 ・３か月前と比較すると、客が株や不動産などの話を
しなくなった。アベノミクスで調子の良かった景気
が、少し落ち着いてきた感がある。

その他小売［イ
ンターネット通
販］（企画担
当）

お客様の様子 ・連日猛暑が続き、冷感寝具や夏物衣料などの暑さを
和らげる商材に期待したが、既に行き渡ってきたため
か、目立った動きはみられない。

一般レストラン
（経理担当）

お客様の様子 ・地元での祭事やイベントの際は、かなりの人出があ
る一方、普段の動きはかなり悪い。買物する場所を
絞って、回数を減らしているようである。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・イベントを行った先月に比べ、来客数がかなり減少
している。

旅行代理店（経
営者）

販売量の動き ・国内旅行は関東のテーマパークや神社関連が大きな
話題で、昨年を上回る動きが継続しているが、海外旅
行は中国や韓国、台湾、香港向けが良くないほか、円
安の影響もあり、昨年を下回っている。

テーマパーク
（職員）

来客数の動き ・猛暑やゲリラ雷雨など、外出する気を失わせる要素
が大きく影響していると感じる。

パチンコ店（店
員）

それ以外 ・消費税増税の話をする客もみられるが、少しでもお
金をためておかなければと、店から足が遠のいている
気がする。

美容室（店長） 販売量の動き ・ボーナスが増えたという客はほとんどおらず、商品
のまとめ買いもほとんどなくなっている。

住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・建築関係の駆け込み需要はあるが、建材や手間代な
どが上がっており、成約しにくくなっている。価格上
昇に顧客がついてこられない状態である。

悪く
なっている

一般小売店［時
計］（経営者）

来客数の動き ・毎日40度近い気温で来客数も少なく、店舗の前を通
る人もあまりみられないなど、今夏の暑さの異常さを
感じた。また、雨の予報もないのに突然の大雨となる
など、気象要因に振り回された１か月となっている。

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・この夏の気温が異常に高かったこともあるが、電気
料金やガス料金の値上げなどで財布のひもが固くなっ
ている。プロモーションをかけても反応が鈍い。

観光型旅館（経
営者）

単価の動き ・前年と比べても、来客数、客単価共に落ち込んでい
る。特に、売店などは客の購買異欲も弱く、物販品の
動きも悪いため、２～３か月前と比べると客単価が約
３％落ちている。

良く
なっている

その他サービス
業［店舗開発］
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・猛暑効果により、飲料（ソフトドリンク、アルコー
ル）、制汗剤（スプレー、シート）は大幅な売上増と
なっている。また、今年は例年になく家族連れの旅行
客でにぎわった影響で、お土産、菓子の売上が好調で
ある。

やや良く
なっている

金属製品製造業
（管理担当）

受注量や販売量
の動き

・受注量が増えているため、派遣スタッフを増員して
いる。残業時間も増えてきている。

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・消費税増税の動向ははっきりしないが、増税される
前提での土地売買や太陽光発電の設置計画などがあ
り、先月よりも少し上向きになりつつある。

金融業［投資運
用業］（代表）

それ以外 ・米国の株価上昇や円安、米国の量的緩和策の縮小延
期による影響はほぼない。

広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・広告出稿の検討から出稿までの決断が早くなってお
り、件数も増えてきている。

コピーサービス
業（店長）

受注価格や販売
価格の動き

・客単価や来客数が以前よりも上向いており、一見す
ると良くなっているように感じるが、不安定な日も多
く、油断できない状態である。

変わらない 食料品製造業
（営業担当）

受注量や販売量
の動き

・今月下旬ごろからの若干の気温低下に伴い、飲料水
の受注量が上旬に比べて減少している。得意先の小売
店での販売動向も減少傾向となっている。

食料品製造業
（経理担当）

それ以外 ・相変わらず安い商品しか売れていない。

繊維工業（団体
職員）

受注量や販売量
の動き

・受注は、昨年並みから若干増えた感じであるが、電
気料金の値上げなどによるコスト増加分の転嫁がまだ
できていない。

繊維工業（総務
担当）

取引先の様子 ・催事での売上が通常よりも20％減少している。注文
が半分以下となり、値段が安いだけでは売れず、付加
価値のある商品が主流となっている。一見すると良い
傾向にみえるが、購入客だけの統計なので、市場全体
の動きとは違っている。

企業
動向
関連

(近畿)
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出版・印刷・同
関連産業（情報
企画担当）

受注量や販売量
の動き

・営業部全体でみると、住宅関連の戸建住宅、マン
ション販売の企業は活況を呈しているが、関西に基盤
がある弱電メーカーからの販促関連の受注は皆無に等
しい。現在は、来年春に向けた大学からの受注獲得活
動を中心に行っているが、現状は価格競争が激しい。

化学工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・今月の売上はやや良かったが、良い状況と悪い状況
が交互にくるなど、景気動向は不安定である。

化学工業（管理
担当）

受注量や販売量
の動き

・国内向け製品の販売数量がわずかに減少している。

プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・注文の数量が減り、納期が短くなってきている。３
か月の期間でみると、受注量、販売量共にやや減少気
味だが、生産効率も落ちている。その対応によって利
益が左右されるため、生産システムの改良が必須であ
る。

窯業・土石製品
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・円安の影響によるガスや電気料金の大幅アップで、
会社の経営が揺らいでいる。

金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・特に大きな変化はなく、消費税増税の幅や引上げ時
期によって荷動きも変わる。

金属製品製造業
（営業担当）

受注量や販売量
の動き

・建築関連の製品にも少し動きが出てきた。一方、長
期のお盆休みの関係で、車両関連の売上が少し落ち込
んでいる。

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・最近の受注は新規投資に伴うものではなく、既設機
器の更新などが中心である。積極的な投資姿勢はみら
れないが、機器の保守に新規投資並みの金額を投入し
ている。このような状況のなか、ここ数か月は横ばい
の景況となっている。

一般機械器具製
造業（設計担
当）

受注量や販売量
の動き

・受注量、販売量の増加が見込めない。

電気機械器具製
造業（経営者）

それ以外 ・円安は事業に貢献するが、株高はあまり関係がない
ほか、原油高や政府が賃上げを目指している点はマイ
ナスに作用する。幸い、当社の製品は海外市場を開拓
できているが、本来は国内市場の開拓よりも時間と経
費がかかる。

電気機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・製造業における投資は、ＴＰＰや消費税増税の動
向、海外景気の動向など、不透明な部分があるため、
投資に対する思い切った方向性がみられない。

電気機械器具製
造業（宣伝担
当）

受注量や販売量
の動き

・今月は酷暑の影響で、例年よりもエアコンの荷動き
が活発であったが、テレビなどのＡＶ関連商品の荷動
きは依然として鈍い。そもそも家電量販店への客足が
遠のいており、景気が上向いている状況とは言い難
い。

電気機械器具製
造業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・受注、売上共に悪いままである。

輸送用機械器具
製造業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・相変わらず国内の設備投資の動きは鈍く、価格競争
にも厳しいものがある。

その他製造業
［事務用品］
（営業担当）

受注量や販売量
の動き

・ここ数か月は売上に変化がない。

建設業（経営
者）

競争相手の様子 ・消費税増税の関係か、改修工事が増えてきている。
また、９月中の契約を目指して、民間関係の入札も増
えてきている。

建設業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・相変わらず１件当たりの単価が低調であるのに対
し、材料費や人件費は増加傾向にある。

輸送業（営業所
長）

受注量や販売量
の動き

・例年８月は荷動きが鈍くなるが、今年は事務機器な
どの荷動きが落ちていない。

輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・婚礼シーズンの時期でも購入が増える商品はなく、
大きな変化はない。

通信業（管理担
当）

それ以外 ・市場の価格が少し高いところで安定している。

金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・一時期よりも、取引先からの受注や見積の依頼が減
少している。

不動産業（営業
担当）

取引先の様子 ・神戸から企業が撤退を続けているので、事務所需要
が減っている。神戸に住む社員も少なくなり、住宅需
要も減少しているため、景気は悪くなっている。
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広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・広告出稿は春以降、大きな動きがなく、やや悪い状
況のまま推移している。特に、新聞の広告出稿の動き
が悪い。

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・政府は中小企業に対して多くの助成金を用意してお
り、製造業や商店など、これを利用しようとする企業
は多い。ただし、これを利用する経営者と話をする
と、決して前向きな事業意欲があるわけではなく、利
用しなければ損であるという、どちらかといえば消極
的な考えの人が多い。

経営コンサルタ
ント

受注量や販売量
の動き

・大きな改善の兆しはみられない。

その他サービス
［自動車修理］
（経営者）

取引先の様子 ・盆休み明けは普段よりも入庫が増えるが、今年は休
み明けも入庫が少ない。

その他非製造業
［衣服卸］（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・８月入り後、酷暑のため外に出かける人が減少し、
小売店は入込客数の減少に苦しんでいる。ネットスー
パーなどは好調であるが、全体の数字を支えるほどの
市場規模はない。暑さを反映して夏物衣料は好調に推
移したが、景気の好転によって底上げが進んでいる感
触がないのが実情である。

その他非製造業
［機械器具卸］
（経営者）

競争相手の様子 ・輸入商品の原価が上がっているが、販売先への値上
げ申請ができていないため、利益が圧迫されてきてい
る。

その他非製造業
［電気業］（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・アベノミクス効果がまだ末端まで届いていない。

やや悪く
なっている

食料品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・連日の酷暑や、お盆休みもあったため、今月の売上
は例年にない落ち込みとなっている。飲料、冷菓関係
の販売は伸びているように聞くが、調味料の動きは連
日の猛暑に勝てなかった。

パルプ・紙・紙
加工品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・飲料は猛暑で売れているが、そのほかの製品の受注
量は明らかに少ない。

電気機械器具製
造業（企画担
当）

受注量や販売量
の動き

・お盆休みの影響で、出荷量は減少している。

輸送業（商品管
理担当）

受注価格や販売
価格の動き

・販売量が増加する傾向がみられない。

新聞販売店［広
告］（店主）

受注量や販売量
の動き

・読者数は一進一退で大きな変化はないが、折込件数
の減少によって折込収入が落ち込んでいる。

広告代理店（営
業担当）

取引先の様子 ・各ショッピングセンター共に、８月に入っても来客
数は変わらないが、客単価が伸びず、売上は微減と
なっている。

悪く
なっている

－ － －

良く
なっている

民間職業紹介機
関（支社長）

求人数の動き ・今までは企業が費用をかけなかった事務や管理部門
といった職種の求人も増えている。求人広告の伸びも
前年同月比で130％ほどになっている。

やや良く
なっている

人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・予想どおり、８月に関しては動きが芳しくなかっ
た。盆明けからようやく動き始めているが、まだまだ
動きが遅い。そのなかで自動車関連の好調さが目立っ
ており、盆明けから技術者を名古屋方面に送り込んで
いるなど、下期にかけて本格化する。

人材派遣会社
（営業担当）

求職者数の動き ・若年層（20代）の求職者が増え、より条件の良い仕
事に応募が集まるようになっている。

新聞社［求人広
告］（管理担
当）

求人数の動き ・一時は停滞気味であった求人広告も持ち直し、景気
は上向いているように感じられる。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人を募集する事業所数が増え、求人数の増加につ
ながっている。

民間職業紹介機
関（職員）

求人数の動き ・建設日雇い労働者の人手不足という問題はあるが、
少しずつ求人は上向いているように感じられる。

民間職業紹介機
関（営業担当）

採用者数の動き ・採用が増加している。

変わらない 人材派遣会社
（役員）

求人数の動き ・オフィスワーク系の求人は前年比で堅調に伸びてい
る一方、新規登録者数は伸び悩み、マッチングができ
ていない状況である。

人材派遣会社
（支店長）

求人数の動き ・参議院選挙後の活発な動きに期待していたが、関西
では特に大きな動きはない。

雇用
関連

(近畿)
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新聞社［求人広
告］（営業担
当）

求人数の動き ・新聞の求人広告量でみると、消費税増税の様子見状
態となっている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・直近の新規求人数は18か月連続で前年を上回り、前
月は減少した一般求人や製造業の求人も増加に転じ
た。特に、派遣業の動きが活発である。製造業の事業
所からは、「受注は増加しているが、先の見通しが不
透明」という声が多く、その対応として派遣業の受注
が増加しているようである。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数の動きについては、医療・福祉、卸売・
小売業からの求人は引き続き増加しているが、建設
業、製造業からの求人は減少してきている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・職種によって、求人数が増えている場合と減ってい
る場合がある。

民間職業紹介機
関（大学担当）

採用者数の動き ・採用の環境は良い方向に進みそうであるが、今後の
社会状況により一変する可能性もある。

学校［大学］
（就職担当）

周辺企業の様子 ・南港のコンテナヤードへの入港数が増えていて、大
型の船に替わってきている。３週間ぐらい前から変化
が起こっているように感じる。

やや悪く
なっている

アウトソーシン
グ企業（社員）

雇用形態の様子 ・人手不足で、求人を行っても応募がない。

新聞社［求人広
告］（担当者）

それ以外 ・新聞広告の推移をみると、ここ最近は関西の地場産
業（医薬品、学校、人材派遣、不動産）の動きが悪
い。梅田・阿倍野地区の商業施設のオープンといった
トピックスが一巡したことが要因である。

悪く
なっている

－ － －

　８．中国（地域別調査機関：公益社団法人中国地方総合研究センター）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）
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良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

販売量の動き ・猛暑で客足が落ちている。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・商店街への来街者も以前より多くなり、店舗の来客
数もだんだん増えてきている。

百貨店（購買担
当）

お客様の様子 ・今月は暑い日が続いたので、夏物クリアランスセー
ルが順調であった。食品関係はギフト最終処分大会
で、前年を超える売上があった。景気は上向いている
が、良い物を安く買うという客の傾向は変わらない。

百貨店（販売担
当）

来客数の動き ・今年は夏休み、お盆に伴うファミリー層や帰省客の
来店が前年をやや上回っている。

スーパー（店
長）

単価の動き ・来客数は前年を上回っていないが、客単価が３か月
前より２％上昇した。理由としては、暑さ、商品の値
上げ、長い盆が考えられる。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・衣服、住生活商品の販売量が微増ではあるが伸びて
おり、特に盛夏商品が良い。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・３か月前に比べて来客数が前年比で伸びてきてい
る。

スーパー（総務
担当）

販売量の動き ・販売数、客数とも前年比で増加してきている。

家電量販店（店
長）

販売量の動き ・猛暑が続き、エアコンや扇風機等の季節商材の動き
が活発である。冷蔵庫も販売量が伸び、省エネタイプ
の構成比が高まって単価が上がっている。

その他専門店
［和菓子］（経
営者）

来客数の動き ・ＪＲのキャンペーン効果で、来客数が増加してい
る。

その他専門店
［ファッション
雑貨］（従業
員）

来客数の動き ・夏休みに入って家族連れの客が平日も多く、ボーナ
スもあって、売上は期待どおり前年実績を確保した。

その他小売
［ショッピング
センター］（支
配人）

来客数の動き ・盆休みを９日間の長期休暇とした人が多く、また前
年より期間後半に取得した人も多かった。帰省・行楽
関連商品は好調に推移し、特に前準備として期間前半
に動いた。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・夏休みで、家族連れと個人の動きが良い。

家計
動向
関連

(中国)
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一般レストラン
（経営者）

販売量の動き ・今年は梅雨明けが早く、夏物商品の動きが早くから
良かった。その流れを受けて盆商戦に突入し、販売額
が増加したものの、盆の終わりとともに消費者の動き
は鈍くなっている。

一般レストラン
（エリア担当）

来客数の動き ・客単価は相変わらず低いままであるが、来店頻度が
上がってきた。盆期間なども集客が良かった。

一般レストラン
（外食事業担
当）

来客数の動き ・猛暑が続き、盆の14日までの来客数は前年並みで
あったが、それ以降は前年を上回った。客単価は良く
ないが、厳しい暑さで飲料やビールの売上が増えた。

都市型ホテル
（企画担当）

来客数の動き ・団体の先行受注は伸び悩んでいるが、夏休みシーズ
ンで個人需要がやや活発になっている。海外の宿泊客
も増加傾向にある。

旅行代理店（営
業担当）

お客様の様子 ・年末年始の予約状況が良好である。

タクシー運転手 来客数の動き ・今月は野外コンサートや全国規模の大会開催に、天
候不順が重なって、前年より売上が５％以上伸びてい
る。

タクシー運転手 お客様の様子 ・客の動きが良く、単価は低いが総売上は前年よりも
良い。

設計事務所（経
営者）

競争相手の様子 ・消費税増税の駆け込み需要のため、業界全体で受注
が伸びている。ただし、業者間の格差は大きい。

変わらない 商店街（代表
者）

お客様の様子 ・３か月前同様に客の消費意欲は強く、一部商店では
高額品ほど売上が堅調である。しかし、取扱商品に
よってはアベノミクスの恩恵がない商店もある。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・相変わらず客の購買数は必要最低限となっており、
レジ周りに置いているプラスワン商品の動きが悪い。

商店街（代表
者）

単価の動き ・デフレ傾向で好景気は一切感じられず、消費税増税
の影響で、客はより安く、より良い物を厳密に選択す
る傾向が続いている。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・輸入関連商品が値上げ傾向にあるが、客の収入に変
化はない。

一般小売店
［靴］（経営
者）

お客様の様子 ・真夏日が３週間以上続いたので、来客数と売上は減
少したが、安い品物に流れる傾向から、日本製のしっ
かりした品物を適切な価格で購入する客も目立つよう
になった。

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・客の関心に合った品ぞろえだと、来客数、売上とも
に確保できる。

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・お盆期間が長めに設定可能な曜日まわりだったの
で、帰省客や観光客の来店が通常より若干増えた。

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・売上は前年同月の97％程度で、良くない。前年を上
回っている店舗は半数程度で、飲食、サービスが比較
的順調である。来客数は前年同月の93％であるが、全
体的に客単価が上がっており、わずかではあるが売上
をカバーできている。メインのアパレルが伸びないと
景気が上向いているとは言えない。

百貨店（販売促
進担当）

単価の動き ・秋物の展開時期となったが、例年以上の酷暑が続く
ため、婦人服を中心に動きは悪い。しかし夏物セール
の継続で夏物商品の売上は２けた以上のプラスとなっ
た。全体では客単価がマイナスとなり、売上はファッ
ションを中心に低迷傾向である。ただ来客数は駅前の
ドーム広場完成により増加に転じている。

百貨店（売場担
当）

お客様の様子 ・８月は百貨店にとっては物が売れにくい月である
が、客は安くても不要なものは買わず、逆に必要なも
のは少し高くても買う傾向にある。特にコーヒーなど
の食品し好品は、こだわりをもって買う客が多い。

百貨店（売場担
当）

販売量の動き ・８月は猛暑により、ＵＶ商品が引き続き好調であっ
た。クリアランスセールが落ち着くなかで、季節商品
が数字を押し上げた。その反面、季節に無関係のハン
ドバッグはやや苦戦した。

百貨店（電算担
当）

販売量の動き ・猛暑で来店数が減少したが、店全体の売上は前年と
変わらない。婦人衣料品は苦戦し、メガネは好調で
あった。観光地の店舗は人の移動が多いので、売上が
好調である。お中元の売上が下げ止まったことには注
目している。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・客単価に変化はない。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・来客数が前年比で100％を越えないが、買上点数と
客単価は微増である。
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スーパー（財務
担当）

来客数の動き ・盆の期間中は、来客数、客単価ともに前年並みで
あったが、平常に戻ったら来客数が前年割れとなって
いる。

スーパー（管理
担当）

単価の動き ・来客数は若干前年を上回るが、上回った分以上に単
価が前年を下回っている。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・来客数は下げ止まりではあるが、まだ上昇傾向とは
いえない。

コンビニ（副地
域ブロック長）

単価の動き ・前年比で改善傾向にあり、猛暑で飲料やアイスなど
盛夏商品が好調であるなど、環境に恵まれた。

衣料品専門店
（経営者）

それ以外 ・中小企業に勤める客が多く、景気は全く良くなって
いないという声をよく聞く。

家電量販店（企
画担当）

販売量の動き ・季節商材目的の客は多いものの、その他商品の販売
量は変わらない。

乗用車販売店
（副店長）

販売量の動き ・９月の中間決算を控えているため、そこで一気に客
が動くような感じがする。

乗用車販売店
（店長）

販売量の動き ・販売量に大きな変化はない。

乗用車販売店
（統括）

販売量の動き ・８月の販売量は前年とほぼ同じ動きをしている。

乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・前年と比べた場合、大きな変化がない。

その他専門店
［海産物］（経
営者）

販売量の動き ・お盆もあり、トータルの売上は前年を上まわった
が、極端な賑わいはなく、購買単価も変わらない。

その他小売
［ショッピング
センター］（運
営担当）

来客数の動き ・猛暑の影響で来客数が増えず、服飾店舗を中心に売
上が伸び悩んでいる。

その他飲食
［サービスエリ
ア内レストラ
ン］（支配人）

来客数の動き ・お盆前後の動きは良かったが、お盆が明けると客の
動きが悪くなり、買上点数も減っている。

観光型ホテル
（支配人）

販売量の動き ・当初は予約が少なかった夏休み期間中の宿泊客は、
前年並みまで回復したが、お盆期間中の料金設定を見
直したため客単価は低下した。客の財布のひもはまだ
固い。

都市型ホテル
（スタッフ）

お客様の様子 ・夏の行楽シーズンの宿泊は早期予約が少なく、当日
や前日の予約が多くなっている。旅行計画を早くから
立てられない客が増えており、景気が良くなっている
とは思えない。

都市型ホテル
（企画担当）

単価の動き ・宿泊及びレストランについては、来客数は微増で、
単価も若干伸びている。一般宴席については、大型宴
席が減っているため、１件当たり単価が下がってい
る。

タクシー運転手 来客数の動き ・夜の動きが鈍く、売上が半減している。
通信会社（企画
担当）

お客様の様子 ・８月は盆時期で、商品販売は低調だったが、商品へ
の関心がないわけではなく、以前より営業は進めやす
くなっている。

テーマパーク
（管理担当）

来客数の動き ・前年と変動がない。

テーマパーク
（業務担当）

来客数の動き ・新規イベントなどで集客を見込んでいたが、猛暑や
大雨など天候不順が続いたため、外出を控える動きが
出た。

ゴルフ場（営業
担当）

来客数の動き ・猛暑により、事前の予約時点はいいが、１か月前く
らいから予約数が伸びなくなり、結果的には前年より
悪くなる。

競艇場（職員） 販売量の動き ・売上、客数ともに横ばい状態である。
美容室（経営
者）

来客数の動き ・売上と来客数の動きは鈍く、客からも景気が良いと
いう話は聞かれない。

美容室（経営
者）

販売量の動き ・来客数、来店頻度、商品の販売量に変化はない。

その他サービス
［介護サービ
ス］（介護サー
ビス担当）

お客様の様子 ・客やその家族との会話からは景気の変化がうかがえ
るような話は、一切聞かれない。

設計事務所（経
営者）

販売量の動き ・前年に比べて受注量が３割以上増え、現在も引き合
いが順調にきている。

設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・地方経済は衰退の一途である。
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設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・古い住宅の耐震化へ向けてのリフォーム意識が最近
高まってきた。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・消費税増税前の対応で、客が慎重になっている。

住宅販売会社
（販売担当）

お客様の様子 ・消費税増税への関心は高いが、積極的な購買行動に
はつながっていない。住宅ローンの検討に客は慎重な
様子である。

住宅販売会社
（営業担当）

お客様の様子 ・消費税増税に伴う駆け込み需要もピークを過ぎた様
子である。

やや悪く 商店街（理事） 来客数の動き ・猛暑で外出を控える客が多く、景気が悪い。

なっている 一般小売店
［茶］（経営
者）

販売量の動き ・今年のお中元商戦は前年に比べ悪かった。今の政権
を応援するが、当社を取り巻く経済環境はますます悪
くなっている。

一般小売店［酒
店］（経営者）

販売量の動き ・料飲店の売上が上がらない。瞬間的には忙しくなる
が、コンスタントな売上がなく、不安定な状況が続い
ている。

一般小売店［食
品］（経営者）

単価の動き ・６～７月は客単価が上昇したものの、８月は盆需要
期にもかかわらず、来客数、客単価ともに前年を下
回った。

一般小売店［印
章］（経営者）

販売量の動き ・８月は営業活動や新しい動きが少ない月であるが、
前年と比較しても売上が悪い。

百貨店（売場担
当）

販売量の動き ・宝石やブランド品が売れず、厳しい状況である。

スーパー（店
長）

単価の動き ・生鮮食品、食肉、水産品、惣菜の客単価が低下して
いる。調理を必要とする食肉は、猛暑の影響で売れ
ず、水産品も生食を避ける傾向がある。惣菜が売れる
かというと、思うように売れず、いずれも非常に売上
が悪い。

スーパー（販売
担当）

来客数の動き ・天候不順のためか、客数が伸び悩んでいる。猛暑続
きということもあり、午後の客数の減少が著しい。

スーパー（業務
開発担当）

販売量の動き ・競合店との競争激化の影響もあるが、来客数、販売
点数とも前年割れである。高温による野菜の値上が
り、加工食品の相次ぐ値上げで単価が上昇し、販売点
数減少の要因になっている。

スーパー（販売
担当）

販売量の動き ・猛暑の影響でアイスクリームや飲料の売上は伸びて
いるが、それ以外の商品の動きは鈍い。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・工事現場の客の減少と、猛暑の影響で来客数が前年
を下回っており、売上は３か月前より３～４％落ちて
いる。

衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・呉服業界では、絹糸や麻などの原材料の値上げで商
品価格が上がり、販売に影響が出ている。小売店で商
品が売れなくなると卸売店の仕入が減少し、生産者も
仕事が減って廃業する人も出る。ますます中小企業は
大変になってきている。

衣料品専門店
（地域ブロック
長）

単価の動き ・品質の良い商品を買う客が減少し、家計が厳しいた
め安い商品が売れる。

家電量販店（店
長）

販売量の動き ・エアコンが好調であったが、盆を過ぎると販売量が
減少して苦戦している。

その他専門店
［布地］（経営
者）

来客数の動き ・猛暑続きで人出が少ない。給与が上がったという話
もなく、円安で物価が上昇し、ガソリン代の値上がり
も家計に響いている。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・来客数が減少している。

旅行代理店（経
営者）

お客様の様子 ・不順な天候、景気の動向など、いい材料がない。

通信会社（広報
担当）

販売量の動き ・販売量は増える傾向にない。

通信会社（工事
担当）

販売量の動き ・お盆休みで全体に申込件数が減少している。

テーマパーク
（営業担当）

来客数の動き ・猛暑を超えた酷暑で、テレビや新聞でも外出を控え
るような報道がされており、客は屋外にレジャーに行
こうという気にならないとみられる。

悪く
なっている

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・アベノミクスで景気が回復傾向というが、地方の商
店街は間違いなく苦戦している。これで消費税が上が
れば、商売自体が行き詰まるのは目に見えている。

家電量販店（販
売担当）

来客数の動き ・客数が明らかに減っている。
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自動車備品販売
店（経営者）

販売量の動き ・日本製にこだわりがあれば高級品も売れるが、販売
量の減少とともに外国製の廉価商品を望む客が多いた
め、収益性が低い。

自動車備品販売
店（経営者）

販売量の動き ・売上は前年を下回り、客足も少ない。

その他専門店
［時計］（経営
者）

来客数の動き ・大雨等の影響もあり、来客数が８月に入り激減し
た。景気そのものも良いとはいえないが、地方は特に
疲弊している。

良く
なっている

鉄鋼業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・国内自動車メーカー向けの売上は横ばいであるが、
設備投資に伴う工作機械関係では上向きの動きがみら
れる。

輸送用機械器具
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・新車の立ち上がりがあり、受注量が増加している。

やや良く
なっている

農林水産業（従
業者）

それ以外 ・７月と４月を比較すると、水揚げ数量は430t、水揚
げ金額は１億1,500万円の増加である。７月単月で
は、水揚げ数量が500tの減少で前年の72.2％、水揚げ
金額は3,780万円の減少で前年の92.2％である。

木材木製品製造
業（経理担当）

受注量や販売量
の動き

・販売が前年比で増加してきている。

化学工業（経営
者）

取引先の様子 ・取引先の増産計画が１～３か月延期されたが、景気
動向にらみの感が強い。

窯業・土石製品
製造業（総務経
理担当）

受注量や販売量
の動き

・徐々にではあるが鉄鋼大手向け生産が上向いてき
て、生産量を底上げしている。また自治体向け焼却炉
用炉材の注文も入りつつある。

鉄鋼業（総務担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・自動車に加え、土木、建築など各分野で需要が好転
しているなか、鋼材市況は横ばいであったが、ようや
く好転し始めた。

非鉄金属製造業
（経理担当）

受注価格や販売
価格の動き

・輸送用機器向け及び電子機器向けの生産が好調であ
る。

金属製品製造業
（総務担当）

競争相手の様子 ・同業他社から、代わりに生産できないかという問い
合わせがきた。直近１年以上なかったが、同業でも会
社によっては仕事量が増えてきているようである。人
員などを絞っている背景はあるが、３か月前と比べる
と上向きと判断できる。

建設業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・消費税増税を見越した駆け込み需要がまだ続いてい
る。ただ収益の確保は、人手不足、資材の値上がり等
により厳しい。

輸送業（支店
長）

受注量や販売量
の動き

・営業面の成果が出始め、客数、受注量とも増えてい
る。通信販売関係は顕著な伸びである。

輸送業（業務担
当）

受注量や販売量
の動き

・国内の物流にあまり変化はないが、輸出入荷物が増
加してきている。

通信業（営業企
画担当）

競争相手の様子 ・経営状況が上向きな既存客に対して、競合他社から
の提案が増加しており、前年に比べて防衛提案が相次
いでいる。

変わらない 化学工業（総務
担当）

受注価格や販売
価格の動き

・円安による原燃料高騰等を価格に転嫁できておら
ず、素材産業には景気回復の実感がまだない。

電気機械器具製
造業（総務担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・アベノミクスによる景気上昇気運が高まる中、円安
による材料値上げを打診されるが、薄い利益では値上
がり分を吸収できず、対応に苦慮している。

輸送用機械器具
製造業（経営企
画担当）

受注量や販売量
の動き

・新製品の立ち上がりに際し、生産がひっ迫している
職場があり、受注量の好調さがうかがわれる。

輸送用機械器具
製造業（財務担
当）

取引先の様子 ・2014年末頃に向けて景気が徐々に悪化していく見通
しであったが、足元の円安等により、好景気とは言え
ないまでも、変わらずで推移している。

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・悪いまま推移している。

建設業（総務担
当）

取引先の様子 ・型枠工事等の協力業者の確保が困難な状況は変わら
ない。

通信業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・通信機器、ネットワーク環境の販売や更改に際し
て、新たな設備投資が抑制されており、販売も横ばい
の状況にある。

金融業（自動車
担当）

取引先の様子 ・自動車部品メーカーの受注は、低燃費車の輸出好調
から前年比プラスで推移している。経費削減も進み、
利益率は上昇している。

不動産業（総務
担当）

それ以外 ・来店数、成約件数は微増である。

企業
動向
関連

(中国)
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広告代理店（営
業担当）

取引先の様子 ・取引先で様々な取組を提案するが、現状で販売見込
みがあまり良くないという話をよく聞く。販売促進戦
略も費用対効果は当然ながら、なるべく費用を使わな
いなど、取引先の思案も多様である。

会計事務所（職
員）

取引先の様子 ・物流関連が相変わらず良くない。建築関係では、設
計事務所は徐々に受注が増えているものの、まだ数字
に出てきていない。また、円安による輸入材料の高騰
や賃金の値上がりを見越して、工期が長期間にわたる
受注に対しては、二の足を踏む動きがある。

やや悪く
なっている

食料品製造業
（総務担当）

それ以外 ・円安の影響で材料関係が値上がりしているが、価格
転嫁できていない。

食料品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・盆休みの売上は予想以上に悪く、客の動きも鈍い。

その他製造業
［スポーツ用
品］（総務担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・受注先からは海外生産比率を高めるため、一部減産
の意向が示され、国内生産工場である当社にとっては
非常に厳しい状況で、生産体制の見直しを余儀なくさ
れている。

金融業（貸付担
当）

取引先の様子 ・円安の影響で原材料価格が高騰している。販売価格
にすぐに転嫁できる企業は問題ないが、中堅中小企業
は販売価格に転嫁できず苦労している。結局、企業の
設備投資増加はもちろん、個人の所得が上がり、内需
が増えなければ、景気は良くなったと実感できない。
消費税増税の行方を見極めている市場と同じように、
踊り場状態という感がある。

悪く
なっている

－ － －

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

人材派遣会社
（支社長）

求人数の動き ・求人を出す企業が、一部の大手から地場中小企業に
まで拡大してきており、求人数は増加している。その
求人背景には繁忙対応という理由が目立ち、企業の生
産活動が活発になっている。

人材派遣会社
（経営企画担
当）

雇用形態の様子 ・太陽光・住宅・医療関連等、内需関連企業に求人の
動きが出てきている。

求人情報誌製作
会社（採用支援
担当）

求人数の動き ・2014年卒の依頼が増えてきている。また、2015年卒
採用についても採用数を増やす動きが多く、当社の受
注件数も伸びそうである。

求人情報誌製作
会社（広告担
当）

採用者数の動き ・景気回復が非常に進んでいるという実感はないが、
2015年度の採用活動が進行している企業には、今年度
から更に採用人数を増やす計画の企業が多くなってい
る印象を受ける。

職業安定所（産
業雇用情報担
当）

求人数の動き ・７月の新規求人に占める正社員求人の割合は、３か
月前と比べ0.1ポイントと微増ではあるが上昇してい
る。

職業安定所（雇
用開発担当）

求人数の動き ・新規求人数は前年比で着実に増加しているが、新規
求職者数は減少傾向が続いており、この状況は継続す
る。

民間職業紹介機
関（職員）

求人数の動き ・建設土木業のおう盛な求人、製造業の堅調な伸び、
近隣県からの問い合わせの増加など、急激に求人数が
増えてきている。

その他雇用の動
向を把握できる
者［労働機関］
（職員）

求人数の動き ・水産加工業が好調だった製造業や、補正予算による
公共事業大幅増の建設業、出雲大社遷宮による観光客
増による宿泊業からの求人増が、求人数全体を押し上
げ、前年比で２割増加した。

変わらない 人材派遣会社
（営業担当）

周辺企業の様子 ・アベノミクス効果があったようにマスコミは取り上
げているが、実感も実態もない。地方に影響が出るの
はもう少し先か、影響が出ないかもしれないという声
のほうが多い。

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・６月の有効求人倍率は、1.21倍と前月と変わらな
い。非製造業は回復を見込んで採用に積極的だが、製
造業は円安による材料費上昇により、慎重姿勢が続い
ている。

新聞社［求人広
告］（担当者）

雇用形態の様子 ・夏場ということもあってか、目立った動きは見られ
ない。

職業安定所（産
業雇用情報担
当）

求職者数の動き ・求人倍率は７か月ぶりに１倍を超えたが、有効求職
者数が３か月前より13％減少したことが影響してお
り、景気が良くなっているわけではない。

雇用
関連

(中国)
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民間職業紹介機
関（人材紹介担
当）

それ以外 ・おおむね、７月と８月の状況に変化がみられない。

学校［短期大
学］（学生支援
担当）

求人数の動き ・世間はアベノミクスで上昇ムードのようであるが、
求人に特に変化はない。

やや悪く
なっている

－ － －

悪く
なっている

－ － －

　９．四国（地域別調査機関：四国経済連合会）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

設計事務所（所
長）

単価の動き ・建築関係の労務単価が上昇したことから、建築単価
も上がっている。

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・夏祭り等に大勢の人出があった。観光客数も多く、
良く買い物もしてくれ、夏物の最終バーゲンも大変に
ぎわった。今までは少し頭打ちだったが、今月になっ
てかなり好転した。

商店街（事務局
長）

来客数の動き ・人出は多く安定しており、街には活気が見られる
が、店舗売上は人通りの数に比例していない。空き店
舗も減っており、多彩な選択肢が商店街内に拡がりつ
つある。

一般小売店［書
籍］（営業担
当）

販売量の動き ・店頭売上、外商売上ともに、前年並みまで回復して
きた。

スーパー（店
長）

単価の動き ・客単価が引き続き堅調である。猛暑で夏物の動きが
良く、お盆の期間が長かったことも好影響を与えた。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・盆商戦の来客数が前年を上回り、好調な売上を記録
した。

スーパー（企画
担当）

単価の動き ・お中元シーズンの動きは、購入数量は前年より減っ
たが、価格帯は前年より高めのものが伸びた。

コンビニ（店
長）

単価の動き ・ファストフードのようにプラス一品が売れており、
客単価が上昇している。

コンビニ（商品
担当）

販売量の動き ・客単価は下落傾向だが、購入点数が増えているので
プラスになってきた。

コンビニ（総
務）

来客数の動き ・猛暑により、来客数が増加した。

観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・以前は８月が１年で一番悪かったが、数年前から夏
休みには家族で旅行する傾向が出てきている。特に今
年は、７月中旬頃から大幅に来客数が増え、売上も伸
びた。

旅行代理店（支
店長）

お客様の様子 ・有名大型テーマパークの開業30周年等、旅行需要を
刺激するイベントもあって、首都圏向けを中心として
申込が増えている。

通信会社（企
画）

お客様の様子 ・比較的高額な商品や、集合住宅向け設備メンテナン
スサービスが付帯した契約の引き合いが引き続き増え
ている。

変わらない 商店街（代表
者）

お客様の様子 ・夏季休暇が昨年より長く、顧客の分散により消費も
分散したように思われる。猛暑で顧客の外出が減少し
ているように感じる。

商店街（代表
者）

それ以外 ・地方都市のまちづくりが「コンパクトシティ構想」
として法改正するところまで動き始めた。しかし、ま
ちづくり三法ができ、10年になるが地方都市は個性を
失い、活力を失い、魅力もない画一的な姿に成り果て
た。

一般小売店［菓
子］（総務担
当）

お客様の様子 ・お盆の期間が長く、盛り上がりに欠けたが、購買意
欲の高い状態が続き、昨年とほぼ同程度の売上であっ
た。

一般小売店
［酒］（販売担
当）

お客様の様子 ・飲食店からの注文も増えず、店頭売上も少ない。
スーパーなどで買うケースが多いようで、専門店には
なかなか足を運んでくれない。

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・来客数は増えているが、購入点数は伸びていない。

衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・あまりにも暑く、夏物の売上が伸び悩み、秋物も動
かないので、３か月前と変わっていない。

家計
動向
関連

(四国)
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衣料品専門店
（総務担当）

販売量の動き ・猛暑の影響もあって、来客数が伸び悩み、売上も低
迷した。また、単品買いが多く、客単価の低迷を感じ
る。

家電量販店（店
員）

単価の動き ・ボーナス直後は改善されていたが、売れ筋が低単価
の商品に偏る傾向に戻って来た。

乗用車販売店
（役員）

販売量の動き ・受注は前年並みを維持しているが、販売は前年を
割っている。中間決算である９月には少しは回復する
のではないかと期待をしている。

乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・前年はエコカー補助金の駆け込み需要から好調だっ
たため、２年前と比較するとほぼ同水準であるが、景
気が良いとは言えない。

その他小売
［ショッピング
センター］（副
支配人）

単価の動き ・土産をまとめ買いする客が減少したことなどから、
客単価が低下した。

タクシー運転手 お客様の様子 ・１か月の売上も１日の平均単価も、３か月前とほぼ
同じである。例年、８月は忙しい時期だが、売上はあ
まり良くなかった。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・客単価は少しずつ上昇しているが、来店回数の減少
によって来客数が減り続けている。

やや悪く
なっている

一般小売店［生
花］（経営者）

お客様の様子 ・お盆の御供商品は例年並みの売上だったが、その他
の商品の動きが悪かった。また、お盆以降の繁華街の
人通りが大幅に少ない。

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・来店すると購入してしまうからか、来店そのものを
控えている様子が見られる。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・ガソリン価格の高騰もあり、新車販売台数は前年比
８割程度になっている。しかし、軽自動車やハイブ
リッド車の販売台数は落ちていない。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・今年４月以降、販売台数が前年を上回った月は無
い。景気は、良くなっていないと感じる。

都市型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・猛暑のためか、来客数が少ない。特にレストランが
ふるわず、宿泊も、お盆を境に急激に落ち込んでお
り、消費動向は良くない。

タクシー運転手 来客数の動き ・猛暑に加え、瀬戸内国際芸術祭の期間中は、もう少
し利用があると思っていたが、近距離利用が少し増え
た程度であった。お遍路の仕事も少なく、売上が悪
い。

ゴルフ場（従業
員）

来客数の動き ・猛暑が大きく影響していると思うが、来場数は前年
比で大きく減少している。

競艇場（職員） 販売量の動き ・８月の売上は、３か月前比29.4％増、前年比で
16.5％増となった。お盆や大きなレースの開催により
売上の大幅増を期待していたが、期待通りにはならな
かった。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・来客数が減っている。

悪く
なっている

一般小売店［乾
物］（店員）

来客数の動き ・猛暑の影響で、来客数がとても少なかった。それに
より売上もとても悪かった。

コンビニ（店
長）

お客様の様子 ・今一つ、消費者の購買意欲が感じられない。収入が
増えた気配もなく、街周辺に相変わらず活気が感じら
れない。また、夏祭りの集客力低下を感じた。

良く
なっている

食料品製造業
（商品統括）

それ以外 ・日本は内需主体型の国であるが、輸出の好調が表れ
てきている。景気の高揚感や消費に対する前向きな雰
囲気を感じる。

やや良く
なっている

繊維工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・猛暑が続き、小売店での夏用タオルの受注が大幅に
増加した。また、国産品回帰の傾向とブランドの浸透
により、国産商品のニーズが増加している。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・引き続き、太陽光発電関係の受注が好調である。

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・公共事業量が増え、受注量も前年比２～３割増と
なっている。同業他社も同様の状況で、建設業界全体
が堅調である。

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・官民とも３か月前より、発注件数が若干増えてきて
いる。

変わらない パルプ・紙・紙
加工品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・販売量や売上金額が若干下落している。

一般機械器具製
造業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・国内は地域差があるものの、全体的に稼働状況は良
い。海外は中東や東南アジアが引き続き堅調である。

企業
動向
関連

(四国)
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電気機械器具製
造業（経理）

受注量や販売量
の動き

・得意先からの注文数量に大きな変化は見られない。

建設会社（経理
担当）

受注量や販売量
の動き

・成約件数は３か月前とほぼ同じである。

輸送業（経営
者）

競争相手の様子 ・燃料費高騰など会社としては苦しいが、雰囲気は良
い感じがする。

通信業（部長） 取引先の様子 ・景気の先行きが少し不透明な状況になっている。
金融業（融資担
当）

取引先の様子 ・マンション購入には消費税増税前の駆け込み需要が
見られるが、その他の景気改善傾向は見られない。

公認会計士 取引先の様子 ・今月の各企業の決算書等を見ると、前年比でほとん
ど売上が伸びていない。また、利益も増えておらず、
景気はほとんど変化していないと思う。

やや悪く
なっている

鉄鋼業（総務部
長）

受注量や販売量
の動き

・受注量に上向く兆しが見えない。スポット的な見積
依頼はあるものの、価格や納期面で折り合わず、受注
の増加には繋がっていない。

悪く
なっている

○ ○ ○

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

人材派遣会社
（営業担当）

求職者数の動き ・求職者のニーズが派遣から直接雇用へと移ってお
り、企業の採用意欲が高まってきたと考えられる。

職業安定所（職
員）

それ以外 ・７月の月間有効求人倍率は0.90倍で、３か月前比で
0.1ポイント上昇している。

変わらない 人材派遣会社
（営業）

求人数の動き ・今春入社の新卒社員や中途社員の早期離職で、引き
続き欠員補充のための求人が増加している。

求人情報誌（営
業）

周辺企業の様子 ・求人数は徐々に増えているが、県内資本の企業に
は、夏季賞与も低い水準にとどまったまま先行きが見
えないところが多い。サービス業・製造業が引き続き
厳しい。

新聞社［求人広
告］（担当者）

周辺企業の様子 ・求人広告は増えず、広告出稿が増えている業種も無
い。また、新規出店も見当たらない。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人は好調だが、非正規社員の募集が多数を占
め、求職者の希望との乖離が進んでいる。

職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・消費者の購買意欲の改善により、小売業やサービス
業など、一部業種に限られるが、採用意欲が高まって
いる。

民間職業紹介機
関（所長）

求職者数の動き ・転職相談会を開催したが、現在の勤務先の将来に不
安を感じている人が多く、転職を考えている人が多い
ように見受けられた。

やや悪く
なっている

人材派遣会社
（営業担当）

求職者数の動き ・派遣業のイメージが悪いためか、求職者の登録が激
減している。

悪く
なっている

－ － －

　10．九州（地域別調査機関：公益財団法人九州経済調査協会）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

都市型ホテル
（副支配人）

お客様の様子 ・販売量は前年度に比べてすばらしく良い。団体、個
人ともに客の表情が非常に生き生きしている。

やや良く
なっている

一般小売店［精
肉］（店員）

販売量の動き ・余剰在庫が出なくなっている。

百貨店（店舗事
業計画部）

来客数の動き ・入店客数の多い時期ではあるが、駅利用客を中心に
客足が良く、盛夏商品が必需品となり好調なのに加
え、お盆前後の手土産もよく売れた。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・客数の増加もあるが、お盆過ぎからの客単価の上昇
が一番売上に貢献している。買上点数もかなり増えて
いる。

スーパー（統括
者）

競争相手の様子 ・新聞紙上や競合業者の状況からみて、売上等も良く
なってきている。市場は回復傾向である。

コンビニ（販売
促進担当）

販売量の動き ・今月末の売上は、量販店が前年比103.9％、コンビ
ニエンスストアが114.1％、ローカルスーパーが
74.0％であった。全体的に販売量は伸びている状況
だ。今月はコンビニエンスストアのオープン店舗が多
く、売上が伸びている。

衣料品専門店
（チーフ）

販売量の動き ・ファイナルセールの時期とはいえ、まとめ買いの客
が数多くみられる。

家電量販店（総
務担当）

販売量の動き ・猛暑によりエアコン・冷蔵庫の動きが良く、他の商
品にも波及効果がみられる。

雇用
関連

(四国)

家計
動向
関連

(九州)
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家電量販店（広
報・IR担当）

販売量の動き ・猛暑によるエアコンや冷蔵庫等の白物家電が好調に
推移した。

その他小売の動
向を把握できる
者［土産卸売］
（従業員）

販売量の動き ・例年なら鹿児島市内は降灰が多いが、今年はお盆が
終わるまで降らなかった。天候に恵まれたためか空港
の搭乗客が昨年より多く、売上に貢献した。現在、数
量、売上ともに前年比108～110％増えている。やっと
景気の上向きを肌で感じられるようになった。

その他小売
［ショッピング
センター］（広
報担当）

来客数の動き ・梅雨明けが早く、盛夏物が早めに動いた。その分８
月に入り衣料品を中心に苦戦した。盛夏物も秋物も動
きは悪いが、猛暑が続き、エアコン等の空調関連、飲
料やアイスクリームは好調に推移している。中元商戦
も昨年を上回る結果となり、消費者の節約志向はある
ものの、消費環境としては、やや良くなっていると判
断する。

その他小売の動
向を把握できる
者［ショッピン
グセンター］
（統括者）

来客数の動き ・来場数が海外の客を含め、増加している。

観光型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・宿泊関連では全国高等学校総合文化祭・全国高等学
校総合体育大会等が開催され、昨年を大きく上回る。
レストランにおいても前年を上回って推移している。

タクシー運転手 来客数の動き ・観光客の増加と猛暑のため、乗客数がやや伸びた。
その他サービス
の動向を把握で
きる者［介護
サービス］（管
理担当）

それ以外 ・在宅サービスについては猛暑の影響で入院等による
利用中止が増加したが、高齢者向け住宅建設について
は、国の施策や消費税増税前の駆け込み需要により、
業界的にも活発になっている。

設計事務所（代
表）

来客数の動き ・広告の反響が増えている。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・今年に入って、請負契約棟数が毎月、前月を上回っ
ている。

住宅販売会社
（代表）

来客数の動き ・住宅は完成見学会の来場数が1.3倍ぐらいに増えて
おり、そのなかでも具体的に新築を考えている客の割
合が増えている。

変わらない 商店街（代表
者）

販売量の動き 今年の夏は異常に暑い日が続き、商店街の小売業はど
こでも売上不振という答えが返ってくる。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・８月は猛暑のせいで昼間の客は少なかったが、夜の
イベントは大変にぎわった。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・例年にない暑さのせいで、特に昼間は年配の方の来
客数がかなり少なくなっている。地方の商店街にはま
だまだアベノミクスの波及効果がない。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・今年の夏はかなりの猛暑で、我々の商店街では空調
設備がなく駐車場が狭いため、来客数がかなり少な
い。８月の終わりの集中豪雨でいよいよ商売もさっぱ
りである。

一般小売店［青
果］（店長）

お客様の様子 ・し好品である果物の伸びが厳しい状態だ。また、
キュウリなどは袋入りよりも１～２本のバラ売り需要
が伸びている。客が無駄な買物をしなくなった状態
が、この２、３か月で著しくなってきた。

一般小売店
［茶］（販売・
事務）

販売量の動き ・厳しい暑さで、前年より贈答品の購入者数と販売量
が大幅に減少した。外販も受注件数が少なくアベノミ
クス効果は中小企業には全く反映されていない。

百貨店（総務担
当）

販売量の動き ・猛暑が続きビアガーデンを筆頭に飲食は好調なもの
の、アパレルは晩夏物、初秋物の動きが鈍い。加えて
来店客減により書店、100円ショップなどの実績が大
きいテナントが不調である。

百貨店（業務担
当）

お客様の様子 ・夏物の処分期にあたるが、猛暑によりミセス・シニ
ア客の来店が明らかに少ない。セールの中でも最終処
分期で、もうひと山あるはずのお盆休み前後から特に
その動きが顕著となっている。

百貨店（売場担
当）

競争相手の様子 ・売上は、台風の影響で２ポイントほど前年割れの状
況になる。ただし台風を除くと５月とあまり変わらな
い状況である。実質的には安定した動きを維持してい
るので特段心配ない。今月は、各部門の差があまりな
いのが特徴である。

百貨店（売場担
当）

販売量の動き ・連日記録的な猛暑で、夏物の季節商材中心に期待し
ていたが、猛暑過ぎて客の入店数が思ったより伸び
ず、結果として夏物衣料、夏物用品もそこまで販売量
を増やすことができなかった。
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百貨店（営業統
括）

お客様の様子 ・中元商戦後半に入り、記録的な猛暑に見舞われ、婦
人高齢顧客を中心に来店客が減少している。

百貨店（営業政
策担当）

来客数の動き ・九州主要百貨店の状況は来客数・売上高とも、前年
比で引き続き100％にあるものの、各社個別の営業戦
略の他、天候与件等で左右される部分も大きく、安定
的な景気上昇局面とまでは言えない。

百貨店（企画） 販売量の動き ・来店客数は増えてきているが定価品への関心が低
い。反面、別会場催事などのセール品の売上は好調に
推移している。

スーパー（経営
者）

販売量の動き ・最小限の買物で無駄な買物がなく、買わない客もい
る。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・気候的な要因での単価変動はみられるものの、基本
的な景況感は３か月前と大きな変化はない。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・食料品を中心に客数が昨年並みに回復しているが、
セール期間中に集中しており、平常は厳しい状況が続
いている。また会員様限定企画等ではエアコン、海外
メーカーの高級クリーナー、パソコン、ノンフライ
ヤー等、耐久消費財が好調に動いているが、いずれも
安売りをしたときに限られる。

スーパー（店
長）

競争相手の様子 ・食料品の売上は前年比103％で推移しているが、衣
料品が厳しい。特に夏物衣料の婦人と肌着が同96％と
厳しい数字となっている。トータルでは前年並みであ
るが、衣料品の買い控えがかなり影響している。

スーパー（店
長）

単価の動き ・環境が日々厳しくなるなかで、競争相手との対抗策
を含め、価格の見直しを行った結果、売上は回復した
ものの、客単価は前年比97％で決して良い状況とは言
えない。

スーパー（総務
担当）

それ以外 ・食料品、住居用品は昨年を上回って推移している
が、衣料品は猛暑のわりに夏物の動きが良くなかっ
た。

スーパー（経理
担当）

販売量の動き ・猛暑のため、飲料ほか家庭で手間のかからない揚げ
物や簡便商材の売行きが良い。

スーパー（業務
担当）

お客様の様子 ・夏休み期間全般を通して、ファミリー層の客足が例
年と比較して減少している。季節商材も食品は低調が
続き、販売員へのヒアリングでも「客の購買意欲が接
客のなかでも感じられない」といった感想が多かっ
た。

コンビニ（エリ
ア担当・店長）

競争相手の様子 ・この１か月の間に競合する既存店が改装オープン
し、さらにコンビニエンスストアが新規オープンした
影響で、この１か月半は売上が低迷している。

衣料品専門店
（店長）

お客様の様子 ・客の買物が、日常の買物に限られている。その日常
の買物では価格の安い店を選んでいるようだ。

衣料品専門店
（店員）

来客数の動き ・月末の大雨で夏物最終セールの売上が伸びなかっ
た。代わりに初秋定価品の売上が伸びて、結果、昨年
並みの売上になった。

衣料品専門店
（取締役）

お客様の様子 ・例年、８月は季節の変わり目で大変厳しい月であ
る。５月の春物の実需期と比較すると８月はあまり良
くない結果となった。セール品のまとめ買いも減って
おり、月末に雨だったこともあり２、３日分、昨年の
実績を割る結果となった。

家電量販店（店
員）

販売量の動き ・季節要因もあるが、家電についてはずっと悪い状態
が続いている。特に今年はエアコンや季節物が多く出
たが、単価ダウンが影響して良いとは言えない。

乗用車販売店
（総務担当）

販売量の動き ・当社の主な取扱車種である登録車のコンパクトカー
は、軽自動車の好調に押され販売が伸びない。厳しい
状況が続いている。

その他専門店
［コーヒー豆］
（経営者）

販売量の動き ・前年同月比では、コーヒーが出る量はほぼ横ばい状
態である。販売量は同じであるが、若干新規顧客が増
加している。

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（統括）

販売量の動き ・燃料油の小売価格は６月より上昇してきた。本年は
例年と比較して早く梅雨明けし、猛暑日が昨年より多
かったせいか、燃料油の販売量は多少昨年より増加し
た。高額のカーケア商品を購入する顧客は、昨年並み
である。

その他専門店
［書籍］（地区
支配人）

販売量の動き ・天候に左右されることが多く、日々の売上の上下の
ブレ幅が大きいが、平均すると変わらない。

高級レストラン
（専務）

来客数の動き ・８月の猛暑で客数が減ったのに加え、鹿児島の桜島
噴火の影響でキャセルがたくさん出たことが重なり、
売上が伸びなかった。
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一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・７月は、予約数や来客数の増加に加えて食事の単価
も上昇傾向にあったが、８月の繁忙時期に入り、県外
の客が例年より少なく、県内の地元客に関しても安価
なコースを注文することが多かった。客との会話のな
かで、ＴＰＰに関する不安の声や消費税増税に反対す
る声を聴く限り、決して良くなってはいない。

居酒屋（経営
者）

来客数の動き ・出入りしている業者に聞いても、平日もあまり忙し
くない状況で、週末も似たような感じとのことであ
る。

観光旅館組合
（職員）

来客数の動き ・客数は増えているが、商品を買わない方や安い物し
か購入しない方が多くなったようだ。

都市型ホテル
（販売担当）

販売量の動き ・客の数が増え、今月は売上も良かった。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・お盆期間だけに限ると、売上は前年増であったが、
その前後は前年割れとなった。猛暑による出控えも
あったようだ。富士山登山は過去最大の人気である。

タクシー運転手 来客数の動き ・長崎は今月イベントが続いたのでいくらか良かっ
た。イベントがなかったらあまり冴えなかった。

タクシー運転手 来客数の動き ・８月にしては全体的に稼働率が良く、予約状況も良
かった。売上も例年になく良かった。

通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・市場に飽和感があり、他社を含めて現状を打破をす
る施策が見いだせていない。

通信会社（総務
局）

販売量の動き ・新規契約数は前年並みで推移しているが、伝送路の
光化が進み解約件数は昨年より減少傾向にある。

ゴルフ場（従業
員）

単価の動き ・今年は猛暑でなかなか入場者数が伸びない。また、
単価的にプレー代が安いゴルフ場に客は流れている。
県外の客が前年を少し割っているような厳しい状況で
あるが、予約が少しずつ増えているので、どちらとも
言えずさほど変わらない状況である。

美容室（店長） お客様の様子 ・客の来店回数が増える様子もなく、新規の客もな
い。

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・宅建業の住宅販売における顧客は、興味がある物件
については非常に関心が高く問い合わせも多く予約も
入っているが、コンセプト等が合わないと見向きもさ
れないような状況が続く。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・猛暑と豪雨で来客数が激減している。

商店街（代表
者）

販売量の動き ・アベノミクス効果と皆浮かれていたが、真夏になっ
て客の動きが良くない。猛暑もあるだろうが購買意欲
が非常に低下している。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・７月の夏物衣料が好調だっただけに、前倒しのせい
か、８月に入ってから売上が伸び悩んでいる。特に高
齢者が多い商店街では、異常な猛暑のため、日中の来
街者が極端に少なく、売上減少の原因となっている。

百貨店（営業担
当）

単価の動き ・日祝の入店客数が３か月連続で前年を上回ってい
る。しかし、上昇傾向にあったレジ客数が前年に達せ
ず、２か月連続で前年を上回った客単価も当月は伸び
悩んでいる。また、高級時計等の購入はあるが、夏物
セール及びお中元ギフトは伸び悩んでいる。お中元ギ
フトの１品単価は上昇したが、客単価は前年割れし
た。厳選したギフトを送る傾向が顕著となり、購買意
欲が減退傾向にある。

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・高額品の動きは引き続き堅調である。３か月前に比
べると、中間層の景気回復への期待感がしぼみ、本来
売れるべきものが厳しい状況である。

百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・入店客数がここ数か月前年比90％前半であり、入店
客数が非常に悪い状況が続いている。

スーパー（総務
担当）

来客数の動き ・自社近隣マーケット間の競争が激しく、集客戦略の
差が大きく影響している。コストダウンに伴う販売促
進策の減少が集客ダウンに影響した。

コンビニ（エリ
ア担当）

競争相手の様子 ・競合店出店が相次ぎ、売上が大幅に減少している。
また、客の動向は、将来の消費税増税を前に財布のひ
もは緩むことなく、厳しい状況で推移している。

コンビニ（店
長）

販売量の動き ・この夏の猛暑の影響で悪くなっている。

衣料品専門店
（総務担当）

お客様の様子 ・客の１人当たりの購買量が減っており、その結果と
して客単価が下がり、販売額が若干減少傾向にある。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・エコカーの受注は伸びているが、それ以外の車種の
受注が極端に少ない。
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住関連専門店
（経営者）

お客様の様子 ・毎月のキャンペーンは、低水準だが前年並みであっ
た。しかし店舗での販売が先月、今月と良くない。消
費者の購買意欲はあるが、慎重に検討するため、なか
なか１回で決まらず、購入に時間が掛かる。

高級レストラン
（支配人）

来客数の動き ・ランチ、ディナー共に来客数減となっている。

都市型ホテル
（総支配人）

お客様の様子 ・ホテル宿泊数は良くなっていない。

タクシー運転手 お客様の様子 ・あまりにも暑かったせいか、昼は人の動きが悪く、
夜も週末だけ動いている。

通信会社（業務
担当）

販売量の動き ・８月は、夏モデル商品の人気に陰りが見られ、販売
台数が伸びず苦戦している。特に買換え需要が低調
で、平日、週末とも来店客数の割には販売台数が伸び
ず。昨年を大きく下回っている。

ゴルフ場（支配
人）

来客数の動き ・８月の猛暑は予想以上で来場者数は激減した。日中
は直射日光が熱波のように感じられ、早朝プレー以外
は敬遠されてしまった。常連客は標高の高いゴルフ場
にくら替えし集客は困難になった。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・アベノミクス効果に期待しているが、お盆過ぎから
客が減り愕然とした。チラシを打っても鳴かず飛ばず
で経費ばかりかかっている。

美容室（経営
者）

販売量の動き ・２、３か月前からだんだん悪くなっている。アベノ
ミクス効果は一部だけのことである。消費税増税の影
響を懸念する。

悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・猛暑も影響し、来客数が非常に減少している。

一般小売店［鮮
魚］（店員）

来客数の動き ・魚の入荷量の少なさや魚価の高さなど要因はある
が、最近の来店数の少なさは異常で、採算割れの日が
続く。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・猛暑で来店客がほとんどない。

高級レストラン
（経営者）

来客数の動き ・８月はお盆前後がかなり厳しかった。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

繊維工業（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・例年のこの時期に比べて受注が多い。工賃も少しず
つ良くなっている。

家具製造業（従
業員）

受注量や販売量
の動き

・８月という季節的マイナス要因はあるものの、全体
的には受注量、受注額、３か月先までの情報量共に３
か月前よりは10％程度伸びている。一部商品を除き在
庫品の回転も伸びているが、高額品の動きは鈍く、低
価格商品の販売が大半を占めている。

金属製品製造業
（事業統括）

取引先の様子 ・引き合い数が増加しており、取引先及び競合他社の
受注状況はやや良くなっている。

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・前月同様、省エネ関連部品製造の設備受注が好調で
ある。

建設業（社員） 競争相手の様子 ・９月までは今のままの発注が続く。一般競争入札が
多く、偏った業者が受注しているが、市場で公共工事
は発注されている。下請でも工事を請け負っている業
者が多い。今のまま続いてほしい。

金融業（従業
員）

取引先の様子 ・自動車関連企業の生産がやや減少しているが、鉄鋼
や食料品の生産は増加している。コンビニエンススト
アのほか百貨店・スーパーの売上が増加するなど、個
人消費も持ち直してきている。

金融業（調査担
当）

取引先の様子 ・メーカーや小売業などの取引先で消費税増税前の駆
け込み需要など、景気改善の話を良く耳にする。

新聞社（広告）
（担当者）

受注価格や販売
価格の動き

・今年は、住宅設備や通信販売、化粧品関連が全体の
売上をけん引し、オリンピック関連の広告出稿が多く
業績が良かった前年を超える売上となった。

経営コンサルタ
ント（社員）

受注価格や販売
価格の動き

・ワインの売上が増している。

経営コンサルタ
ント（代表取締
役）

取引先の様子 ・取引先に業況を聞くと、仕事が多く人手が足りない
という話をよく聞くようになった。

その他サービス
業［設計事務
所］（代表取締
役）

競争相手の様子 ・建設関係は、受注が減少したが、土木・建築とも業
務の受注が増えている。土木は、今年度当初予算で建
設関係の予算が追加されたこと、建築は、消費税増税
前の駆け込みで住宅建築の需要がみられる。

企業
動向
関連

(九州)
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その他サービス
業［物品リー
ス］（支社長）

取引先の様子 ・取引先のゲームセンター運営会社は、数年新規出店
を見送っていたが、今期１件出店する。ショッピング
センター内の施設で、買物客の来店は底堅く推移して
いる。当社のリース事業に関しては、貸し倒れも発生
せず安定している。

変わらない 農林水産業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・７、８月は猛暑で、ビールの消費に伴う焼き鳥等は
量的に計画以上の売上だった。スーパー向けも惣菜や
生食等、お盆需要も計画通りの数字になりそうだ。冷
食やハムの引き合いが強いが、原料不足もあり供給不
足状況となっている。

農林水産業（営
業）

取引先の様子 ・畜産業界の状況は厳しい。

窯業・土石製品
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・９月の受注が本当に少ない状態である。特に一般商
品が悪く、今後の新商品に期待する以外はない。昨年
度は休業補償手当で雇用調整助成金を受けていたが、
前年度の10％が基準なので今年度は雇用調整助成金も
申請できない状態である。

電気機械器具製
造業（経営者）

それ以外 ・発注状態が非常に不安定な影響で、作業者に負荷が
かかり非常に多くの退職者が出だした。そのため不良
品の発生や客への納期問題が起こり、大変な状況に
陥っている。この状況を食い止めるために最善の努力
をしている。

電気機械器具製
造業（取締役）

取引先の様子 ・一部取引先で受注が激減している。しかし商品に
よっては好調なものもあるようで、それに特化した営
業が必要だと考えている。

精密機械器具製
造業（従業員）

受注量や販売量
の動き

・前月より受注量は変わらないが、毎月の黒字は続い
ている。

輸送業（総務） 受注量や販売量
の動き

・猛暑の影響で水物やエアコン関連の荷動きは良いも
のの、青果物は水不足で不作の状態である。

通信業（経理担
当）

それ以外 ・アベノミクスが一段落し、景気回復に向けた次の起
爆剤が見つからない。ガソリン代も円安や中東情勢の
悪化を背景にジリジリと上昇を続けている。

金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・建設業の中小企業は、労務費や資材価格の上昇によ
り利益が思うように計上できない状況が続いている。

金融業（得意先
担当）

取引先の様子 ・当地は建設業関連の業種の企業が多く、各企業の業
況は厳しいところではあるが、昨年の台風被害に伴う
災害関連復旧工事がかなり出ており、当面の資金繰り
に問題はない状況である。

金融業（営業） 取引先の様子 ・企業の設備投資は決して悪くはない。消費税増税の
意識もあり、介護関連、新型の機械への投資等、中小
企業の設備投資は一定の水準を維持している。ただ
し、３か月前から増加しているレベルではない。

不動産業 それ以外 ・不動産の売買は前月と変わらず動いているが、賃貸
の特に事務所の動きが悪く、借り手も少ない。

経営コンサルタ
ント

受注量や販売量
の動き

・ＤＭによる営業活動を積極的に行っているが、ほと
んど反応がない。

やや悪く
なっている

農林水産業（従
業者）

受注価格や販売
価格の動き

・畜産物を販売しているが、全体的に厳しい状況であ
る。特に、値段が高い牛について苦戦している。

食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・商品生産、販売ともにシーズン性があり、８月は端
境期の月であった。

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・思うように受注量が上がらない。

その他製造業
（産業廃物処理
業）

競争相手の様子 ・同業他社の話を聞くと、どこも仕入れ状況が思わし
くないとのことだ。企業・一般から排出されるスク
ラップが減っている様子である。半導体製造メーカー
に受注が入っていないとの声も出ている。

輸送業（総務担
当）

取引先の様子 ・荷主から預かっている荷物の荷動きが悪くなってい
る。また料金の値下げの要請も多くなってきた。

悪く
なっている

－ － －

良く
なっている

学校［専門学
校］（就職担
当）

求人数の動き ・大企業、中小企業を含めて求人の動きが良い。

やや良く
なっている

人材派遣会社
（社員）

雇用形態の様子 ・実質の給与所得が上がっているわけではないが、中
規模会社が人材を確保するため、採用活動を強化して
いる。今後の人材需要を見越しての先買いではある
が、今後、企業が攻めに出る際に必要となる有能な社
員の確保を危惧する経営者も多く、採用を後押しして
いる。

雇用
関連

(九州)
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人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・派遣の求人依頼数は、前年比130％と堅調である。
社員化を前提とした紹介予定派遣の依頼数も伸びてい
る。

人材派遣会社
（社員）

それ以外 ・ここ２か月ほど、派遣登録の予約を入れたが、仕事
が決まりキャンセルする人が増えている。以前は、あ
まりキャンセルは出なかったが、企業の採用も活発に
なっているようだ。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人は、前年同月比で22.8％増と大幅に増加し
ており、有効求人倍率も前月より0.06ポイント改善し
た。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・就職数も前月や昨年同月に比べて増えているが、特
に有効求人倍率がかなり大きく伸びてきている。

職業安定所（職
業相談）

求人数の動き ・豪雨災害復旧工事の本格化やＪＲ九州駅ビルの工事
開始に伴い、建設業並びに建設業資材関係製造業が増
加している。また宿泊業についても求人が伸びてい
る。

変わらない 人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・社員採用が増えた影響で、求職者の数が減ってきて
いる。ただし中高年やスキルの低い人材は採用には結
びついていない状況である。

人材派遣会社
（営業）

求人数の動き ・求人数は前年や３か月前と比べて、大きな変化がな
い。

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・当社調べの求人の取扱件数は、前年を上回ってい
る。

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・新聞の求人広告の動きは横ばいだった。猛暑の影響
か、企業活動もやや停滞気味だったようだ。

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・正社員求人が停滞している。

新聞社［求人広
告］（担当者）

それ以外 ・企業訪問や営業取材などで得た情報では、景気が
「良くなっている」「良くなっていない」と感じてい
る人が概ね半々である。プラスマイナスの面があり、
相殺して「変わらない」というのが実感だ。

職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・全国的に好況と言われている自動車関連製造業だ
が、管内企業の増産の話はなく、海外生産へのシフト
で厳しくなっている状況である。また、食品製造関係
においては、円安による原材料の高騰により、価格転
嫁を図る動きがあるが、消費の動きを勘案し十分に転
嫁できていないところが多い。

民間職業紹介機
関（社員）

求人数の動き ・求人依頼数は横ばいである。派遣利用の話はある
が、実際の利用に至ることは少ない。マンションや一
戸建の設計会社からＣＡＤ利用の話があるが、急増し
ていない。消費税増税前の駆け込み需要による案件は
まだ不透明である。

民間職業紹介機
関（支店長）

求人数の動き ・求人数、人材派遣契約数が横ばいの状況である。前
年同期比で減少してはいないが、増加もない。

学校［大学］
（就職支援業
務）

採用者数の動き ・現大学４年生を対象に調査した７月上旬までの内定
者数は、前年度より増加しているが、月別の報告者数
では顕著な伸びは認められない。

やや悪く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・お盆休みの影響もあるが、例年以上に長期求人数が
少ない。

悪く
なっている

－ － －

　11．沖縄（地域別調査機関：一般財団法人南西地域産業活性化センター）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）
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良く
なっている

家電量販店（総
務担当）

販売量の動き ・天候が要因となり、夏物商品の売行きが例年以上に
良い。

観光型ホテル
（マーケティン
グ担当）

販売量の動き ・今月の稼働率は、前年同月実績を大幅に上回り、非
常に良い状況である。前年は大型台風の影響を受け、
大きなキャンセルがあったが今年は直撃した台風も無
く、順調に予約が伸びている。

やや良く
なっている

一般小売店［菓
子］

販売量の動き ・一部の取引先だけではなく、全般的に販売量が増え
ている感がある。

一般小売店
［鞄・袋物］
（経営者）

来客数の動き ・台湾はじめ東南アジアからも観光客が増えて、それ
に伴い観光客の買物が増えている。

家計
動向
関連

(沖縄)
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百貨店（営業企
画）

販売量の動き ・今年は台風の心配も無く天候に恵まれ、小売業とし
ては順調な売上推移となっている。８月は前年に比べ
旧盆に対する中元ギフトが10日間ほど前倒しとなり、
下旬の落ち込みが心配されていたが、外国人観光客の
入域も後押しとなり、食品で大きな落ち込みも無く、
衣料品も堅調な伸びで店舗全体では108％となった。

スーパー（企画
担当）

販売量の動き ・既存店の好調に加え、新規開店効果の相乗効果によ
り、売上高、来客数ともに前年を上回っている。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・前年同期より来客数が増加し、年齢層にも幅が出て
いる。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・来客数が前年を超えるようになってきている。

その他専門店
［書籍］（店
長）

販売量の動き ・前年を上回るところまではいかないまでも、少しず
つ前年との差は縮まってきている。

その他のサービ
ス［レンタ
カー］（営業担
当）

来客数の動き ・沖縄の夏場の観光需要は台風の接近で大きく左右さ
れる。今月、沖縄本島は台風の上陸が無かったため、
観光客のレンタカー利用は前年に比べて１割程増えて
いる。

住宅販売会社
（総務・企画分
野）

来客数の動き ・住宅展示棟への来場が、前月と比べ増えている。住
宅の消費税増税前の駆け込み契約について、客が確認
中であると考えられる。

変わらない コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・台風も無く、好天候と観光客の増加で売上は前年を
大きく上回っている。飲料やアイス、サマーグッズな
ど夏季商品が大きく伸びている。ただ、客単価はやや
前年を上回る程度で、買上点数が増えたとは言えな
い。

衣料品専門店
（経営者）

単価の動き ・良くなっているとまでは言わないが、客１人１人の
単価が上がっていると思われる。

その他専門店
［楽器］（経営
者）

来客数の動き ・今月は天候がよく、エイサー等のイベントも順調で
ある。本店周囲では本土からの来客数が微妙に減少し
ているような気がしているが、前年並みの来客数、売
上はある。しかし前年は前々年より数字が減少してい
たので、景気が回復しているとまでは言えない。まだ
まだ先のみえない状態が続くのか、不安である。

その他飲食［居
酒屋］（経営
者）

それ以外 ・回復の兆しか、ここ２か月は近隣に飲食店舗の出店
が相次いでいる。しかし、自店舗の売上は例年の90％
台と芳しくない。平日の地元客の動きが鈍い。

ゴルフ場（経営
者）

単価の動き ・確実に客単価が上がっている。

住宅販売会社
（代表取締役）

お客様の様子 ・住宅等の建築計画に関する消費税増税前の駆け込み
需要が増えている。

やや悪く
なっている

通信会社（店
長）

販売量の動き ・前年はスマートフォンへの買い替え需要で販売が好
調だったこともあるが、今年は前年のような需要も減
り、販売数が前年を大幅に下回っている。

悪く
なっている

○ ○ ○

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

食料品製造業
（総務）

受注量や販売量
の動き

・中元は、前年に比べ消費者の購買意欲が増している
ように感じられ、実際に当社の売上も増加している。

窯業・土石製品
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・公共、民間工事共に前年比で増えている。

建設業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・新築の契約棟数、契約金額が増えている。

輸送業（代表
者）

受注量や販売量
の動き

・宮古島、石垣島で民間工事が散見され、一括交付金
の活用で公共工事の先々の展望の雰囲気が良くなって
きている。

変わらない 輸送業（本社事
業本部）

受注量や販売量
の動き

・お盆対応で瞬間的に輸送量は増えたものの、それ以
外は落ち着いている状態にある。輸送量の増減もほと
んどみられず、比較的安定している状況にあると思え
る。

通信業（営業担
当）

取引先の様子 ・仕事は十分とはいえないがある。なんとか要員を回
せている。

やや悪く
なっている

－ － －

悪く
なっている

○ ○ ○

企業
動向
関連

(沖縄)
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良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・既存ユーザーからの追加依頼や、新規依頼がある。
また問い合わせ自体も増えている。

変わらない 人材派遣会社
（総務担当）

求人数の動き ・企業の求人は、ある程度堅調である。

学校［専門学
校］（就職担
当）

求人数の動き ・今月に入り、新卒採用求人が減っている。企業の新
卒採用活動がほぼ一段落したとみられる。早めの２次
募集、追加募集に期待したい。

学校［大学］
（就職担当）

周辺企業の様子 ・周辺企業から給与、求人件数等について上向きな情
報は得られていない。

やや悪く
なっている

－ － －

悪く
なっている

－ － －

雇用
関連

(沖縄)
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